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第10章 環境影響評価の結果 

10.1 調査の結果の概要並びに予測及び評価の結果 

10.1.1 大気環境 

1. 大気質（窒素酸化物） 

(1)調査結果の概要 

①  気象の状況 

a. 文献その他の資料調査 

「第 3 章 3.1.1 大気環境の状況」に記載のとおりである。 

 

b. 現地調査 

(a) 工事用資材等の搬出入 

ｱ. 調査地域 

調査地域は工事関係車両の主要な走行ルートの沿道とした。 
 

ｲ. 調査地点 

調査地点は図 10.1.1.1-1 のとおり、工事関係車両の主要な走行ルート沿いの 1 地点

（沿道）とした。 
 

ｳ. 調査期間 

調査期間は以下のとおりである。 

秋季調査：令和元年 10 月 25 ～ 31 日 

冬季調査：令和 2 年  1 月 10 ～ 16 日 

春季調査：令和 2 年  4 月 10 ～ 16 日 

夏季調査：令和 2 年  7 月  2 ～  8 日 
 

ｴ. 調査方法 

「地上気象観測指針」（気象庁、平成29年）に準拠して、地上気象（風向・風速）を観

測し、調査結果の整理及び解析を行った。 
 

ｵ. 調査結果 

昼夜区分は各月の平均的な日出、日入時間をもとに表 10.1.1.1-1 のとおり設定した。 
 

表 10.1.1.1-1 昼夜区分 

季節 月 昼 間 夜 間 季節 月 昼 間 夜 間 

春季 

3 月 7 ～ 18 時 19 ～ 6 時 

秋季 

 9 月 6 ～ 18 時 19 ～ 5 時 

4 月 6 ～ 18 時 19 ～ 5 時 10 月 7 ～ 17 時 18 ～ 6 時 

5 月 6 ～ 19 時 20 ～ 5 時 11 月 7 ～ 17 時 18 ～ 6 時 

夏季 

6 月 6 ～ 19 時 20 ～ 5 時 

冬季 

12 月 8 ～ 17 時 18 ～ 7 時 

7 月 6 ～ 19 時 20 ～ 5 時  1 月 8 ～ 17 時 18 ～ 7 時 

8 月 6 ～ 19 時 20 ～ 5 時  2 月 8 ～ 18 時 19 ～ 7 時 
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図 10.1.1.1-1 気象・大気質調査地点  
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(ｱ) 風向及び風速 

風向出現頻度及び平均風速は表 10.1.1.1-2、風配図は図 10.1.1.1-2 のとおりである。 

全期間の全日の最多風向及びその出現頻度は北（N）で 20.7％、季節別の全日の最多風

向及びその出現頻度は、秋季が北（N）で 21.4％、冬季が北北西（NNW）で 28.6％、春季

が北（N）で 35.7％、夏季が南（S）で 41.7％であった。全期間の全日の平均風速は

1.2m/s、季節別の全日の平均風速は秋季が 0.6m/s、冬季が 1.0m/s、春季が 1.3m/s、夏季

が 1.7m/s であった。 
 

表 10.1.1.1-2 風向出現頻度及び平均風速（沿道） 

調査地点：沿道 

調査期間：秋季調査;令和元年 10 月 25 ～ 31 日 

     冬季調査;令和 2 年  1 月 10 ～ 16 日 

     春季調査;令和 2 年  4 月 10 ～ 16 日 

     夏季調査;令和 2 年  7 月  2 ～  8 日 

調査高度：地上高 10m 

風 向 出 現 頻 度 （単位：％） 

 風向 
NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N 静穏 計 

月 昼夜別 

秋季 

全日 11.3 3.0 0.6 0   0.6 0   2.4 3.6 0   0   0   0   0   0   7.1 21.4 50.0 100 

昼間 20.8 6.5 1.3 0   1.3 0   3.9 6.5 0   0   0   0   0   0   3.9 26.0 29.9 100 

夜間 3.3 0   0   0   0   0   1.1 1.1 0   0   0   0   0   0   9.9 17.6 67.0 100 

冬季 

全日 9.5 2.4 0   0   0.6 0   0   0.6 0.6 0   0   0   0.6 5.4 28.6 21.4 30.4 100 

昼間 20.0 4.3 0   0   1.4 0   0   0   0   0   0   0   0   2.9 24.3 35.7 11.4 100 

夜間 2.0 1.0 0   0   0   0   0   1.0 1.0 0   0   0   1.0 7.1 31.6 11.2 43.9 100 

春季 

全日 13.7 3.0 0.6 1.2 0   0   3.0 1.2 0   0   0   0   0.6 1.2 11.3 35.7 28.6 100 

昼間 19.8 5.5 0   2.2 0   0   5.5 2.2 0   0   0   0   1.1 0   9.9 47.3 6.6 100 

夜間 6.5 0   1.3 0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   2.6 13.0 22.1 54.5 100 

夏季 

全日 4.8 1.2 0.6 0   0   4.2 17.9 41.7 0.6 0   0   0   0.6 0   4.2 4.2 20.2 100 

昼間 7.1 1.0 0   0   0   3.1 21.4 43.9 0   0   0   0   0   0   4.1 6.1 13.3 100 

夜間 1.4 1.4 1.4 0   0   5.7 12.9 38.6 1.4 0   0   0   1.4 0   4.3 1.4 30.0 100 

全期間 

全日 9.8 2.4 0.4 0.3 0.3 0.3 5.8 11.8 0.3 0   0   0   0.4 1.6 12.8 20.7 32.3 100 

昼間 16.4 4.2 0.3 0.6 0.6 0.9 8.6 14.9 0   0   0   0   0.3 0.6 9.8 28.0 14.9 100 

夜間 3.3 0.6 0.6 0   0   1.2 3.0 8.6 0.6 0   0   0   0.6 2.7 15.8 13.4 49.7 100 
 
平 均 風 速 （単位：m/s） 

 風向 
NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N 静穏 平均 

月 昼夜別 

秋季 

全日 1.1 1.5 0.6 ‐ 0.5 ‐ 0.7 1.2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 0.8 1.1 0.2 0.6 

昼間 1.2 1.5 0.6 ‐ 0.5 ‐ 0.8 1.3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 0.9 1.4 0.2 0.9 

夜間 0.9 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 0.5 0.7 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 0.7 0.8 0.2 0.4 

冬季 

全日 1.7 1.4 ‐ ‐ 0.5 ‐ ‐ 0.5 0.6 ‐ ‐ ‐ 0.6 0.9 1.3 1.5 0.2 1.0 

昼間 1.7 1.5 ‐ ‐ 0.5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1.5 1.5 1.8 0.3 1.5 

夜間 1.6 1.3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 0.5 0.6 ‐ ‐ ‐ 0.6 0.7 1.1 1.0 0.2 0.6 

春季 

全日 1.6 1.6 0.5 1.2 ‐ ‐ 2.1 1.4 ‐ ‐ ‐ ‐ 1.2 0.8 1.3 2.1 0.2 1.3 

昼間 1.8 1.6 ‐ 1.2 ‐ ‐ 2.1 1.4 ‐ ‐ ‐ ‐ 1.2 ‐ 1.7 2.1 0.3 1.8 

夜間 0.9 ‐ 0.5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 0.8 0.8 2.3 0.2 0.8 

夏季 

全日 1.3 0.8 0.6 ‐ ‐ 1.0 1.5 2.8 0.6 ‐ ‐ ‐ 0.9 ‐ 0.9 1.7 0.2 1.7 

昼間 1.4 0.9 ‐ ‐ ‐ 1.4 1.7 2.7 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1.1 1.9 0.2 1.9 

夜間 0.5 0.7 0.6 ‐ ‐ 0.8 1.1 3.1 0.6 ‐ ‐ ‐ 0.9 ‐ 0.7 0.5 0.2 1.5 

全期間 

全日 1.4 1.4 0.6 1.2 0.5 1.0 1.5 2.6 0.6 ‐ ‐ ‐ 0.9 0.9 1.2 1.7 0.2 1.2 

昼間 1.5 1.5 0.6 1.2 0.5 1.4 1.7 2.5 ‐ ‐ ‐ ‐ 1.2 1.5 1.5 1.8 0.2 1.6 

夜間 1.0 1.0 0.6 ‐ ‐ 0.8 1.0 2.9 0.6 ‐ ‐ ‐ 0.8 0.7 1.0 1.4 0.2 0.8 

注：1．静穏は風速 0.4m/s 以下とする。 

  2．四捨五入の関係で合計が 100％にならないことがある。 

  3．「0」及び「－」は出現しなかったことを示す。 

  4．昼間及び夜間の時間区分は表 10.1.1.1-1 のとおりである。  
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調査地点：沿道 

調査期間：秋季調査;令和元年 10 月 25 ～ 31 日 

     冬季調査;令和 2 年  1 月 10 ～ 16 日 

     春季調査;令和 2 年  4 月 10 ～ 16 日 

     夏季調査;令和 2 年  7 月  2 ～  8 日 

調査高度：地上高 10m 

 
注：1．風配図の実線は風向出現頻度（％）、棒線は平均風速（m/s）を示す。 

2．風配図の円内の数字は、静穏率（風速 0.4m/s 以下、％）を示す。 

3．昼間及び夜間の時間区分は表 10.1.1.1-1 のとおりである。 

図 10.1.1.1-2(1) 風配図（沿道・季節別）  
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調査地点：沿道 

調査期間：秋季調査;令和元年 10 月 25 ～ 31 日 

     冬季調査;令和 2 年  1 月 10 ～ 16 日 

     春季調査;令和 2 年  4 月 10 ～ 16 日 

     夏季調査;令和 2 年  7 月  2 ～  8 日 

調査高度：地上高 10m 

 
注：1．風配図の実線は風向出現頻度（％）、棒線は平均風速（m/s）を示す。 

2．風配図の円内の数字は、静穏率（風速 0.4m/s 以下、％）を示す。 

3．昼間及び夜間の時間区分は表 10.1.1.1-1 のとおりである。 

図 10.1.1.1-2(2) 風配図（沿道・全期間） 

  

全期間 
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(b) 建設機械の稼働 

ｱ. 調査地域 

調査地域は対象事業実施区域及びその周囲とした。 

 

ｲ. 調査地点 

調査地点は図 10.1.1.1-1 のとおり、対象事業実施区域周囲の 1 地点（一般）とした。 

 

ｳ. 調査期間 

調査期間は以下のとおりとした。 

令和元年 9 月 1 日 ～ 令和 2 年 8 月 31 日 

 

ｴ. 調査方法 

「地上気象観測指針」（気象庁、平成29年）等に準拠して、地上気象（風向・風速、日

射量及び放射収支量）を観測し、調査結果の整理及び解析を行った。 

 

ｵ. 調査結果 

(ｱ) 風向及び風速 

風向出現頻度及び平均風速は表 10.1.1.1-3、風配図は図 10.1.1.1-3 のとおりである。 

年間の全日の最多風向及びその出現頻度は北西（NW）で 18.4％、季節別の全日の最多

風向及びその出現頻度は、秋季が北西（NW）で 21.0％、冬季が北西（NW）で 19.0％、春

季が北西（NW）で 18.7％、夏季が南南東（SSE）で 15.9％であった。年間の全日の平均風

速は 1.2m/s、季節別の全日の平均風速は秋季が 1.2m/s、冬季が 1.2m/s、春季が 1.3m/s、

夏季が 1.3m/s であった。 
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表 10.1.1.1-3 風向出現頻度及び平均風速（一般） 

調査地点：一般 

調査期間：令和元年 9 月 1 日 ～ 令和 2 年 8 月 31 日 

調査高度：地上高 10m 

風 向 出 現 頻 度 （単位：％） 

 風向 
NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N 静穏 計 

月 昼夜別 

秋季 

全日 8.3 3.8 1.1 2.0 2.5 5.1 4.9 2.8 1.2 1.6 1.2 3.6 10.1 21.0 14.1 9.9 6.6 100 

昼間 4.6 3.9 1.5 3.6 4.1 8.6 8.7 5.3 2.1 2.8 2.1 5.0 9.2 16.7 11.3 6.8 3.8 100 

夜間 11.8 3.7 0.8 0.4 0.9 1.9 1.3 0.5 0.4 0.4 0.4 2.3 10.9 25.1 16.7 12.9 9.3 100 

冬季 

全日 11.4 5.6 1.2 1.8 2.5 6.1 5.4 3.2 2.0 1.4 1.7 2.4 6.8 19.0 11.4 10.4 7.6 100 

昼間 4.8 3.4 2.1 3.3 4.7 9.7 10.3 6.3 3.4 2.7 3.0 4.2 7.3 13.5 9.1 5.6 6.6 100 

夜間 16.3 7.3 0.6 0.6 0.9 3.4 1.8 0.9 0.9 0.5 0.7 1.0 6.3 23.1 13.3 14.1 8.4 100 

春季 

全日 6.4 3.5 1.3 1.8 2.3 4.7 9.9 6.8 1.4 1.5 1.9 3.2 7.5 18.7 11.3 8.7 9.0 100 

昼間 3.7 3.1 1.8 2.5 2.4 5.8 15.7 11.9 1.8 2.2 2.8 4.2 8.0 15.1 7.4 5.6 6.1 100 

夜間 9.7 4.0 0.6 1.1 2.1 3.4 3.1 0.9 1.0 0.8 1.0 2.0 6.8 23.0 15.9 12.5 12.4 100 

夏季 

全日 2.7 2.3 1.0 0.9 2.9 8.6 15.9 8.6 1.9 1.3 1.4 3.2 12.5 15.0 5.1 3.6 13.2 100 

昼間 1.7 2.2 1.2 1.2 2.9 9.7 23.5 13.4 2.6 1.5 1.8 4.0 9.6 13.0 2.2 2.0 7.5 100 

夜間 4.1 2.5 0.8 0.3 2.9 7.1 5.2 1.8 0.8 1.0 0.8 2.2 16.5 17.8 9.2 5.8 21.2 100 

年間 

全日 7.2 3.8 1.2 1.6 2.5 6.1 9.1 5.4 1.6 1.5 1.6 3.1 9.2 18.4 10.5 8.2 9.1 100 

昼間 3.6 3.1 1.6 2.5 3.4 8.4 15.2 9.6 2.5 2.2 2.4 4.3 8.6 14.5 7.2 4.9 6.1 100 

夜間 11.0 4.6 0.7 0.6 1.6 3.8 2.7 1.0 0.8 0.7 0.7 1.8 9.8 22.5 13.9 11.6 12.3 100 

注：1．静穏は風速 0.4m/s 以下とする。 

2．四捨五入の関係で合計が 100％にならないことがある。 

3．昼間及び夜間の時間区分は表 10.1.1.1-1 のとおりである。 

 

平 均 風 速 （単位：m/s） 

 風向 
NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N 静穏 平均 

月 昼夜別 

秋季 

全日 1.0 1.1 1.1 1.2 1.4 1.7 1.7 1.7 1.1 1.2 1.0 1.2 1.3 1.4 1.2 0.9 0.3 1.2 

昼間 1.1 1.1 1.1 1.2 1.5 1.5 1.5 1.3 1.2 1.2 1.1 1.2 1.3 1.4 1.3 1.1 0.3 1.3 

夜間 1.0 1.1 1.0 1.0 1.1 2.5 2.7 5.3 1.1 1.2 0.7 1.2 1.3 1.5 1.1 0.8 0.3 1.2 

冬季 

全日 0.9 1.0 1.2 1.2 1.3 1.8 1.7 1.6 1.3 1.1 1.2 1.2 1.3 1.4 1.0 0.9 0.3 1.2 

昼間 0.9 1.0 1.2 1.3 1.3 1.7 1.6 1.5 1.2 1.1 1.3 1.3 1.3 1.4 1.2 1.2 0.3 1.3 

夜間 0.9 1.0 0.9 1.1 1.4 2.2 2.1 1.9 1.4 1.0 1.1 1.0 1.4 1.4 1.0 0.8 0.3 1.1 

春季 

全日 0.9 1.0 1.1 1.2 1.4 2.0 2.1 2.0 1.3 1.3 1.0 1.1 1.4 1.5 1.1 1.0 0.3 1.3 

昼間 1.1 1.0 1.1 1.2 1.3 1.9 2.1 2.0 1.4 1.3 1.1 1.2 1.5 1.6 1.4 1.2 0.3 1.5 

夜間 0.9 1.0 0.9 1.2 1.5 2.3 2.3 1.7 1.2 1.0 0.8 1.1 1.3 1.3 0.9 0.8 0.3 1.1 

夏季 

全日 0.7 0.9 0.9 1.0 1.2 1.9 2.2 1.9 0.9 0.8 0.9 1.0 1.2 1.2 0.9 0.7 0.3 1.3 

昼間 0.9 1.0 0.9 1.0 1.3 1.8 2.2 1.9 1.0 0.9 0.9 1.0 1.3 1.3 1.1 0.9 0.3 1.5 

夜間 0.6 0.7 0.8 1.1 1.2 2.0 2.4 1.3 0.8 0.7 0.9 0.9 1.2 1.1 0.8 0.6 0.2 1.0 

年間 

全日 0.9 1.0 1.1 1.2 1.3 1.8 2.0 1.8 1.2 1.1 1.1 1.1 1.3 1.4 1.1 0.9 0.3 1.2 

昼間 1.0 1.1 1.1 1.2 1.3 1.7 2.0 1.8 1.2 1.2 1.1 1.1 1.3 1.4 1.3 1.2 0.3 1.4 

夜間 0.9 1.0 0.9 1.1 1.3 2.2 2.4 2.1 1.1 0.9 0.9 1.1 1.3 1.3 1.0 0.8 0.3 1.1 

注：1．静穏は風速 0.4m/s 以下とする。 

2．昼間及び夜間の時間区分は表 10.1.1.1-1 のとおりである。 
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調査地点：一般 

調査期間：令和元年 9 月 1 日 ～ 令和 2 年 8 月 31 日 

調査高度：地上高 10m 

 
注：1．風配図の実線は風向出現頻度（％）、棒線は平均風速（m/s）を示す。 

2．風配図の円内の数字は、静穏率（風速 0.4m/s 以下、％）を示す。 

3．昼間及び夜間の時間区分は表 10.1.1.1-1 のとおりである。 

図 10.1.1.1-3(1) 風配図（一般・季節別）  
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調査地点：一般 

調査期間：令和元年 9 月 1 日 ～ 令和 2 年 8 月 31 日 

調査高度：地上高 10m 

 

注：1．風配図の実線は風向出現頻度（％）、棒線は平均風速（m/s）を示す。 

2．風配図の円内の数字は、静穏率（風速 0.4m/s 以下、％）を示す。 

3．昼間及び夜間の時間区分は表 10.1.1.1-1 のとおりである。 

図 10.1.1.1-3(2) 風配図（一般・年間） 

 

(ｲ) 日射量及び放射収支量 

日射量、放射収支量及び風速の測定データに基づき整理した、調査地点における大気安

定度の出現頻度は表 10.1.1.1-4 のとおりである。 

年間の大気安定度の出現頻度は不安定（A、A-B、B、B-C）が 38.4％、中立（C、C-D、D）

が 13.9％、安定（E、F、G）が 47.7％であった。 
 

表 10.1.1.1-4 大気安定度の出現頻度 

調査地点：一般 

調査期間：令和元年 9 月 1 日 ～ 令和 2 年 8 月 31 日 

 

注：1．四捨五入の関係で合計が 100％にならないことがある。 

2.「0」は出現しなかったことを示す。 

3．昼間及び夜間の時間区分は表 10.1.1.1-1 のとおりである。 
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②  窒素酸化物濃度の状況 

a. 文献その他の資料調査 

「第 3 章 3.1.1 大気環境の状況」に記載のとおりである。 

 

b. 現地調査 

(a) 工事用資材等の搬出入 

ｱ. 調査地域 

調査地域は工事関係車両の主要な走行ルートの沿道とした。 
 

ｲ. 調査地点 

調査地点は図 10.1.1.1-1 のとおり、工事関係車両の主要な走行ルート沿いの 1 地点

（沿道）とした。 
 

ｳ. 調査期間 

調査期間は以下のとおりである。 

秋季調査：令和元年 10 月 25 ～ 31 日 

冬季調査：令和 2 年  1 月 10 ～ 16 日 

春季調査：令和 2 年  4 月 10 ～ 16 日 

夏季調査：令和 2 年  7 月  2 ～  8 日 
 

ｴ. 調査方法 

「二酸化窒素に係る環境基準について」（昭和 53 年環境庁告示第 38 号）に定められた

方法により窒素酸化物濃度を測定し、調査結果の整理及び解析を行った。 
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ｵ. 調査結果 

窒素酸化物の現地調査結果は表 10.1.1.1-5 のとおりである。 

調査地点（沿道）における二酸化窒素の日平均値の最高値（全期間）は、0.004ppm で

あった。 

 

表 10.1.1.1-5 窒素酸化物の現地調査結果（沿道） 

［二酸化窒素（NO2）］ 

調 

査 

期 

間 

有効 

測定 

日数 

測定 

時間 

期間 

平均値 

1 時間値

の 

最高値 

日平均値 

の 

最高値 

1 時間値が 

0.2ppm を 

超えた 

時間数と 

その割合 

1 時間値が 

0.1ppm 以上 

0.2ppm 以下 

の時間数と 

その割合 

日平均値が 

0.06ppm を 

超えた 

日数と 

その割合 

日平均値が 

0.04ppm 以上 

0.06ppm 以下 

の日数と 

その割合 

日 時間 ppm ppm ppm 時間 ％ 時間 ％ 日 ％ 日 ％ 

秋 季 7 168 0.002 0.004 0.002 0 0 0 0 0 0 0 0 

冬 季 7 168 0.003 0.008 0.004 0 0 0 0 0 0 0 0 

春 季 7 168 0.003 0.005 0.003 0 0 0 0 0 0 0 0 

夏 季 7 168 0.001 0.003 0.001 0 0 0 0 0 0 0 0 

全期間 28 672 0.002 0.008 0.004 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

［一酸化窒素（NO）、窒素酸化物（NO+NO2）］ 

調 

査 

期 

間 

一酸化窒素（NO） 窒素酸化物（NO＋NO2） 二酸化窒素

の割合 

NO2 

NO+NO2 

有効 

測定 

日数 

測定 

時間 

期間 

平均値 

1 時間値 

の 

最高値 

日平均値 

の 

最高値 

有効 

測定 

日数 

測定 

時間 

期間 

平均値 

1 時間値 

の 

最高値 

日平均値 

の 

最高値 

日 時間 ppm ppm ppm 日 時間 ppm ppm ppm ％ 

秋 季 7 168 0.000 0.004 0.000 7 168 0.002 0.008 0.003 85.8 

冬 季 7 168 0.000 0.002 0.000 7 168 0.003 0.009 0.005 93.5 

春 季 7 168 0.000 0.001 0.001 7 168 0.003 0.005 0.004 89.1 

夏 季 7 168 0.000 0.001 0.001 7 168 0.001 0.004 0.002 74.9 

全期間 28 672 0.000 0.004 0.001 28 672 0.002 0.009 0.005 87.9 

 

  



  

10.1.1-12 

(382) 

(b) 建設機械の稼働 

ｱ. 調査地域 

調査地域は対象事業実施区域及びその周囲とした。 
 

ｲ. 調査地点 

調査地点は図 10.1.1.1-1 のとおり、対象事業実施区域周囲の 1 地点（一般）とした。 
 

ｳ. 調査期間 

調査期間は以下のとおりである。 

秋季調査：令和元年 10 月 25 ～ 31 日 

冬季調査：令和 2 年  1 月 10 ～ 16 日 

春季調査：令和 2 年  4 月 10 ～ 16 日 

夏季調査：令和 2 年  7 月  2 ～  8 日 
 

ｴ. 調査方法 

「二酸化窒素に係る環境基準について」（昭和 53 年環境庁告示第 38 号）に定められた

方法により窒素酸化物濃度を測定し、調査結果の整理及び解析を行った。 
 

ｵ. 調査結果 

窒素酸化物の現地調査結果は、表 10.1.1.1-6 のとおりである。 

調査地点（一般）における二酸化窒素の日平均値の最高値（全期間）は、0.003ppm で

あった。 
 

表 10.1.1.1-6 窒素酸化物の現地調査結果（一般） 

［二酸化窒素（NO2）］ 

調 

査 

期 

間 

有効 

測定 

日数 

測定 

時間 

期間 

平均値 

1 時間値

の 

最高値 

日平均値 

の 

最高値 

1 時間値が 

0.2ppm を 

超えた 

時間数と 

その割合 

1 時間値が 

0.1ppm 以上 

0.2ppm 以下 

の時間数と 

その割合 

日平均値が 

0.06ppm を 

超えた 

日数と 

その割合 

日平均値が 

0.04ppm 以上 

0.06ppm 以下 

の日数と 

その割合 

日 時間 ppm ppm ppm 時間 ％ 時間 ％ 日 ％ 日 ％ 

秋 季 7 168 0.001 0.004 0.002 0 0 0 0 0 0 0 0 

冬 季 7 168 0.002 0.005 0.003 0 0 0 0 0 0 0 0 

春 季 7 168 0.002 0.004 0.003 0 0 0 0 0 0 0 0 

夏 季 7 168 0.001 0.001 0.001 0 0 0 0 0 0 0 0 

全期間 28 672 0.002 0.005 0.003 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
［一酸化窒素（NO）、窒素酸化物（NO+NO2）］ 

調 

査 

期 

間 

一酸化窒素（NO） 窒素酸化物（NO＋NO2） 二酸化窒素

の割合 

NO2 

NO+NO2 

有効 

測定 

日数 

測定 

時間 

期間 

平均値 

1 時間値 

の 

最高値 

日平均値 

の 

最高値 

有効 

測定 

日数 

測定 

時間 

期間 

平均値 

1 時間値 

の 

最高値 

日平均値 

の 

最高値 

日 時間 ppm ppm ppm 日 時間 ppm ppm ppm ％ 

秋 季 7 168 0.000 0.001 0.000 7 168 0.001 0.004 0.002 97.0 

冬 季 7 168 0.000 0.001 0.000 7 168 0.002 0.006 0.003 97.4 

春 季 7 168 0.000 0.001 0.000 7 168 0.002 0.005 0.003 96.6 

夏 季 7 168 0.000 0.001 0.000 7 168 0.001 0.002 0.001 93.9 

全期間 28 672 0.000 0.001 0.000 28 672 0.002 0.006 0.003 96.6 
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③  道路構造の状況 

a. 現地調査 

(a) 調査地域 

調査地域は工事関係車両の主要な走行ルートの沿道とした。 

 

(b) 調査地点 

調査地点は図 10.1.1.1-1 のとおり、工事関係車両の主要な走行ルート沿いの 1 地点（沿

道）とした。 

 

(c) 調査期間 

調査日は以下のとおりとした。 

令和元年 12 月 6 日 

 

(d) 調査方法 

調査地点の道路構造、車線数及び幅員について、目視による確認及びメジャーによる測

定を行った。 

 

(e) 調査結果 

調査地点（沿道）の道路断面構造等は図 10.1.1.1-4 のとおりである。 
 

調査期間：令和元年 12 月 6 日 

 

 

図 10.1.1.1-4 調査地点（沿道）の道路断面構造等 
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④  交通量の状況 

a. 文献その他の資料調査 

「第 3 章 3.2.4 交通の状況」に記載のとおりである。 

 

b. 現地調査 

(a) 調査地域 

調査地域は工事関係車両の主要な走行ルートの沿道とした。 
 

(b) 調査地点 

調査地点は図 10.1.1.1-1 のとおり、工事関係車両の主要な走行ルート沿いの 1 地点（沿

道）とした。 
 

(c) 調査期間 

調査期間は以下のとおりとした。 

平 日：令和元年 12 月 6 日（金）6 ～ 22 時 

土曜日：令和元年 12 月 7 日（土）6 ～ 22 時 
 

(d) 調査方法 

調査地点の方向別及び車種別交通量を調査した。 
 

(e) 調査結果 

交通量の調査結果は表 10.1.1.1-7 のとおりである。 
 

表 10.1.1.1-7 交通量の調査結果 

調査期間：平 日；令和元年 12 月 6 日 6 ～ 22 時 

土曜日；令和元年 12 月 7 日 6 ～ 22 時 

調査地点 曜 日 時間の区分 
交通量（台） 

小型車 大型車 二輪車 合 計 

沿道 

（上島中央広域農道） 

平 日 昼 間 525 39 7 571 

土曜日 昼 間 483 28 21 532 

注：1．交通量は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく時間区分（昼間 6 ～22

時）に対応した往復交通量を示す。 

2．交通量の合計は小型車、大型車及び二輪車の合計である。 
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(2)予測及び評価の結果 

① 工事の実施 

a. 工事用資材等の搬出入 

(a) 環境保全措置 

工事用資材等の搬出入に伴う窒素酸化物の影響を低減するため、以下の環境保全措置を

講じる。 

・工事関係者の通勤においては、乗り合いの促進により工事関係車両台数の低減を図る。 

・工事工程等の調整により可能な限り工事関係車両台数を平準化し、建設工事のピーク

時の台数の低減に努める。 

・急発進、急加速の禁止及びアイドリングストップ等のエコドライブを徹底し、排気ガ

スの排出削減に努める。 

・定期的に会議等を行い、環境保全措置の内容について工事関係者に周知徹底する。 
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(b) 予 測 

ｱ. 予測地域 

工事関係車両の主要な走行ルートの沿道とした。 
 

ｲ. 予測地点 

現地調査を実施した工事関係車両の主要な走行ルート沿いの 1 地点（沿道）とした。 
 

ｳ. 予測対象時期等 

工事計画に基づき、工事関係車両による窒素酸化物の排出量が最大となる時期とし、

その排出量が 1 年間続くとした。 
 

ｴ. 予測手法 

「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」（国土交通省国土技術政策総合研究

所・独立行政法人土木研究所、平成 25 年）に基づく大気拡散式（プルーム・パフ式）を

用いた数値計算結果（年平均値）に基づき、工事用資材等の搬出入に伴う二酸化窒素濃度

（日平均値の年間 98％値）を予測した。 

工事用資材等の搬出入に伴う二酸化窒素濃度の予測手順は図 10.1.1.1-5 のとおりであ

る。 

 

 

図 10.1.1.1-5 工事用資材等の搬出入に伴う二酸化窒素濃度の予測手順 
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(ｱ) 計算式 

ⅰ.拡散計算式 

有風時（風速＞1.0m/s）についてはプルーム式を、弱風時（風速≦1.0m/s）について

はパフ式を用いて予測計算を行った。 
 

(ⅰ) 有風時（風速＞1.0m/s） 

𝐶ሺ𝑥,𝑦, 𝑧ሻ ൌ
𝑄

2𝜋𝑢𝜎௬𝜎௭
expቆെ

𝑦ଶ

2𝜎௬ଶ
ቇ ቊexpቆെ

ሺ𝑧 ൅ 𝐻ሻଶ

2𝜎௭ଶ
ቇ ൅ expቆെ

ሺ𝑧 െ 𝐻ሻଶ

2𝜎௭ଶ
ቇቋ 

［記  号］ 

𝐶ሺ𝑥,𝑦, 𝑧ሻ ：（𝑥,𝑦, 𝑧）地点における窒素酸化物濃度（ppm） 

𝑄   ： 点煙源の窒素酸化物の排出量（ml/s） 

𝑢   ： 平均風速（m/s） 

𝐻   ： 排出源の高さ（m）（=1m） 

𝜎௬   ： 水平（𝑦）方向の拡散幅（m） 

𝜎௭   ： 鉛直（𝑧）方向の拡散幅（m） 

𝑥   ： 風向に沿った風下距離（m） 

𝑦   ： 𝑥軸に直角な水平距離（m） 

𝑧   ： 𝑥軸に直角な鉛直距離（m） 

水平方向の拡散幅 

𝜎௬ ൌ 𝑊/2 ൅ 0.46 𝐿଴.଼ଵ 
 

鉛直方向の拡散幅 

𝜎௓ ൌ 𝜎௓଴ ൅ 0.31 𝐿଴.଼ଷ 
 

遮音壁がない場合…………………𝜎௓଴ ൌ 1.5 

𝐿   ： 車道部端からの距離（𝐿 ൌ 𝑋 െ𝑊/2）（m） 

𝑋   ： 風向に沿った風下距離（m） 

𝑊   ： 車道部幅員（m） 
 

(ⅱ) 弱風時（風速≦1.0m/s） 

𝐶ሺ𝑥,𝑦, 𝑧ሻ ൌ
𝑄

ሺ2𝜋ሻଷ/ଶ𝛼ଶ𝛾
൞

1 െ exp ൬െ
ℓ
𝑡଴
ଶ൰

2ℓ
൅

1 െ exp ൬െ
𝑚
𝑡଴
ଶ൰

2𝑚
ൢ 

ℓ ൌ
1
2
ቊ
𝑥ଶ ൅ 𝑦ଶ

𝛼ଶ
൅
ሺ𝑧 െ 𝐻ሻଶ

𝛾ଶ
ቋ 

𝑚 ൌ
1
2
ቊ
𝑥ଶ ൅ 𝑦ଶ

𝛼ଶ
൅
ሺ𝑧 ൅ 𝐻ሻଶ

𝛾ଶ
ቋ 

［記  号］ 

𝑡଴   : 初期拡散幅に相当する時間（s） 

𝑡଴ ൌ
𝑊
2𝛼

 

𝑊   ： 車道部幅員（m） 

𝛼、   ： 以下に示す拡散幅に関する係数（m/s） 

以下に示す拡散幅に関する係数𝛼、𝛾 

𝛼 ൌ 0.3 
𝛾 ൌ 0.18（昼間）、0.09（夜間） 
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(ⅲ) 年平均濃度の計算 

𝐶𝑎 ൌ
1

24
ൈ෍𝐶𝑎௧

ଶସ

௧ୀଵ

 

𝐶𝑎௧ ൌ ൥෍ሼሺ𝑅𝑤௦/𝑢𝑤௧௦ሻ ൈ 𝑓𝑤௧௦ሽ ൅ 𝑅𝑐ௗ௡

ଵ଺

ୱୀଵ

ൈ 𝑓𝑐௧൩ 𝑄௧ 

［記  号］ 

𝐶𝑎   ： 年平均濃度（ppm） 

𝐶𝑎௧  ： 時刻𝑡における年平均濃度（ppm） 

𝑅𝑤௦  ： プルーム式により求められた風向別基準濃度（m-1） 

𝑓𝑤௧௦  ： 年平均時間別風向出現割合 

𝑢𝑤௧௦  ： 年平均時間別風向別平均風速（m/s） 

𝑅𝑐ௗ௡  ： パフ式により求められた昼夜別基準濃度（s/m2） 

𝑓𝑐௧   ： 年平均時間別弱風時出現割合 

𝑄௧   ： 年平均時間別平均排出量（ml/（m･s）） 
 

年平均時間別排出量は以下に示す計算式で求める。 

𝑄௧ ൌ 𝑉௪ ൈ
1

3600
ൈ

1
1000

ൈ෍ሺ𝑁௜௧ ൈ 𝐸௜ሻ
ଶ

௜ୀଵ

 

［記  号］ 

𝑄௧   ： 時間別平均排出量（ml/（m･s）） 

𝐸௜   ： 車種別排出係数（g/（km･台）） 

𝑁௜௧   ： 車種別時間別交通量（台/h） 

𝑉௪   ： 体積換算係数（ml/g） 

 

(ｲ) 予測条件 

ⅰ.煙源及び台数の諸元 

(ⅰ) 道路構造 

予測地点における道路断面構造等は図 10.1.1.1-4 のとおりである。 
 

(ⅱ) 大気汚染物質の排出量 

窒素酸化物の排出係数として、「道路環境影響評価の技術手法（平成 24年度版）」（国

土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人土木研究所、平成 25 年）及び「国土

技術政策総合研究所資料 No.671 道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根

拠（平成 22 年度版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所、平成 24 年）に基づき、予

測時点の車種別排出係数を表 10.1.1.1-8 のとおり設定した。 

これらの排出係数に工事関係車両及び一般車両の交通量を乗じて、予測地点におけ

る排出量を算出した。なお、排出係数の設定にあたって、勾配による排出係数の補正を

行った。排出係数の補正は表 10.1.1.1-9 のとおりである。また、排出係数の設定にあ

たり、走行速度は調査地点（沿道）における実測値を用いた。 
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表 10.1.1.1-8 車種別排出係数 

予測地点 
走行速度 

（km/h） 
車  種 

窒素酸化物 

（g/（km・台）） 

沿道 

（上島中央広域農道） 
55 

大型車 0.4368 

小型車 0.0402 

 

表 10.1.1.1-9 排出係数の縦断勾配による補正係数 

項 目 車 種 縦断勾配 i（％） 補正係数 

窒素酸化物 

小型車 
0＜i≦4 

- 4≦i＜0 

1+0.40i 

1+0.08i 

大型車 
0＜i≦4 

- 4≦i＜0 

1+0.52i 

1+0.15i 

注：速度区分は 60km/h 未満の値である。 
 

(ⅲ) 排出源の高さ 

排出源の高さについては「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」（国土交

通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人土木研究所、平成 25 年）に基づき、地上

高 1m とした。 
 

(ⅳ) 交通量 

工事関係車両による窒素酸化物の排出量が最大となる時期の走行台数（往復）は小

型車 58 台/日、大型車 224 台/日とした。 

 

ⅱ.気象条件の設定 

道路沿道における風向及び風速は、現地調査を実施した工事関係車両の主要な走行

ルート沿いの 1 地点（沿道）の現地調査結果を用いた。 

排出源高さの風速は、「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」（国土交通省

国土技術政策総合研究所・独立行政法人土木研究所、平成 25 年）に基づき、べき法則に

より排出源の高さの風速に補正して用いた。 

なお、べき指数は周辺の状況より 0.2（郊外）とした。 

 

(ｳ) バックグラウンド濃度 

二酸化窒素のバックグラウンド濃度は現地調査を実施した工事関係車両の主要な走行

ルート沿いの 1 地点（沿道）の現地調査結果から設定した。 

二酸化窒素のバックグラウンド濃度は表 10.1.1.1-10 のとおりである。 
 

表 10.1.1.1-10 バックグラウンド濃度 

地 点 項  目 バックグラウンド濃度（ppm） 

沿道 

（上島中央広域農道） 
二酸化窒素 0.002 
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(ｴ) 窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換 

窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換は「道路環境影響評価の技術手法（平成

24 年度版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人土木研究所、平成 25 年）

に基づき行った。 

変換式は次のとおりである。 

ሾ𝑁𝑂ଶሿோ ൌ 0.0714ሾ𝑁𝑂௑ሿோ
଴.ସଷ଼ሺ1 െ ሾ𝑁𝑂௑ሿ஻ீ/ሾ𝑁𝑂௑ሿ்ሻ଴.଼଴ଵ 

［記  号］ 

ሾ𝑁𝑂ଶሿோ  ： 二酸化窒素の対象道路の寄与濃度（ppm） 

ሾ𝑁𝑂௑ሿோ  ： 窒素酸化物の対象道路の寄与濃度（ppm） 

ሾ𝑁𝑂௑ሿ஻ீ ： 窒素酸化物のバックグラウンド濃度（ppm） 

ሾ𝑁𝑂௑ሿ்  ： 窒素酸化物のバックグラウンド濃度と対象道路の寄与濃度の 

合計値（ppm） 

ሾ𝑁𝑂௑ሿ் ൌ ሾ𝑁𝑂௑ሿோ ൅ ሾ𝑁𝑂௑ሿ஻ீ 
 

(ｵ) 年平均値から日平均値の年間 98％値への換算 

二酸化窒素の年平均値から日平均値の年間 98％値への換算は「道路環境影響評価の技

術手法（平成 24 年度版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人土木研究

所、平成 25 年）に基づき、表 10.1.1.1-11 の換算式を使用した。 
 

表 10.1.1.1-11 年平均値から日平均値の年間 98％値への換算式 

項 目 換算式 

二酸化窒素 

［日平均値の年間 98％値］＝𝑎ሺሾ𝑁𝑂ଶሿ஻ீ ൅ ሾ𝑁𝑂ଶሿோሻ ൅ 𝑏 
                         𝑎 ൌ 1.34 ൅ 0.11 ∙ expሺെ ሾ𝑁𝑂ଶሿோ ሾ𝑁𝑂ଶሿ஻ீ⁄ ሻ 
                         𝑏 ൌ 0.0070 ൅ 0.0012 ∙ expሺെ ሾ𝑁𝑂ଶሿோ ሾ𝑁𝑂ଶሿ஻ீ⁄ ሻ 

注：ሾ𝑁𝑂ଶሿோ：二酸化窒素の道路寄与濃度の年平均値（ppm） 

  ሾ𝑁𝑂ଶሿ஻ீ：二酸化窒素のバックグラウンド濃度の年平均値（ppm） 

 

ｵ. 予測結果 

(ｱ) 窒素酸化物 

工事用資材等の搬出入に伴う窒素酸化物（二酸化窒素に変換）濃度の年平均値の予測

結果は表 10.1.1.1-12 のとおりである。 

工事関係車両寄与濃度は 0.000107ppm であり、これにバックグラウンド濃度を加えた

将来予測環境濃度は 0.002107ppm と予測する。 

 

表 10.1.1.1-12 工事用資材等の搬出入に伴う二酸化窒素濃度の予測結果 

予測地点 

工事関係車両 

寄与濃度 

バックグラ 

ウンド濃度 

将来予測 

環境濃度 日平均値の 

年間 98％値 

（ppm） 

環境基準 
（ppm） （ppm） （ppm） 

A B C=A+B 

沿道 

（上島中央広域農道） 
0.000107 0.002 0.002107 0.011 

日平均値が 

0.04～0.06ppm 

のゾーン内 

又はそれ以下 
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(c) 評価の結果 

ｱ．環境影響の回避、低減に係る評価 

工事用資材等の搬出入に伴う窒素酸化物の影響を低減するための環境保全措置は、以

下のとおりである。 

・工事関係者の通勤においては、乗り合いの促進により工事関係車両台数の低減を図

る。 

・工事工程等の調整により可能な限り工事関係車両台数を平準化し、建設工事のピー

ク時の台数の低減に努める。 

・急発進、急加速の禁止及びアイドリングストップ等のエコドライブを徹底し、排気

ガスの排出削減に努める。 

・定期的に会議等を行い、環境保全措置の内容について工事関係者に周知徹底する。 

工事用資材等の搬出入に伴う二酸化窒素の日平均値の年間 98％値は 0.011ppm であり、

上記の環境保全措置を講じることにより、工事用資材等の搬出入に伴う窒素酸化物に関す

る影響は、実行可能な範囲内で低減が図られているものと評価する。 

 

ｲ. 国又は地方公共団体による基準又は目標との整合性の検討 

二酸化窒素の日平均値の年間 98％値は 0.011ppm であり、環境基準（1 時間値の 1 日平

均値が 0.04～0.06ppm のゾーン内又はそれ以下）に適合している。 

以上のことから、環境保全の基準等との整合が図られているものと評価する。 
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b. 建設機械の稼働 

(a) 環境保全措置 

建設機械の稼働に伴う窒素酸化物の影響を低減するため、以下の環境保全措置を講じる。 

・可能な限り排出ガス対策型建設機械を使用する。 

・建設機械は工事規模にあわせて適正に配置し、効率的に使用する。 

・排出ガスを排出する建設機械の使用が集中しないよう、工事工程等に配慮する。 

・作業待機時はアイドリングストップを徹底する。 

・建設機械について適切に整備・点検を実施し、性能維持に努める。 

・定期的に会議等を行い、環境保全措置の内容について工事関係者に周知徹底する。 

 

(b) 予 測 

ｱ. 予測地域 

対象事業実施区域及びその周囲とした。 
 

ｲ. 予測地点 

対象事業実施区域周囲の 8 地点とした（「10.1.1.3 騒音」の環境騒音調査地点（図

10.1.1.3-3）と同様）。 
 

ｳ. 予測対象時期等 

工事計画に基づき、建設機械の稼働による窒素酸化物の排出量が最大となる時期（工

事開始後 6 ～ 17 か月目）とした（図 10.1.1.1-6）。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

注：年間排出量は、各月を起点とした12か月間の月間排出量の合計値を示す。 

図 10.1.1.1-6 建設機械の稼働による月別排出量（窒素酸化物） 

 

 

  

予測対象期間（工事開始後 6 ～ 17 か月目） 



  

10.1.1-23 

(393) 

ｴ. 予測手法 

「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕」（公害研究対策センター、平成 12 年）に基

づく大気拡散式（プルーム・パフ式）を用いた数値計算結果（年平均値）に基づき、建設

機械の稼働に伴う二酸化窒素濃度（日平均値の年間 98％値）を予測した。 

建設機械の稼働に伴う二酸化窒素濃度の予測手順は図 10.1.1.1-7 のとおりである。 

 

図 10.1.1.1-7 建設機械の稼働に伴う二酸化窒素濃度の予測手順 

 

  

 

予測計算 

年平均値寄与濃度 

バックグラウンド濃度 窒素酸化物は 
二酸化窒素へ変換 

年平均環境濃度 

日平均値の年間98％値 

大気汚染物質排出条件（月別） 

大気汚染物質の

排出係数 

 
工事計画 

建設機械の種類、台数、配置(月別) 

設定条件 

・地上気象現地調査結果 

（1 年間） 

・大気質の現地調査結果 

（4 季各 1 週間）

気象等条件 

予測気象条件（月別） 
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(ｱ) 計算式 

ⅰ.拡散計算式 

有風時（風速 1.0m/s 以上）、弱風時（風速 0.5～0.9m/s）及び無風時（風速 0.4m/s 以

下）に区分し、以下に示す計算式により予測計算を行った。 

 

(ⅰ) 有風時（風速 1.0m/s 以上）：プルーム式 

𝐶ሺ𝑅ሻ ൌ
1

√2𝜋
∙

𝑄௉
ሺ𝜋/8ሻ𝜎௭ ∙ 𝑅 ∙ 𝑢

∙ ቈexpቆെ
ሺ𝑧 െ 𝐻𝑒ሻଶ

2𝜎௭ଶ
ቇ ൅ expቆെ

ሺ𝑧 ൅ 𝐻𝑒ሻଶ

2𝜎௭ଶ
ቇ቉ 

［記  号］ 

𝐶ሺ𝑅ሻ ： 風下距離𝑅(m)地点の地上濃度（ppm） 

𝑧  ： 計算点の地上高（m）、高さは1.5mとした。 

𝑄௉  ： 点煙源強度（m3N/s） 

𝜎௭  ： 鉛直（𝑧）方向の拡散幅（m） 

𝑢  ： 風速（m/s） 

𝐻𝑒  ： 有効煙突高（m）（=𝐻଴） 

𝐻଴  ： 排出源の高さ（m） 

 

(ⅱ) 弱風時（風速 0.5～0.9m/s）：パフ式 

𝐶ሺ𝑅ሻ ൌ
1

√2𝜋
∙

𝑄௉
ሺ𝜋/8ሻ ∙ 𝛾

∙ ቊ
1
𝜂ିଶ

∙ expቆെ
𝑢ଶሺ𝑧 െ 𝐻𝑒ሻଶ

2𝛾ଶ𝜂ିଶ
ቇ ൅

1
𝜂ା
ଶ ∙ expቆെ

𝑢ଶሺ𝑧 ൅ 𝐻𝑒ሻଶ

2𝛾ଶ𝜂ା
ଶ ቇቋ 

𝜂ିଶ ൌ 𝑅ଶ ൅
𝛼ଶ

𝛾ଶ
ሺ𝑧 െ 𝐻𝑒ሻଶ 

𝜂ାଶ ൌ 𝑅ଶ ൅
𝛼ଶ

𝛾ଶ
ሺ𝑧 ൅ 𝐻𝑒ሻଶ 

［記  号］ 

𝛼  ：𝜎௫ ൌ 𝜎௬ ൌ 𝛼 ∙ 𝑡で定義される定数 

𝛾  ：𝜎௭ ൌ 𝛾 ∙ 𝑡で定義される定数 

𝜎௫、𝜎௬ ： 水平方向の拡散幅（m） 

𝜎௭  ： 鉛直方向の拡散幅（m） 

t  ： 経過時間（s） 

𝑅  ： 点煙源と計算点の水平距離（m） 

 

(ⅲ) 無風時（風速 0.4m/s 以下）：簡易パフ式 

𝐶ሺ𝑅ሻ ൌ
𝑄௉

ሺ2𝜋ሻଷ/ଶ𝛾
∙ ൤

1
𝑅ଶ ൅ ሺ𝛼ଶ/𝛾ଶሻ ∙ ሺ𝑧 െ 𝐻𝑒ሻଶ

൅
1

𝑅ଶ ൅ ሺ𝛼ଶ/𝛾ଶሻ ∙ ሺ𝑧 ൅ 𝐻𝑒ሻଶ
൨ 

なお、弱風時における拡散は、風速が弱くなるにつれて水平方向への広がりが大きく

なる。そこで、弱風時の年平均値の算出にあたっては、16 方位で得られた風向出現率を

「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕」（公害研究対策センター、平成 12 年）の方法

により補正した。 
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ⅱ.年平均濃度の計算 

拡散計算式で算出される濃度は各気象区分の値であり、この濃度と各気象区分の出現

頻度から次式に示す重合計算により年平均値を求めた。なお、各気象区分の出現頻度は

建設機械の作業時間帯のものであるため、実際に建設機械が稼働する時間（1 日あたり 8

時間、月の稼働日数）で補正した。 

𝐶̅ ൌ ෍ ቎෍෍෍൫𝐶௜௝௞௠ ∙ 𝑓௜௝௞௠൯
௞௝௜

ൈ
8

24
ൈ
𝑁௡
𝑁௠

቏

ଵଶ

௠ୀଵ

 

［記  号］ 

𝐶̅  ： 年平均値 

𝐶௜௝௞௠ ： 各月における気象区分毎の濃度 

𝑓௜௝௞௠ ： 各月における気象区分毎の出現頻度 

𝑖  ： 風向区分 

𝑗  ： 風速区分 

𝑘  ： パスキル安定度区分 

𝑚  ： 月 

𝑁௠  ： 月の日数 

𝑁௡  ： 月の稼働日数
 

 

ⅲ.拡散パラメータ 

有風時の水平方向及び鉛直方向の拡散パラメータは、表 10.1.1.1-13 のパスキル・ギ

フォード図の近似関数を使用した。なお、有風時における A-B、B-C 及び C-D の中間安定

度の拡散パラメータは、前後の安定度の拡散パラメータを幾何平均した値を用いた。 

弱風時及び無風時の水平方向及び鉛直方向の拡散パラメータは、表 10.1.1.1-14 のパ

スキル安定度に対応した拡散パラメータを使用した。 

 

表 10.1.1.1-13(1) 有風時の水平方向の拡散パラメータ 

𝜎௬ሺ𝑥ሻ ൌ 𝛾௬ ∙ 𝑥
ఈ೤ 

安定度 𝛼௬ 𝛾௬ 風下距離 𝑥（m） 

A 
0.901 

0.851 

0.426 

0.602 

0  ～  1,000 

1,000  ～ 

B 
0.914 

0.865 

0.282 

0.396 

0  ～  1,000 

1,000  ～ 

C 
0.924 

0.885 

0.1772 

0.232 

0  ～  1,000 

1,000  ～ 

D 
0.929 

0.889 

0.1107 

0.1467 

0  ～  1,000 

1,000  ～ 

E 
0.921 

0.897 

0.0864 

0.1019 

0  ～  1,000 

1,000  ～ 

F 
0.929 

0.889 

0.0554 

0.0733 

0  ～  1,000 

1,000  ～ 

G 
0.921 

0.896 

0.0380 

0.0452 

0  ～  1,000 

1,000  ～ 

〔「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕」（公害対策研究センター、平成12年）より作成〕 
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表 10.1.1.1-13(2) 有風時の鉛直方向の拡散パラメータ 

𝜎௭ሺ𝑥ሻ ൌ 𝛾௭ ∙ 𝑥ఈ೥  

安定度 𝛼௭ 𝛾௭ 風下距離 𝑥（m） 

A 

1.122 

1.514 

2.109 

0.0800 

0.00855 

0.000212 

0  ～    300 

300  ～    500 

500  ～ 

B 
0.964 

1.094 

0.1272 

0.0570 

0  ～    500 

500  ～ 

C 0.918 0.1068 0  ～ 

D 

0.826 

0.632 

0.555 

0.1046 

0.400 

0.811 

0  ～  1,000 

1,000  ～ 10,000 

10,000  ～ 

E 

0.788 

0.565 

0.415 

0.0928 

0.433 

1.732 

0  ～  1,000 

1,000  ～ 10,000 

10,000  ～ 

F 

0.784 

0.526 

0.323 

0.0621 

0.370 

2.41 

0  ～  1,000 

1,000  ～ 10,000 

10,000  ～ 

G 

0.794 

0.637 

0.431 

0.222 

0.0373 

0.1105 

0.529 

3.62 

0  ～  1,000 

1,000  ～  2,000 

2,000  ～ 10,000 

10,000  ～ 

〔「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕」（公害対策研究センター、平成12年）より作成〕 
 

表 10.1.1.1-14 弱風時及び無風時の拡散パラメータ 

弱風時 

大気安定度 𝛼 𝛾 

A 0.748 1.569 

A-B 0.659 0.862 

B 0.581 0.474 

B-C 0.502 0.314 

C 0.435 0.208 

C-D 0.342 0.153 

D 0.270 0.113 

E 0.239 0.067 

F 0.239 0.048 

G 0.239 0.029 

 

無風時 

大気安定度 𝛼 𝛾 

A 0.948 1.569 

A-B 0.859 0.862 

B 0.781 0.474 

B-C 0.702 0.314 

C 0.635 0.208 

C-D 0.542 0.153 

D 0.470 0.113 

E 0.439 0.067 

F 0.439 0.048 

G 0.439 0.029 

〔「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕」（公害対策研究センター、平成12年）より作成〕 
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(ｲ) 予測条件 

ⅰ.建設機械排ガスの排出条件 

建設機械の稼働による大気汚染物質排出量は「道路環境影響評価の技術手法（平成 24

年度版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人土木研究所、平成 25 年）

に示されている方法により算定した。 

𝐸ேை௫ ൌ෍ሺ𝑄௜ ൈ ℎ௜ሻ 

𝑄௜ ൌ ሺ𝑃௜ ൈ 𝑁𝑂𝑥തതതതതതሻ ൈ 𝐵௥/ 𝑏 

［記  号］ 

𝐸ேை௫ ： 窒素酸化物の排出係数（g/日） 

𝑄௜  ： 建設機械𝑖の排出係数原単位（g/h） 

ℎ௜  ： 建設機械𝑖の運転1日あたりの標準運転時間（h/日） 

𝑃௜  ： 定格出力（kW） 

𝑁𝑂𝑥തതതതതത ： 窒素酸化物のエンジン排出係数原単位 

（g/(kW･h) ISO-C1モードによる正味の排出係数原単位） 

𝐵௥  ： 燃料消費率（g/(kW･h)） 

𝑏  ： ISO-C1モードにおける平均燃料消費率（g/(kW･h)） 

（表10.1.1.1-15参照） 
 

表 10.1.1.1-15 定格出力別のエンジン排出係数原単位と 

ISO-C1 モードにおける平均燃料消費率 

定格出力  
 

（kW） 

窒素酸化物 

排出係数原単位 

𝑁𝑂𝑥തതതതതത（g/(kW･h)） 

ISO-C1 モード 

平均燃料消費率 

（g/(kW･h)） 

   ～ 15 5.3 296 

15 ～ 30 6.1 279 

30 ～ 60 7.8 244 

60 ～120 8.0 239 

120 ～     7.8 237 

     注：窒素酸化物の排出係数原単位は、1 次排ガス対策型を使用 

 

ⅱ.排出源の位置及び高さ 

排出源の位置については、工事工程より稼働範囲に応じて点煙源を並べて設定した。 

予測時期とした工事開始後 6 ～ 17 か月目は土木工事であり、対象事業実施区域内に

建設機械（排出源）を配置した。 

排出源の高さは、「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」（国土交通省国土

技術政策総合研究所・独立行政法人土木研究所、平成 25 年）に記載されている建設機械

の排気管の高さ（𝐻0）を参考に 3m とした。 
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ⅲ.気象条件 

風向、風速及び大気安定度は、対象事業実施区域周囲の 1 地点（一般）における現地

調査結果を用いた。 

風速については、地上 10m で観測した風を以下に示すべき法則により、地上高 3mの風

速に補正して用いた。 

𝑢 ൌ 𝑢଴ ∙ ሺ𝑧/𝑧଴ሻ௉ 

［記  号］ 

𝑢  ： 高さ𝑧における推計風速（m/s） 

𝑢଴  ： 地上風速（m/s） 

𝑧  ： 推計高度（m） 

𝑧଴  ： 地上風速観測高度（10m） 

𝑃  ： べき指数（0.2） 

 

(ｳ) バックグラウンド濃度 

二酸化窒素のバックグラウンド濃度は、対象事業実施区域周囲の 1 地点（一般）にお

ける現地調査結果（期間平均値）を用いた。 

二酸化窒素のバックグラウンド濃度は表 10.1.1.1-16 のとおりである。 
 

表 10.1.1.1-16 バックグラウンド濃度 

項  目 バックグラウンド濃度（ppm） 

二酸化窒素 0.002 

 

(ｴ) 窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換 

窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換は、「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新

版〕」（公害研究対策センター、平成 12 年）の方法に基づき行った。 

変換式は次のとおりである。 

ሾ𝑁𝑂ଶሿ ൌ ሾ𝑁𝑂௑ሿ஽ ∙ ൤1 െ
𝛼

1 ൅ 𝛽
ሼexp ሺെ𝐾𝑡ሻ ൅ 𝛽ሽ൨ 

［記  号］ 

ሾ𝑁𝑂ଶሿ ： 二酸化窒素の濃度（ppm） 

ሾ𝑁𝑂௑ሿ஽ ： 拡散計算から得られた窒素酸化物の濃度（ppm） 

𝛼  ： 排出源近傍での一酸化窒素と窒素酸化物の比（＝0.9） 

𝛽  ： 平衡状態を近似する定数（昼夜とも0.3） 

𝑡  ： 拡散時間（s） 

𝐾  ： 実験定数（s-1） 

𝐾 ൌ 𝛾 ∙ 𝑢 ∙ ሾ𝑂ଷሿ஻ 

𝛾  ： 定数（0.208） 

𝑢  ： 風速（m/s） 

ሾ𝑂ଷሿ஻ ： オゾンのバックグラウンド濃度（ppm）（表10.1.1.1-17参照） 
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表 10.1.1.1-17 オゾンのバックグラウンド濃度 

（単位：ppm） 

風の有無 
昼  間 夜  間 

不安定 中  立 中  立 安  定 

有風時 0.028 0.023 0.013 0.010 

無風時 0.015 0.013 0.008 0.007 

〔「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕」（公害対策研究センター、平成12年）より作成〕 

 

(ｵ) 年平均値から日平均値の年間 98％値への変換 

平成 26 年度から平成 30 年度の熊本県の一般環境大気測定局の測定結果から、統計的

手法により作成した変換式を用いて、予測地点における二酸化窒素濃度の日平均値の年

間 98％値を求めた。 
 

・二酸化窒素濃度の年平均値から日平均値の年間98％値への変換式 

Ｙ＝2.104・Ｘ＋0.0006 

Ｙ：二酸化窒素濃度の日平均値の年間98％値（ppm） 

Ｘ：二酸化窒素濃度の年平均値（ppm） 

 
ｵ. 予測結果 

予測地点における二酸化窒素濃度の予測結果は表 10.1.1.1-18、対象事業実施区域及び

その周囲における二酸化窒素の地上寄与濃度予測結果は図 10.1.1.1-8 のとおりである。 

予測地点における二酸化窒素の地上寄与濃度の最大値は0.000055ppmであり、バックグ

ラウンド濃度を加えた将来予測環境濃度の最大は 0.002055ppm であると予測する。 

 

表 10.1.1.1-18 建設機械の稼働に伴う二酸化窒素濃度の予測結果 

（工事開始後 6 ～ 17 か月目） 

予測地点 

地上寄与 

濃度 

バックグラ 

ウンド濃度 

将来予測 

環境濃度 
寄与率 

日平均値の

年間 98％値 
環境基準 

（ppm） （ppm） （ppm） （％） （ppm） 

A B C=A+B A/C  

環境① 0.000017  0.002 0.002017  0.9  0.0048  

0.04～0.06ppm 

のゾーン内 

又はそれ以下 

環境② 0.000055  0.002 0.002055  2.7  0.0049  

環境③ 0.000017  0.002 0.002017  0.9  0.0048  

環境④ 0.000012  0.002 0.002012  0.6  0.0048  

環境⑤ 0.000011  0.002 0.002011  0.5  0.0048  

環境⑥ 0.000025  0.002 0.002025  1.3  0.0049  

環境⑦ 0.000011  0.002 0.002011  0.5  0.0048  

環境⑧ 0.000004  0.002 0.002004  0.2  0.0048  
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図 10.1.1.1-8 二酸化窒素の地上寄与濃度予測結果  

（単位：ppm） 

注：予測地点は環境騒音の調査地点と 

同様の地点とした。 

環境③

環境①

環境④

環境②

環境⑦

環境⑧
環境⑥

環境⑤
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(c) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避、低減に係る評価 

建設機械の稼働に伴う窒素酸化物の影響を低減するための環境保全措置は、以下のと

おりである。 

・可能な限り排出ガス対策型建設機械を使用する。 

・建設機械は工事規模にあわせて適正に配置し、効率的に使用する。 

・排出ガスを排出する建設機械の使用が集中しないよう、工事工程等に配慮する。 

・作業待機時はアイドリングストップを徹底する。 

・建設機械について適切に整備・点検を実施し、性能維持に努める。 

・定期的に会議等を行い、環境保全措置の内容について工事関係者に周知徹底する。 

 

建設機械の稼働に伴う窒素酸化物（二酸化窒素に変換）の将来予測環境濃度は

0.002055ppm であり、上記の環境保全措置を講じることにより、建設機械の稼働に伴う窒

素酸化物に関する影響は、実行可能な範囲内で低減が図られているものと評価する。 

 

ｲ. 国又は地方公共団体による基準又は目標との整合性の検討 

二酸化窒素の日平均値の年間 98％値は最大で 0.0049ppm であり、環境基準（1時間値の

1 日平均値が 0.04～0.06ppm のゾーン内又はそれ以下）に適合している。 

以上のことから、環境保全の基準等との整合が図られているものと評価する。 
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2. 大気質（粉じん等） 

(1)調査結果の概要 

①  気象の状況 

a. 文献その他の資料調査 

「10.1.1 大気環境 1.大気質（窒素酸化物） (1)調査結果の概要 ①気象の状況」に記

載のとおりである。 

 

②  降下ばいじんの状況 

a. 現地調査 

(a) 工事用資材等の搬出入 

ｱ. 調査地域 

調査地域は工事関係車両の主要な走行ルートの沿道とした。 
 

ｲ. 調査地点 

調査地点は図 10.1.1.1-1 のとおり、工事関係車両の主要な走行ルート沿いの 1 地点

（沿道）とした。 
 

ｳ. 調査期間 

調査期間は以下のとおり、各季 1 か月の連続調査を行った。 

秋季調査：令和元年 10 月 24 日 ～ 11 月 29 日 

冬季調査：令和 2 年  1 月  9 日 ～  2 月 14 日 

春季調査：令和 2 年  4 月  9 日 ～  5 月  9 日 

夏季調査：令和 2 年  7 月  1 日 ～  8 月  1 日 
 

ｴ. 調査方法 

「環境測定分析法註解 第 1巻」（環境庁、昭和 59年）に定められた手法により、粉じ

ん等（降下ばいじん）を測定し、調査結果の整理を行った。 
 

ｵ. 調査結果 

降下ばいじんの現地調査結果は表 10.1.1.2-1 のとおりである。 
 

表 10.1.1.2-1 降下ばいじんの現地調査結果 

(単位：t/(km2・月)) 

調査地点 秋 季 冬 季 春 季 夏 季 全期間 

沿 道 

（上島中央広域農道） 
2.8 4.0 3.7 8.0 4.6 

注：全期間の値は、各季の調査結果の平均値である。 

  



10.1.1-33 

(403) 

(b) 建設機械の稼働 

ｱ. 調査地域 

調査地域は対象事業実施区域及びその周囲とした。 

 

ｲ. 調査地点 

調査地点は図 10.1.1.1-1 のとおり、対象事業実施区域周囲の 1 地点（一般）とした。 

 

ｳ. 調査期間 

調査期間は以下のとおり、各季 1 か月の連続測定を行った。 

秋季調査：令和元年 10 月 24 日 ～ 11 月 29 日 

冬季調査：令和 2 年  1 月  9 日 ～  2 月 14 日 

春季調査：令和 2 年  4 月  9 日 ～  5 月  9 日 

夏季調査：令和 2 年  7 月  1 日 ～  8 月  1 日 

 

ｴ. 調査方法 

「環境測定分析法註解 第 1巻」（環境庁、昭和 59年）に定められた手法により、粉じ

ん等（降下ばいじん）を測定し、調査結果の整理を行った。 

 

ｵ. 調査結果 

降下ばいじんの現地調査結果は表 10.1.1.2-2 のとおりである。 
 

表 10.1.1.2-2 降下ばいじんの現地調査結果 

(単位：t/(km2・月)) 

調査地点 秋 季 冬 季 春 季 夏 季 全期間 

一般 2.8 2.7 0.8 6.3 3.2 

注：全期間の値は、各季の調査結果の平均値である。 

 

③  交通量に係る状況 

「10.1.1 大気環境 1.大気質（窒素酸化物） (1)調査結果の概要 ④交通量の状況」に

記載のとおりである。 
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(2)予測及び評価の結果 

① 工事の実施 

a. 工事用資材等の搬出入 

(a) 環境保全措置 

工事用資材等の搬出入に伴う粉じん等の影響を低減するため、以下の環境保全措置を

講じる。 

・工事関係者の通勤においては、乗り合いの促進により工事関係車両台数の低減を図

る。 

・工事工程等の調整により、可能な限り工事関係車両台数を平準化し、建設工事の

ピーク時の台数の低減に努める。 

・工事関係車両は適正な積載量及び走行速度により運行するものとし、必要に応じて

シート被覆等の飛散防止対策を講じる。 

・工事関係車両の出場時にタイヤ洗浄を行う。必要に応じて管理用道路での散水を実

施する。 

・定期的に会議等を行い、環境保全措置の内容について工事関係者に周知徹底する。 

 

(b) 予 測 

ｱ. 予測地域 

工事関係車両の主要な走行ルートの沿道とした。 
 

ｲ. 予測地点 

現地調査を実施した工事関係車両の主要な走行ルート沿いの 1 地点（沿道）とした。 
 

ｳ. 予測対象時期等 

工事計画に基づき、工事関係車両の走行による土砂粉じんの排出量が最大となる時期

（季節別）とした。 
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ｴ. 予測手法 

「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」（国土交通省国土技術政策総合研究

所・独立行政法人土木研究所、平成 25 年）に基づき、降下ばいじん量を定量的に予測し

た。 

工事用資材等の搬出入に伴う粉じん等の予測手順は図 10.1.1.2-1 のとおりである。 

 

 

図 10.1.1.2-1 工事用資材等の搬出入に伴う粉じん等の予測手順 

 

 

・工事関係車両の平均日交通量 

・月間工事日数 

工事計画 

交通条件 

・風向、風速の

現地調査結果 

（4季各 1週間） 

気象条件 
 
・車道部幅員 

・道路構造 

・予測地点位置 

道路条件 

道路状況の設定 

通行帯の設定 

気象条件の設定(季節別) 

 

・車両の走行時間帯における 

 風向出現割合 

・車両の走行時間帯における 

 風向別平均風速 

 
風向別降下ばいじん量計算(季節別) 

予測計算 

降下ばいじん量計算(季節別) 
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(ｱ)計算式 

ⅰ.風向別降下ばいじん量の算出式 

𝑅ௗ௦ ൌ 𝑁ு஼ ∙ 𝑁ௗ න න 𝑎 ∙
௫మ

௫భ

గ/ଵ଺

ିగ/ଵ଺
ሺ𝑢௦/𝑢଴ሻି௕ ∙ ሺ𝑥/𝑥଴ሻି௖ 𝑥 𝑑𝑥 𝑑𝜃 

［記  号］ 

𝑅ௗ௦ ： 風向別降下ばいじん量（t/(km2・月)） 

  （添え字 𝑠 は風向（16 方位）を示す。） 

𝑁ு஼  ： 工事関係車両の平均日交通量（台/日） 

𝑁ௗ  ： 季節別の平均月間工事日数（日/月） 

𝑎  ： 基準降下ばいじん量（t/(km2・m2・台)） 

  （基準風速時の基準距離における工事関係車両 1 台あたりの発生源 

  1m2からの降下ばいじん量） 

𝑢௦  ： 季節別風向別平均風速（m/s）（𝑢௦<1m/sの場合は、𝑢௦=1m/sとする。） 

𝑢଴  ： 基準風速（𝑢଴=1m/s） 

𝑏  ： 風速の影響を表す係数（𝑏=1） 

𝑥  ： 風向に沿った風下距離（m） 

𝑥0  ： 基準距離（𝑥0=1m） 

𝑐  ： 降下ばいじんの拡散を表す係数 

𝑥ଵ  ： 予測地点から工事関係車両通行帯の手前側の端部までの距離（m） 

  （𝑥ଵ<1m の場合は、𝑥ଵ=1m とする） 

𝑥ଶ  ： 予測地点から工事関係車両通行帯の奥側の端部までの距離（m） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.1.1.2-2 風向別の発生源の範囲と予測地点の距離の考え方 
 

ⅱ. 降下ばいじん量の算出式 

𝐶ௗ ൌ෍𝑅ௗ௦・𝑓௪௦

௡

௦ୀଵ

 

［記  号］ 

𝐶ௗ ：降下ばいじん量（t/(km2・月)） 

𝑛 ：方位数（=16） 

𝑅ௗ௦  ：風向別降下ばいじん量（t/(km2・月)）。なお、s は風向（16 方位）を示す。 

𝑓௪௦ ：風向出現割合。なお、 s は風向（16 方位）を示す。 
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(ｲ) 予測条件 

ⅰ.交通量及び降下ばいじんの諸元 

(ⅰ) 交通量 

表 10.1.1.2-3 のとおり、季節毎に大型車両の台数が最大となる日平均交通量を設定

した。 
 

表 10.1.1.2-3 予測地点における工事関係車両の日平均交通量 

予測地点 日平均交通量（台/日） 

沿道 

（上島中央広域農道） 

秋季 65 

冬季 96 

春季 6 

夏季 27 

 

(ⅱ) 基準降下ばいじん量ａ及び降下ばいじんの拡散を表す係数ｃ 

予測に用いる基準降下ばいじん量 a 及び降下ばいじんの拡散を表す係数 c は、表

10.1.1.2-4 に基づき設定した。ここでは、現場内運搬（舗装路）で予測を行った。 
 

表 10.1.1.2-4 基準降下ばいじん量 a 及び降下ばいじんの拡散を表す係数 c 

工事に使用する道路の状況 a c 

現場内運搬（舗装路） 0.0140 2.0 

「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」 

（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人土木研究所、平成 25 年）より作成 

 

ⅱ.気象条件 

予測に用いる気象条件は、予測地点（沿道）における現地調査結果を基に、工事関係

車両の平均的な走行時間帯における季節別風向別出現頻度及び季節別風向別平均風速を

表 10.1.1.2-5 のとおり整理した。 
 

表 10.1.1.2-5 予測に用いた気象条件（沿道） 

（単位：出現頻度；％、平均風速；m/s） 

季 

節 

風向別出現頻度及び平均風速 

方位 NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N 静穏 

秋 

季 

出現 

頻度 
22.2 7.9 1.6 － － － 4.8 7.9 － － － － － － 4.8 31.7 19.0 

平均 

風速 
1.2 1.5 0.6 － － － 0.8 1.3 － － － － － － 0.9 1.4  

冬 

季 

出現 

頻度 
20.6 3.2 － － 1.6 － － － － － － － － － 25.4 38.1 11.1 

平均 

風速 
1.6 1.5 － － 0.5 － － － － － － － － － 1.6 1.8  

春 

季 

出現 

頻度 
19.0 6.3 － 3.2 － － 6.3 3.2 － － － － 1.6 － 7.9 52.4 － 

平均 

風速 
2.2 1.8 － 1.2 － － 2.4 1.4 － － － － 1.2 － 2.0 2.2  

夏 

季 

出現 

頻度 
9.5 1.6 － － － 3.2 19.0 47.6 － － － － － － 3.2 7.9 7.9 

平均 

風速 
1.4 0.9 － － － 1.6 2.1 2.9 － － － － － － 0.9 2.1  

注：1．工事関係車両の平均的な走行時間（9 ～ 12 時、13 ～ 17 時）を対象に集計した。 

  2．表中の「－」は出現しなかったことを示す。 
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ｵ. 予測結果 

予測結果は表 10.1.1.2-6 のとおり、予測地点での寄与濃度の最大は、冬季の 5.9t/ 

(km2・月)である。 

 

表 10.1.1.2-6 工事関係車両の走行に伴う降下ばいじんの予測結果 

予測地点 
寄与濃度（t/(km2・月)） 

秋季 冬季 春季 夏季 

沿道 

（上島中央広域農道） 
5.6 5.9 0.4 1.1 

 

(c) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避、低減に係る評価 

工事用資材等の搬出入に伴う粉じん等の影響を低減するための環境保全措置は、以下

のとおりである。 

・工事関係者の通勤においては、乗り合いの促進により工事関係車両台数の低減を図

る。 

・工事工程等の調整により、可能な限り工事関係車両台数を平準化し、建設工事の

ピーク時の台数の低減に努める。 

・工事関係車両は適正な積載量及び走行速度により運行するものとし、必要に応じて

シート被覆等の飛散防止対策を講じる。 

・工事関係車両の出場時にタイヤ洗浄を行う。必要に応じて管理用道路での散水を実

施する。 

・定期的に会議等を行い、環境保全措置の内容について工事関係者に周知徹底する。 

 

工事用資材等の搬出入に伴う降下ばいじん量の予測結果は、最大 5.9t/(km2・月)であり、

上記の環境保全措置を講じることにより、工事用資材等の搬出入に伴う粉じん等に関する影

響は、実行可能な範囲内で低減が図られているものと評価する。 

 

ｲ. 国又は地方公共団体による基準又は目標との整合性の検討 

粉じん等については環境基準等の基準又は規制値は定められていないが、環境保全目

標として設定した降下ばいじん量の参考値※である 10t/(km2・月)に対し、予測値はこれ

を下回っている。 

以上のことから、環境保全の基準等との整合が図られているものと評価する。 

 

※「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法

人土木研究所、平成 25 年）に記載される降下ばいじん量の参考値とした。 
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b. 建設機械の稼働 

(a) 環境保全措置 

建設機械の稼働に伴う粉じん等の影響を低減するため、以下の環境保全措置を講じる。 

・切土、盛土及び掘削等の工事にあたっては、適宜整地、転圧等を行い、土砂粉じん等

の飛散を抑制する。 

・建設機械は工事規模にあわせて適正に配置し、効率的に使用する。 

・定期的に会議等を行い、環境保全措置の内容について工事関係者に周知徹底する。 

 

(b) 予 測 

ｱ. 予測地域 

対象事業実施区域及びその周囲とした。 
 

ｲ. 予測地点 

対象事業実施区域周囲の 8 地点とした（「10.1.1.3 騒音」の環境騒音調査地点（図

10.1.1.3-3）と同様）。 
 

ｳ. 予測対象時期等 

工事計画に基づき、建設機械の稼働による土砂粉じんの排出量が最大となる時期（工

事開始後 6 ～ 17 か月目）とした（図 10.1.1.2-3）。 
 

 

  

 
 

 

 

 

 

 
 
 

注：年間排出量は、各月を起点とした 12 か月間の月間排出量の合計値を示す。 

図 10.1.1.2-3 建設機械の稼働による月別排出量（降下ばいじん量） 

 

 

 

  

予測対象月（工事開始後 6 ～ 17 か月目） 
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ｴ. 予測手法 

「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」（国土交通省国土技術政策総合研究

所・独立行政法人土木研究所、平成 25 年）に基づき、降下ばいじん量を定量的に予測し

た。 

建設機械の稼働に伴う粉じん等の予測手順は、図 10.1.1.2-4 のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.1.1.2-4 建設機械の稼働に伴う粉じん等の予測手順 

 

 
工事計画 

設定条件 

・現地調査結果（1 年間） 

気象条件 

気象条件の設定(季節別) 

 

・建設機械の稼働時間帯における 

 風向出現割合 

・建設機械の稼働時間帯における 

 風向別平均風速 

 
風向別降下ばいじん量計算(季節別) 

予測計算 

降下ばいじん量計算(季節別) 

建設機械の組み合わせ（ユニット）を設定 

施工範囲の設置 
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(ｱ) 計算式 

i． メッシュ別降下ばいじん量の算出式 

𝑅௞௦ ൌ ሺ𝑁௎/𝑚ሻ ∙ 𝑁ௗ ∙ 𝑎 ∙ ሺ𝑢௦/𝑢଴ሻି௕ ∙ ሺ𝑥/𝑥଴ሻି௖ 

［記  号］ 

𝑅௞௦ ： 風向別降下ばいじん量（t/(km2・月)） 

  （添え字 𝑘 は発生源メッシュ、𝑠 は風向（16 方位）を示す。） 

𝑁௎ ： ユニット数 

𝑚  ： メッシュ数 

𝑁ௗ  ： 月間工事日数（日/月） 

𝑎  ： 基準降下ばいじん量（t/(km2・m2・ユニット)） 

  （基準風速時の基準距離における 1 ユニットからの 1 日あたりの 

  降下ばいじん量） 

𝑢௦  ： 季節別風向別平均風速（m/s） 

  （𝑢௦<1m/s の場合は、𝑢௦=1m/s とする。） 

𝑢0  ： 基準風速（𝑢0=1m/s） 

𝑏  ： 風速の影響を表す係数（𝑏=1） 

𝑥  ： 風向に沿った風下距離（m） 

𝑥0  ： 基準距離（𝑥0=1m） 

𝑐  ： 降下ばいじんの拡散を表す係数 

 

ii． 降下ばいじん量の算出式 

𝐶ௗ ൌ ෍෍𝑅௞௦・𝑓௪௦

௡

௦ୀଵ

௠

௞ୀଵ

 

［記  号］ 

𝐶ௗ ：降下ばいじん量（t/(km2・月)） 

𝑚 ：メッシュ数 

𝑛 ：方位数 

𝑅௞௦  ：風向別降下ばいじん量（t/(km2・月)） 

 （添え字 𝑘 は発生源メッシュ、𝑠 は風向（16 方位）を示す。） 

𝑓௪௦ ：風向出現割合 
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(ｲ) 予測条件 

i． 予測対象ユニットの選定と配置 

予測対象ユニットについては、工事計画より工種及び工事内容を想定し、最も粉じん

の影響が大きくなるものを設定した。 

主たる工事として、土木・基礎工事がある。各ユニットは風力発電機設置位置に配置

し、ユニット数は工事計画より表 10.1.1.2-7 のとおり設定した。 
 

表 10.1.1.2-7 工種別・季節別ユニット稼働位置 

工種 
春季 夏季 秋季 冬季 

3～5 月 6～8 月 9～11 月 12,1,2 月 

土木・基礎工事 掘削工（土砂掘削） 1,2,3,5,土 3,4,5,6,土 1,4,5,6,土 1,2,6,土 

注：表中の数字は風力発電機の番号を、土は土捨て場を示す。 

 

ii． 基準降下ばいじん量 a 及び降下ばいじんの拡散を表す係数 c 

予測に用いる基準降下ばいじん量 a 及び降下ばいじんの拡散を表す係数 c は、表

10.1.1.2-8 に基づき設定した。 
 

表 10.1.1.2-8 基準降下ばいじん量 a 及び降下ばいじんの拡散を表す係数 c 

種別 ユニット a c 

土木・基礎工事 掘削工（土砂掘削） 17,000 2.0 

「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」 

（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人土木研究所、平成 25 年）より作成 

 

iii． 気象条件 

予測に用いる気象条件は、調査地点（一般）における現地調査結果を基に、建設機械

の稼働時間帯における季節別風向別出現頻度及び季節別風向別平均風速を、表

10.1.1.2-9 のとおり整理した。 
 

表 10.1.1.2-9 予測に用いた気象条件（一般） 

（単位：出現頻度；％、平均風速；m/s） 

季 

節 

風向別出現頻度及び平均風速 

方位 NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N 静穏 

秋 

季 

出現 

頻度 
3.7 4.0 1.7 3.8 4.5 9.5 10.5 5.5 2.4 2.9 2.1 5.5 8.1 17.0 9.0 5.7 4.5 

平均 

風速 
1.2 1.2 1.1 1.2 1.4 1.5 1.5 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.4 1.4 1.2  

冬 

季 

出現 

頻度 
5.4 3.5 2.2 3.2 4.8 10.4 9.9 6.3 2.9 2.7 2.9 4.2 7.0 13.3 8.4 5.9 3.7 

平均 

風速 
0.9 1.1 1.2 1.2 1.3 1.7 1.6 1.4 1.2 1.1 1.3 1.3 1.2 1.3 1.2 1.2  

春 

季 

出現 

頻度 
2.8 2.9 1.4 3.0 3.0 5.9 18.8 15.0 2.3 2.7 3.5 4.5 7.0 12.3 6.4 4.0 4.5 

平均 

風速 
1.4 1.1 1.2 1.2 1.2 1.9 2.1 2.0 1.4 1.4 1.1 1.2 1.5 1.7 1.4 1.4  

夏 

季 

出現 

頻度 
1.4 1.7 1.6 1.6 3.5 10.7 29.2 17.0 3.4 1.4 1.4 3.9 7.7 8.6 1.4 1.6 7.1 

平均 

風速 
0.9 1.1 1.0 1.0 1.3 1.8 2.1 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.3 1.3 1.2 1.1  

注：建設機械の平均的な稼働時間帯（9 ～ 12 時、13 ～ 17 時）を対象に集計した。 
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ｵ. 予測結果 

予測結果は表 10.1.1.2-10 のとおり、予測地点での寄与濃度の最大は、「環境②」の春

季における 0.13t/(km2・月)である。 

 

表 10.1.1.2-10 建設機械の稼働に伴う降下ばいじんの予測結果 

予測地点 
寄与濃度（t/(km2・月)） 

秋季 冬季 春季 夏季 

環境① 0.02  0.06  0.09  0.02  

環境② 0.04  0.09  0.13  0.03  

環境③ 0.05  0.02  0.05  0.06  

環境④ 0.06  0.03  0.05  0.07  

環境⑤ 0.03  0.02  0.03  0.04  

環境⑥ 0.02  0.02  0.03  0.04  

環境⑦ 0.01  0.05  0.03  0.01  

環境⑧ 0.01  0.01  0.01  0.01  

 

(c) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避、低減に係る評価 

建設機械の稼働に伴う粉じん等の影響を低減するための環境保全措置は、以下のとお

りである。 

・切土、盛土及び掘削等の工事にあたっては、適宜整地、転圧等を行い、土砂粉じん

等の飛散を抑制する。 

・建設機械は工事規模にあわせて適正に配置し、効率的に使用する。 

・定期的に会議等を行い、環境保全措置の内容について工事関係者に周知徹底する。 

 

建設機械の稼働に伴う粉じん等は、周辺の居住地域において0.01～0.13 t/(km2・月)と

小さく、上記の環境保全措置を講じることにより、建設機械の稼働に伴う粉じん等に関す

る影響は、実行可能な範囲内で低減が図られているものと評価する。 

 

ｲ. 国又は地方公共団体による基準又は目標との整合性の検討 

粉じん等については、環境基準等の基準又は規制値は定められていないが、環境保全

目標として設定した降下ばいじん量の参考値※である 10 t/(km2・月)に対し、予測値はこ

れを下回っている。 

以上のことから、環境保全の基準等との整合が図られているものと評価する。 

 
※「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法

人土木研究所、平成 25 年）に記載される降下ばいじん量の参考値とした。 
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3. 騒音 

(1) 調査結果の概要 

① 道路交通騒音の状況 

a. 文献その他の資料調査 

「第 3 章 3.1.1 大気環境の状況」に記載のとおりである。 

 

b. 現地調査 

(a) 調査地域 

調査地域は工事関係車両の主要な走行ルートの沿道とした。 
 

(b) 調査地点 

調査地点は図 10.1.1.3-1 のとおり、工事関係車両の主要な走行ルート沿いの 1 地点（沿

道）とした。 
 

(c) 調査期間 

調査期間は以下のとおり、平日及び土曜日の昼間に各 1 回行った。 

平 日：令和元年 12 月 6 日（金）6 ～ 22 時 

土曜日：令和元年 12 月 7 日（土）6 ～ 22 時 
 

(d) 調査方法 

「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に定められた騒音レベ

ル測定方法（JIS Z 8731）に基づいて等価騒音レベル（LAeq）を測定し、調査結果の整理及

び解析を行った。 
 

(e) 調査結果 

道路交通騒音の調査結果は表 10.1.1.3-1 のとおりである。 

等価騒音レベル（LAeq）は、平日、土曜日とも 59 デシベルであった。 

調査地点は C類型に指定されており、「C地域、c区域のうち車線を有する道路に面する地

域、区域」の環境基準（昼間 65 デシベル）及び要請限度（昼間 75 デシベル）と比較する

と、環境基準及び要請限度を満足していた。 
 

表 10.1.1.3-1 道路交通騒音の調査結果（LAeq） 

調査期間：平 日；令和元年 12 月 6 日 6 ～ 22 時 

土曜日；令和元年 12 月 7 日 6 ～ 22 時 

（単位：デシベル） 

調査地点 曜日 
時間 
区分 

用途 
地域 

環境基準の 
地域の類型 

要請限度の 
区域の区分 

測定値 
環境 
基準 

要請 
限度 

沿道 
(上島中央広域農道) 

平日 昼間 － C 類型 c 区域 59 65 75 

土曜日 昼間 － C 類型 c 区域 59 65 75 

注：1．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時）を示す。 

  2．環境基準、要請限度については「C 地域、c 区域のうち車線を有する道路に面する地域、区域」の基準値を

示す。 

  3．「－」は該当がないことを意味する。 
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図 10.1.1.3-1 道路交通騒音・交通量調査地点等  
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② 沿道の状況 

a. 文献その他の資料調査 

(a) 調査地域 

調査地域は工事関係車両の主要な走行ルートの沿道とした。 
 

(b) 調査地点 

調査地点「①道路交通騒音の状況」の現地調査と同じ地点とした。 
 

(c) 調査期間 

調査期間は入手可能な最新の資料とした。 
 

(d) 調査方法 

住宅地図等による情報収集並びに当該情報の整理を行った。 
 

(e) 調査結果 

調査地点は「都市計画法」（昭和 43年法律第 100号）の規定により指定された用途地域で

はない。また、「ゼンリン住宅地図 天草市① 本渡」（株式会社ゼンリン、平成 30 年）に

よると、工事関係車両の主要な走行ルート沿いには住宅等が点在している。 

 

b. 現地調査 

(a) 調査地域 

調査地域は工事関係車両の主要な走行ルートの沿道とした。 
 

(b) 調査期間 

調査期間は以下のとおりとした。 

令和元年 12 月 6 日 
 

(c) 調査方法 

現地を踏査し、周囲の建物等の状況を確認した。 
 

(d) 調査結果 

工事関係車両の主要な走行ルート沿いには、住宅等が点在していた。 
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③ 道路構造の状況 

a. 現地調査 

(a) 調査地域 

調査地域は工事関係車両の主要な走行ルートの沿道とした。 
 

(b) 調査地点 

調査地点は「①道路交通騒音の状況」の現地調査と同じ地点とした。 
 

(c) 調査期間 

調査期間は以下のとおりとした。 

令和元年 12 月 6 日 
 

(d) 調査方法 

調査地点の道路構造、車線数及び幅員について、目視による確認及びメジャーによる測

定を行った。 
 

(e) 調査結果 

調査地点（沿道）の道路断面構造等は図 10.1.1.3-2 のとおりである。 

 

調査期間：令和元年 12 月 6 日 

 

●:騒音マイクロホン ▼:振動ピックアップ 

図 10.1.1.3-2 調査地点（沿道）の道路断面構造等 
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④ 交通量の状況 

a. 文献その他の資料調査 

「第 3 章 3.2.4 交通の状況」に記載のとおりである。 

 

b. 現地調査 

(a) 調査地域 

調査地域は工事関係車両の主要な走行ルートの沿道とした。 

 

(b) 調査地点 

調査地点は「①道路交通騒音の状況」の現地調査と同じ地点とした。 

 

(c) 調査期間 

調査期間は以下のとおりとした。 

平 日：令和元年 12 月 6 日（金）6 ～ 22 時 

土曜日：令和元年 12 月 7 日（土）6 ～ 22 時 

 

(d) 調査方法 

調査地点の方向別及び車種別交通量を調査した。 

 

(e) 調査結果 

交通量の調査結果は表 10.1.1.3-2 のとおりである。 

 

表 10.1.1.3-2 交通量の調査結果 

調査期間：平 日；令和元年 12 月 6 日 6 ～ 22 時 

土曜日；令和元年 12 月 7 日 6 ～ 22 時  

 

調査地点 曜日 
時間 

区分 

交通量（台） 

小型車 大型車 二輪車 合 計 

沿道 

（上島中央広域農道） 

平日 昼 間 525 39 7 571 

土曜日 昼 間 483 28 21 532 

注：1．交通量は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく時間区分（昼間 6 ～22

時）に対応した往復交通量を示す。 

2．交通量の合計は小型車、大型車及び二輪車の合計である。 
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⑤ 環境騒音の状況（等価騒音） 

a. 現地調査 

(a) 調査地域 

調査地域は対象事業実施区域及びその周囲とした。 

 

(b) 調査地点 

調査地点は図 10.1.1.3-3 のとおり、対象事業実施区域周囲の 8 地点（環境①～環境⑧）

とした。 

 

(c) 調査期間 

調査は以下のとおりとした。 

令和 2 年 4 月 3 日（金）6 ～ 22 時 

 

(d) 調査方法 

「騒音に係る環境基準の評価マニュアル」（環境省、平成 27 年）に記載された騒音等測

定方法に基づいて等価騒音レベル（LAeq）を測定した。 

 

(e) 調査結果 

等価騒音レベル（LAeq）の調査結果は表 10.1.1.3-3 のとおりである。 

対象事業実施区域周囲の 8地点における昼間の等価騒音レベル（LAeq）は 43～51 デシベル

であり、環境基準値（C 類型）を下回っていた。 

 

表 10.1.1.3-3 等価騒音レベルの調査結果 

                     （単位：デシベル） 

調査地点 時間区分 
等価騒音レベル 

（LAeq） 

環境基準 

（C 類型） 

環境① 昼間 47 

60 

環境② 昼間 43 

環境③ 昼間 43 

環境④ 昼間 51 

環境⑤ 昼間 50 

環境⑥ 昼間 45 

環境⑦ 昼間 45 

環境⑧ 昼間 48 

注：時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 

22 時）を示す。 
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図 10.1.1.3-3 環境騒音調査地点等  
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⑥ 環境騒音の状況（残留騒音） 

a. 現地調査 

(a) 調査地域 

調査地域は対象事業実施区域及びその周囲とした。 

 

(b) 調査地点 

調査地点は図 10.1.1.3-3 のとおり、対象事業実施区域周囲の 8 地点（環境①～環境⑧）

とした。 

 

(c) 調査期間 

調査期間は以下のとおり、冬季、春季の 2 季とした。 

 冬季調査：令和元年 12 月 11 日（水）12 時 ～ 13 日（金）12 時、 

14 日（土）12 時 ～ 15 日（日）12 時 

春季調査：令和 2 年  4 月  2 日（木）12 時 ～  5 日（日）12 時 

 

(d) 調査方法 

「風力発電施設から発生する騒音等測定マニュアル」（環境省、平成 29 年）に基づき、

総合騒音の 90％時間率騒音レベル（LA90）に 2 デシベル加算する方法を用いて、残留騒音

（LAeq,resid）を算出した。 

なお、有効風速範囲（カットイン風速3.0m/s、定格風速14.0m/s）については、風況観測

塔の風速の調査結果から、設置予定の風力発電機ハブ高さ 110m における風速を推定した。 

 

(e) 調査結果 

ｱ. 環境騒音の状況 

騒音の冬季調査結果は表 10.1.1.3-4、騒音の春季調査結果は表 10.1.1.3-5 のとおりで

ある。また、残留騒音レベル（LA90+2 デシベル）とハブ高さ風速との関係について、冬季

調査結果は図 10.1.1.3-4、春季調査結果は図 10.1.1.3-5 のとおりである。 

なお、同図中のデータは有効風速範囲外のデータについても表示している。 

 

環境①の残留騒音（LAeq,resid）は、冬季昼間 28 デシベル、夜間 25 デシベル、春季昼間

43 デシベル、夜間 42 デシベルであった。環境①の主たる騒音源は鳥の鳴き声及び流水音

であった。 

環境②の残留騒音（LAeq,resid）は、冬季昼間 32 デシベル、夜間 28 デシベル、春季昼間

38 デシベル、夜間 35 デシベルであった。環境②の主たる騒音源は鳥の鳴き声、流水音及

び葉擦れ音であった。 

環境③の残留騒音（LAeq,resid）は、冬季昼間 33 デシベル、夜間 29 デシベル、春季昼間

35 デシベル、夜間 32 デシベルであった。環境③の主たる騒音源は鳥の鳴き声、農作業音

及び虫の鳴き声であった。 

環境④の残留騒音（LAeq,resid）は、冬季昼間 35 デシベル、夜間 35 デシベル、春季昼間

36 デシベル、夜間 30 デシベルであった。環境④の主たる騒音源は鳥の鳴き声、カエルの

鳴き声、農業機械音及び虫の鳴き声であった。 

環境⑤の残留騒音（LAeq,resid）は、冬季昼間 38 デシベル、夜間 37 デシベル、春季昼間
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46 デシベル、夜間 46 デシベルであった。環境⑤の主たる騒音源は鳥の鳴き声及び流水音

であった。 

環境⑥の残留騒音（LAeq,resid）は、冬季昼間 37 デシベル、夜間 34 デシベル、春季昼間

44 デシベル、夜間 43 デシベルであった。環境⑥の主たる騒音源は流水音、耕運機音、鳥

の鳴き声及びシャッター揺動音であった。 

環境⑦の残留騒音（LAeq,resid）は、冬季昼間 39 デシベル、夜間 37 デシベル、春季昼間

41 デシベル、夜間 40 デシベルであった。環境⑦の主たる騒音源は鳥の鳴き声、農作業音

及び葉擦れ音であった。 

環境⑧の残留騒音（LAeq,resid）は、冬季昼間 37 デシベル、夜間 30 デシベル、春季昼間

43 デシベル、夜間 42 デシベルであった。環境⑧の主たる騒音源は鳥の鳴き声、カエルの

鳴き声及び流水音であった。 

 

表 10.1.1.3-4(1) 環境騒音の調査結果概要（冬季） 

調査地点 
時間 

区分 

ハブ高さでの 

平均風速 

（m/s） 

ハブ高さでの 

最頻風向 

（16 方位） 

残留騒音 

（LAeq,resid） 

（デシベル） 

環境① 
昼間 7.3 北北東 28 

夜間 9.0 北東 25 

環境② 
昼間 7.3 北北東 32 

夜間 9.0 北東 28 

環境③ 
昼間 7.3 北北東、北北西 33 

夜間 9.0 北東 29 

環境④ 
昼間 7.3 北北東 35 

夜間 9.0 北東 35 

環境⑤ 
昼間 7.2 北北東 38 

夜間 9.0 北東 37 

環境⑥ 
昼間 7.3 北北東 37 

夜間 9.0 北東 34 

環境⑦ 
昼間 7.3 北北東 39 

夜間 9.0 北東 37 

環境⑧ 
昼間 7.3 北北東、北北西 37 

夜間 9.0 北東 30 

ハブ高さ平均風速 

（8 地点の平均） 

昼間 7.3 
 

夜間 9.0 

注：時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 

22 時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 
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表 10.1.1.3-4(2) 環境騒音の調査結果詳細（環境①：冬季） 

時間区分 項目 1 日目 2 日目 3 日目 3 日間平均値 

昼間 

有効データ数 16/16 時間 13/16 時間 15/16 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 30.3 27.5 26.5 28.4 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 7.7 8.2 6.0 7.3 

夜間 

有効データ数 8/8 時間 8/8 時間 8/8 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 26.5 24.8 22.9 25.0 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 9.1 10.1 7.8 9.0 

注：1．調査日は以下のとおりである。 

1 日目：令和元年 12 月 11 日（水）12 時～12 日（木）12 時 

2 日目：令和元年 12 月 12 日（木）12 時～13 日（金）12 時 

3 日目：令和元年 12 月 14 日（土）12 時～15 日（日）12 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．残留騒音平均値はエネルギー平均値、風速平均値は算術平均値である。 

 

表 10.1.1.3-4(3) 環境騒音の調査結果詳細（環境②：冬季） 

時間区分 項目 1 日目 2 日目 3 日目 3 日間平均値 

昼間 

有効データ数 16/16 時間 13/16 時間 15/16 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 32.9 30.7 31.0 31.6 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 7.7 8.2 6.0 7.3 

夜間 

有効データ数 8/8 時間 8/8 時間 8/8 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 28.0 28.5 26.9 27.9 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 9.1 10.1 7.8 9.0 

注：1．調査日は以下のとおりである。 

1 日目：令和元年 12 月 11 日（水）12 時～12 日（木）12 時 

2 日目：令和元年 12 月 12 日（木）12 時～13 日（金）12 時 

3 日目：令和元年 12 月 14 日（土）12 時～15 日（日）12 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．残留騒音平均値はエネルギー平均値、風速平均値は算術平均値である。 

 

表 10.1.1.3-4(4) 環境騒音の調査結果詳細（環境③：冬季） 

時間区分 項目 1 日目 2 日目 3 日目 3 日間平均値 

昼間 

有効データ数 16/16 時間 12/16 時間 15/16 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 33.4 32.3 31.7 32.5 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 7.6 8.4 5.9 7.3 

夜間 

有効データ数 8/8 時間 8/8 時間 8/8 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 29.2 28.6 30.2 29.4 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 9.2 10.1 7.8 9.0 

注：1．調査日は以下のとおりである。 

1 日目：令和元年 12 月 11 日（水）12 時～12 日（木）12 時 

2 日目：令和元年 12 月 12 日（木）12 時～13 日（金）12 時 

3 日目：令和元年 12 月 14 日（土）12 時～15 日（日）12 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．残留騒音平均値はエネルギー平均値、風速平均値は算術平均値である。 
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表 10.1.1.3-4(5) 環境騒音の調査結果詳細（環境④：冬季） 

時間区分 項目 1 日目 2 日目 3 日目 3 日間平均値 

昼間 

有効データ数 16/16 時間 13/16 時間 15/16 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 35.9 34.3 32.9 34.5 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 7.7 8.2 6.0 7.3 

夜間 

有効データ数 8/8 時間 8/8 時間 8/8 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 35.4 35.9 31.2 34.6 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 9.1 10.1 7.8 9.0 

注：1．調査日は以下のとおりである。 

1 日目：令和元年 12 月 11 日（水）12 時～12 日（木）12 時 

2 日目：令和元年 12 月 12 日（木）12 時～13 日（金）12 時 

3 日目：令和元年 12 月 14 日（土）12 時～15 日（日）12 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．残留騒音平均値はエネルギー平均値、風速平均値は算術平均値である。 

 

表 10.1.1.3-4(6) 環境騒音の調査結果詳細（環境⑤：冬季） 

時間区分 項目 1 日目 2 日目 3 日目 3 日間平均値 

昼間 

有効データ数 16/16 時間 13/16 時間 14/16 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 39.0 36.7 36.4 37.5 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 7.7 8.2 5.8 7.2 

夜間 

有効データ数 8/8 時間 8/8 時間 8/8 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 38.7 35.7 35.4 36.9 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 9.1 10.1 7.8 9.0 

注：1．調査日は以下のとおりである。 

1 日目：令和元年 12 月 11 日（水）12 時～12 日（木）12 時 

2 日目：令和元年 12 月 12 日（木）12 時～13 日（金）12 時 

3 日目：令和元年 12 月 14 日（土）12 時～15 日（日）12 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．残留騒音平均値はエネルギー平均値、風速平均値は算術平均値である。 

 

表 10.1.1.3-4(7) 環境騒音の調査結果詳細（環境⑥：冬季） 

時間区分 項目 1 日目 2 日目 3 日目 3 日間平均値 

昼間 

有効データ数 16/16 時間 13/16 時間 15/16 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 39.4 35.0 31.4 36.5 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 7.7 8.2 6.1 7.3 

夜間 

有効データ数 8/8 時間 8/8 時間 8/8 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 36.3 33.1 28.0 33.6 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 9.1 10.1 7.8 9.0 

注：1．調査日は以下のとおりである。 

1 日目：令和元年 12 月 11 日（水）12 時～12 日（木）12 時 

2 日目：令和元年 12 月 12 日（木）12 時～13 日（金）12 時 

3 日目：令和元年 12 月 14 日（土）12 時～15 日（日）12 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．残留騒音平均値はエネルギー平均値、風速平均値は算術平均値である。 
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表 10.1.1.3-4(8) 環境騒音の調査結果詳細（環境⑦：冬季） 

時間区分 項目 1 日目 2 日目 3 日目 3 日間平均値 

昼間 

有効データ数 16/16 時間 13/16 時間 15/16 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 40.4 37.5 38.1 38.9 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 7.7 8.2 6.0 7.3 

夜間 

有効データ数 8/8 時間 8/8 時間 8/8 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 39.8 34.8 33.7 37.0 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 9.1 10.1 7.8 9.0 

注：1．調査日は以下のとおりである。 

1 日目：令和元年 12 月 11 日（水）12 時～12 日（木）12 時 

2 日目：令和元年 12 月 12 日（木）12 時～13 日（金）12 時 

3 日目：令和元年 12 月 14 日（土）12 時～15 日（日）12 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．残留騒音平均値はエネルギー平均値、風速平均値は算術平均値である。 

 

表 10.1.1.3-4(9) 環境騒音の調査結果詳細（環境⑧：冬季） 

時間区分 項目 1 日目 2 日目 3 日目 3 日間平均値 

昼間 

有効データ数 16/16 時間 13/16 時間 14/16 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 37.6 35.0 36.9 36.6 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 7.7 8.2 5.9 7.3 

夜間 

有効データ数 8/8 時間 8/8 時間 8/8 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 31.3 29.6 28.1 29.9 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 9.1 10.1 7.8 9.0 

注：1．調査日は以下のとおりである。 

1 日目：令和元年 12 月 11 日（水）12 時～12 日（木）12 時 

2 日目：令和元年 12 月 12 日（木）12 時～13 日（金）12 時 

3 日目：令和元年 12 月 14 日（土）12 時～15 日（日）12 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．残留騒音平均値はエネルギー平均値、風速平均値は算術平均値である。 
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図 10.1.1.3-4(1) ハブ高さの風速と騒音レベル(LA90+2dB) 

（環境①：冬季） 

 

 

図 10.1.1.3-4(2) ハブ高さの風速と騒音レベル(LA90+2dB) 

（環境②：冬季） 
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図 10.1.1.3-4(3) ハブ高さの風速と騒音レベル(LA90+2dB) 

（環境③：冬季） 

 

 

図 10.1.1.3-4(4) ハブ高さの風速と騒音レベル(LA90+2dB) 

（環境④：冬季） 
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図 10.1.1.3-4(5) ハブ高さの風速と騒音レベル(LA90+2dB) 

（環境⑤：冬季） 

 

 

図 10.1.1.3-4(6) ハブ高さの風速と騒音レベル(LA90+2dB) 

（環境⑥：冬季） 
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図 10.1.1.3-4(7) ハブ高さの風速と騒音レベル(LA90+2dB) 

（環境⑦：冬季） 

 

 

図 10.1.1.3-4(8) ハブ高さの風速と騒音レベル(LA90+2dB) 

（環境⑧：冬季） 
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表 10.1.1.3-5(1) 環境騒音の調査結果概要（春季） 

調査地点 
時間 

区分 

ハブ高さでの 

平均風速 

（m/s） 

ハブ高さでの 

最頻風向 

（16 方位） 

残留騒音 

（LAeq,resid） 

（デシベル） 

環境① 
昼間 6.0 北北東 43 

夜間 5.6 北西 42 

環境② 
昼間 6.0 北北東 38 

夜間 5.6 北西 35 

環境③ 
昼間 5.9 北北東 35 

夜間 5.6 北西 32 

環境④ 
昼間 6.0 北北東 36 

夜間 5.6 北西 30 

環境⑤ 
昼間 6.0 北北東 46 

夜間 5.6 北西 46 

環境⑥ 
昼間 5.9 北北東 44 

夜間 5.6 北西 43 

環境⑦ 
昼間 6.0 北北東 41 

夜間 5.6 北西 40 

環境⑧ 
昼間 6.0 北北東 43 

夜間 5.6 北西 42 

ハブ高さ平均風速 

（8 地点の平均） 

昼間 6.0 
 

夜間 5.6 

注：時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 

～ 22 時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 
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表 10.1.1.3-5(2) 環境騒音の調査結果詳細（環境①：春季） 

時間区分 項目 1 日目 2 日目 3 日目 3 日間平均値 

昼間 

有効データ数 16/16 時間 14/16 時間 16/16 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 44.7 41.9 40.0 42.6 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 5.7 5.1 7.3 6.0 

夜間 

有効データ数 8/8 時間 8/8 時間 8/8 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 44.0 41.1 39.2 41.9 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 4.9 4.9 7.1 5.6 

注：1．調査日は以下のとおりである。 

1 日目：令和 2 年 4 月 2 日（木）12 時～3 日（金）12 時 

2 日目：令和 2 年 4 月 3 日（金）12 時～4 日（土）12 時 

3 日目：令和 2 年 4 月 4 日（土）12 時～5 日（日）12 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．残留騒音平均値はエネルギー平均値、風速平均値は算術平均値である。 

 

表 10.1.1.3-5(3) 環境騒音の調査結果詳細（環境②：春季） 

時間区分 項目 1 日目 2 日目 3 日目 3 日間平均値 

昼間 

有効データ数 16/16 時間 14/16 時間 16/16 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 37.6 37.7 38.7 38.0 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 5.7 5.0 7.3 6.0 

夜間 

有効データ数 8/8 時間 8/8 時間 8/8 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 35.8 34.6 34.1 34.9 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 4.9 4.9 7.1 5.6 

注：1．調査日は以下のとおりである。 

1 日目：令和 2 年 4 月 2 日（木）12 時～3 日（金）12 時 

2 日目：令和 2 年 4 月 3 日（金）12 時～4 日（土）12 時 

3 日目：令和 2 年 4 月 4 日（土）12 時～5 日（日）12 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．残留騒音平均値はエネルギー平均値、風速平均値は算術平均値である。 

 

表 10.1.1.3-5(4) 環境騒音の調査結果詳細（環境③：春季） 

時間区分 項目 1 日目 2 日目 3 日目 3 日間平均値 

昼間 

有効データ数 16/16 時間 13/16 時間 15/16 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 36.7 34.3 33.5 35.1 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 5.6 4.8 7.2 5.9 

夜間 

有効データ数 8/8 時間 8/8 時間 8/8 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 34.1 32.0 30.4 32.4 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 4.9 4.9 7.1 5.6 

注：1．調査日は以下のとおりである。 

1 日目：令和 2 年 4 月 2 日（木）12 時～3 日（金）12 時 

2 日目：令和 2 年 4 月 3 日（金）12 時～4 日（土）12 時 

3 日目：令和 2 年 4 月 4 日（土）12 時～5 日（日）12 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．残留騒音平均値はエネルギー平均値、風速平均値は算術平均値である。 
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表 10.1.1.3-5(5) 環境騒音の調査結果詳細（環境④：春季） 

時間区分 項目 1 日目 2 日目 3 日目 3 日間平均値 

昼間 

有効データ数 16/16 時間 14/16 時間 16/16 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 35.9 34.2 37.5 36.1 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 5.8 5.0 7.2 6.0 

夜間 

有効データ数 8/8 時間 8/8 時間 8/8 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 30.0 30.8 28.3 29.8 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 4.9 4.9 7.1 5.6 

注：1．調査日は以下のとおりである。 

1 日目：令和 2 年 4 月 2 日（木）12 時～3 日（金）12 時 

2 日目：令和 2 年 4 月 3 日（金）12 時～4 日（土）12 時 

3 日目：令和 2 年 4 月 4 日（土）12 時～5 日（日）12 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．残留騒音平均値はエネルギー平均値、風速平均値は算術平均値である。 

 

表 10.1.1.3-5(6) 環境騒音の調査結果詳細（環境⑤：春季） 

時間区分 項目 1 日目 2 日目 3 日目 3 日間平均値 

昼間 

有効データ数 16/16 時間 14/16 時間 16/16 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 47.6 45.5 43.4 45.8 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 5.7 5.0 7.3 6.0 

夜間 

有効データ数 8/8 時間 8/8 時間 8/8 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 47.4 45.0 43.3 45.6 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 4.9 4.9 7.1 5.6 

注：1．調査日は以下のとおりである。 

1 日目：令和 2 年 4 月 2 日（木）12 時～3 日（金）12 時 

2 日目：令和 2 年 4 月 3 日（金）12 時～4 日（土）12 時 

3 日目：令和 2 年 4 月 4 日（土）12 時～5 日（日）12 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．残留騒音平均値はエネルギー平均値、風速平均値は算術平均値である。 

 

表 10.1.1.3-5(7) 環境騒音の調査結果詳細（環境⑥：春季） 

時間区分 項目 1 日目 2 日目 3 日目 3 日間平均値 

昼間 

有効データ数 16/16 時間 13/16 時間 16/16 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 44.0 42.6 44.0 43.6 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 5.6 4.9 7.3 5.9 

夜間 

有効データ数 8/8 時間 8/8 時間 8/8 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 43.2 42.7 41.7 42.6 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 4.9 4.9 7.1 5.6 

注：1．調査日は以下のとおりである。 

1 日目：令和 2 年 4 月 2 日（木）12 時～3 日（金）12 時 

2 日目：令和 2 年 4 月 3 日（金）12 時～4 日（土）12 時 

3 日目：令和 2 年 4 月 4 日（土）12 時～5 日（日）12 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．残留騒音平均値はエネルギー平均値、風速平均値は算術平均値である。 
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表 10.1.1.3-5(8) 環境騒音の調査結果詳細（環境⑦：春季） 

時間区分 項目 1 日目 2 日目 3 日目 3 日間平均値 

昼間 

有効データ数 16/16 時間 14/16 時間 16/16 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 41.7 40.6 40.2 40.9 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 5.7 5.0 7.3 6.0 

夜間 

有効データ数 8/8 時間 8/8 時間 8/8 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 40.8 39.9 39.3 40.0 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 4.9 4.9 7.1 5.6 

注：1．調査日は以下のとおりである。 

1 日目：令和 2 年 4 月 2 日（木）12 時～3 日（金）12 時 

2 日目：令和 2 年 4 月 3 日（金）12 時～4 日（土）12 時 

3 日目：令和 2 年 4 月 4 日（土）12 時～5 日（日）12 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．残留騒音平均値はエネルギー平均値、風速平均値は算術平均値である。 

 

表 10.1.1.3-5(9) 環境騒音の調査結果詳細（環境⑧：春季） 

時間区分 項目 1 日目 2 日目 3 日目 3 日間平均値 

昼間 

有効データ数 16/16 時間 14/16 時間 16/16 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 43.8 42.5 41.3 42.7 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 5.7 4.9 7.3 6.0 

夜間 

有効データ数 8/8 時間 8/8 時間 8/8 時間  

残留騒音（LAeq,resid）（デシベル） 43.1 41.2 39.4 41.5 

ハブ高さ 110m での平均風速（m/s） 4.9 4.9 7.1 5.6 

注：1．調査日は以下のとおりである。 

1 日目：令和 2 年 4 月 2 日（木）12 時～3 日（金）12 時 

2 日目：令和 2 年 4 月 3 日（金）12 時～4 日（土）12 時 

3 日目：令和 2 年 4 月 4 日（土）12 時～5 日（日）12 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．残留騒音平均値はエネルギー平均値、風速平均値は算術平均値である。 
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図 10.1.1.3-5(1) ハブ高さの風速と騒音レベル(LA90+2dB) 

（環境①：春季） 

 

 

図 10.1.1.3-5(2) ハブ高さの風速と騒音レベル(LA90+2dB) 

（環境②：春季） 
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図 10.1.1.3-5(3) ハブ高さの風速と騒音レベル(LA90+2dB) 

（環境③：春季） 

 

 

図 10.1.1.3-5(4) ハブ高さの風速と騒音レベル(LA90+2dB) 

（環境④：春季） 
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図 10.1.1.3-5(5) ハブ高さの風速と騒音レベル(LA90+2dB) 

（環境⑤：春季） 

 

 

図 10.1.1.3-5(6) ハブ高さの風速と騒音レベル(LA90+2dB) 

（環境⑥：春季） 
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図 10.1.1.3-5(7) ハブ高さの風速と騒音レベル(LA90+2dB) 

（環境⑦：春季） 

 

 

図 10.1.1.3-5(8) ハブ高さの風速と騒音レベル(LA90+2dB) 

（環境⑧：春季） 
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ｲ. 気象の状況 

騒音レベル調査時に、環境①及び環境⑥において地上高 1.2m の温度、湿度、風向及び

風速を記録した。調査結果は表 10.1.1.3-6 のとおりである。参考として、本渡地域気象

観測所の観測値を併せて示した。 

 

表 10.1.1.3-6(1) 調査時の気象状況（冬季） 

要素 
環境① 

1 日目 2 日目 3 日目 

温度 7.4～15.6℃ 1.5～16.9℃ 5.0～21.6℃ 

湿度 66～100％ 54～100％ 66～100％ 

風向 主として東～南東 主として東南東 
主として東北東、南東、 

南南東 

平均風速 

（最小～最大） 

昼間 0.3m/s（0.0～1.4m/s） 0.6m/s（0.0～1.9m/s） 0.3m/s（0.0～1.7m/s） 

夜間 0.7m/s（0.0～1.7m/s） 0.2m/s（0.0～0.7m/s） 0.1m/s（0.0～0.5m/s） 

 

要素 
環境⑥ 

1 日目 2 日目 3 日目 

温度 10.1～16.2℃ 6.3～16.2℃ 9.5～21.7℃ 

湿度 55～95％ 49～66％ 55～81％ 

風向 主として東南東 主として南西 主として南西 

平均風速 

（最小～最大） 

昼間 1.5m/s（0.0～3.4m/s） 1.2m/s（0.4～3.0m/s） 0.9m/s（0.0～2.1m/s） 

夜間 2.1m/s（1.2～2.9m/s） 1.2m/s（0.4～1.9m/s） 1.4m/s（1.0～2.0m/s） 

 

要素 
本渡地域気象観測所 

1 日目 2 日目 3 日目 

温度 8.7～16.0℃ 1.7～13.3℃ 6.3～15.1℃ 

湿度 － － － 

風向 主として西、北 主として西 主として北東 

平均風速 

（最小～最大） 

昼間 1.1m/s（0.2～2.3m/s） 1.3m/s（0.1～2.5m/s） 1.9m/s（0.4～4.1m/s） 

夜間 1.0m/s（0.3～2.6m/s） 2.4m/s（0.8～4.5m/s） 2.7m/s（0.4～3.9m/s） 

注：1．調査日は以下のとおりである。 

1 日目：令和元年 12 月 11 日（水）12 時～12 日（木）12 時 

2 日目：令和元年 12 月 12 日（木）12 時～13 日（金）12 時 

3 日目：令和元年 12 月 14 日（土）12 時～15 日（日）12 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．本渡地域気象観測所では湿度を観測していない。 
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表 10.1.1.3-6(2) 調査時の気象状況（春季） 

要素 
環境① 

1 日目 2 日目 3 日目 

温度 6.0～21.5℃ 5.6～22.9℃ 5.2～26.5℃ 

湿度 63～100％ 70～100％ 41～100％ 

風向 主として北北西 主として北北東 主として北北西 

平均風速 

（最小～最大） 

昼間 0.6m/s（0.0～2.6m/s） 0.4m/s（0.0～1.4m/s） 1.0m/s（0.0～3.2m/s） 

夜間 0.0m/s（0.0～0.0m/s） 0.1m/s（0.0～0.4m/s） 0.1m/s（0.0～0.4m/s） 

 

要素 
環境⑥ 

1 日目 2 日目 3 日目 

温度 7.6～18.8℃ 8.2～18.4℃ 7.9～25.1℃ 

湿度 51～100％ 63～100％ 43～79％ 

風向 主として西南西 主として西南西 主として西南西 

平均風速 

（最小～最大） 

昼間 1.4m/s（0.0～4.9m/s） 0.6m/s（0.0～1.1m/s） 1.5m/s（0.0～4.1m/s） 

夜間 0.5m/s（0.0～0.9m/s） 0.8m/s（0.0～1.4m/s） 1.1m/s（0.0～3.7m/s） 

 

要素 
本渡地域気象観測所 

1 日目 2 日目 3 日目 

温度 6.6～17.1℃ 6.2～18.4℃ 7.2～19.7℃ 

湿度 － － － 

風向 主として北東、西 主として西 主として西 

平均風速 

（最小～最大） 

昼間 2.0m/s（0.1～6.1m/s） 1.3m/s（0.4～2.7m/s） 2.6m/s（0.2～6.2m/s） 

夜間 1.3m/s（0.9～2.1m/s） 1.2m/s（0.6～1.8m/s） 1.3m/s（0.6～2.4m/s） 

注：1．調査日は以下のとおりである。 

1 日目：令和 2 年 4 月 2 日（木）12 時～3 日（金）12 時 

2 日目：令和 2 年 4 月 3 日（金）12 時～4 日（土）12 時 

3 日目：令和 2 年 4 月 4 日（土）12 時～5 日（日）12 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．本渡地域気象観測所では湿度を観測していない。 
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⑦ 地表面の状況 

a. 現地調査 

(a) 調査地域 

調査地域は対象事業実施区域及びその周囲とした。 
 

(b) 調査地点 

調査地点は図 10.1.1.3-3 のとおり、対象事業実施区域周囲の 8 地点（環境①～環境⑧）

とした。 
 

(c) 調査期間 

調査期間は以下のとおりとした。 

令和元年 12 月 12 日 
 

(d) 調査方法 

地表面（裸地・草地・舗装面等）の状況を目視等により調査した。 
 

(e) 調査結果 

対象事業実施区域及びその周囲の地表面は、林地を主とし、畑地、草地、樹木、アス

ファルト等が混在した状況となっていた。 

 

⑧ 風況 

a. 文献その他の資料調査 

(a) 調査方法 

対象事業実施区域内に設置している風況観測塔のデータから、「⑥環境騒音の状況（残留

騒音）」の調査期間における風況を整理した。 

 

(b) 調査結果 

「⑥環境騒音の状況（残留騒音）」に記載のとおりである。 
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(2) 予測及び評価の結果 

① 工事の実施 

a. 工事用資材等の搬出入 

(a) 環境保全措置 

工事用資材等の搬出入に伴う騒音の影響を低減するため、以下の環境保全措置を講じる。 

・工事関係者の通勤においては、乗り合いの促進により工事関係車両台数の低減を図る。 

・工事工程等の調整により可能な限り工事関係車両台数を平準化し、建設工事のピーク

時の台数の低減に努める。 

・周辺道路の交通量を勘案し、可能な限りピーク時を避けるよう調整する。 

・急発進、急加速の禁止及びアイドリングストップ等のエコドライブを徹底し、道路交

通騒音の低減に努める。 

・定期的に会議等を行い、環境保全措置の内容について工事関係者に周知徹底する。 

 

(b) 予 測 

ｱ. 予測地域 

工事関係車両の主要な走行ルートの沿道とした。 
 

ｲ. 予測地点 

現地調査を実施した工事関係車両の主要な走行ルート沿いの1地点（沿道）とした（図

10.1.1.3-1）。 
 

ｳ. 予測対象時期等 

工事計画に基づき、コンクリート打設時のコンクリートミキサー車を含む工事関係車

両の走行台数（小型車換算交通量※）の合計が最大となる時期とした。 

  

 
※小型車換算交通量とは、大型車 1台の騒音パワーレベルが小型車 4.47 台（非定常走行区間）あるいは 5.50 台（定

常走行区間）に相当する（ASJ RTN-Model 2018：日本音響学会 参照）ことから、大型車 1 台を小型車 4.47 台あ

るいは 5.50 台として換算した交通量である。 
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ｴ. 予測手法 

一般社団法人日本音響学会が提案している「道路交通騒音の予測計算モデル（ASJ RTN-

Model 2018）」により、等価騒音レベル（LAeq）を予測した。 

工事用資材等の搬出入に伴う騒音の予測手順は図 10.1.1.3-6 のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.1.1.3-6 工事用資材等の搬出入に伴う騒音の予測手順 

  

道路条件の設定 

・交通量（一般車両、工事関係車両） 

・走行速度 

交通条件の設定 

伝搬計算 

モデル誤差、地域特性を考慮した補正 現況等価騒音レベル 

・道路構造 

・予測地点位置 

工事用資材等の搬出入に伴う騒音予測 

 

 
補正後将来計算値（LAeq） 

（一般車両+工事関係車両） 

・ASJ RTN-Model 2018 
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(ｱ) 計算式 

𝐿୅ୣ୯,் ൌ 𝐿୅୉ ൅ 10 logଵ଴
𝑁்
𝑇

 

𝐿୅୉ ൌ 10logଵ଴ ൭
1
𝑇଴
෍ 10௅ఽ,೔/ଵ଴ ∙
௜

∆𝑡௜൱ 

𝐿୅,௜ ൌ 𝐿୛୅,௜ െ 20 logଵ଴ 𝑟௜ െ 8 ൅ ∆𝐿ୡ୭୰,௜ 

∆𝐿ୡ୭୰,௜ ൌ ∆𝐿ୢ୧୤,௜ ൅ ∆𝐿୥୰୬ୢ,௜ ൅ ∆𝐿ୟ୧୰,௜ ൅ ∆𝐿୥୰ୟୢ,௜ 

［記  号］ 

𝐿୅ୣ୯,் ： 等価騒音レベル（デシベル） 

𝐿୅୉ ： 単発騒音暴露レベル（デシベル） 

𝑁்  ： 交通量（台/h） 

𝑇  ： 1時間（＝3,600s） 

𝑇଴  ： 基準時間（＝1s） 

𝐿୅,௜ ： 𝑖 番目の音源位置に対して予測地点で観測されるA特性音圧レベル 

（デシベル） 

∆𝑡௜ ： 音源が𝑖 番目の区間に存在する時間（s） 

𝐿୛୅,௜ ： 𝑖 番目の音源位置における自動車走行A特性音響パワーレベル 

（デシベル） 

 非定常走行 ：大型車類 ； 𝐿୛୅ ൌ 88.8 ൅ 10 logଵ଴ 𝑉 

     小型車類 ； 𝐿୛୅ ൌ 82.3 ൅ 10 logଵ଴ 𝑉 

     二輪車   ； 𝐿୛୅ ൌ 85.2 ൅ 10 logଵ଴ 𝑉 

𝑉  ： 走行速度（km/h） 

𝑟௜  ： 𝑖 番目の音源位置から予測地点までの直達距離（m） 

∆𝐿ୡ୭୰,௜ ： 𝑖 番目の音源位置から予測地点に至る音の伝搬に影響を与える各 

種の減衰要素に関する補正量（デシベル） 

∆𝐿ୢ୧୤,௜ ： 回折による減衰に関する補正量（デシベル） 

平面道路で回折点がないことから、∆𝐿ୢ୧୤,௜ ൌ 0とした。 

∆𝐿୥୰୬ୢ,௜ ： 地表面効果による減衰に関する補正量（デシベル） 

地表面がアスファルト舗装であることから、∆𝐿୥୰୬ୢ,௜ ൌ 0とした。 

∆𝐿ୟ୧୰,௜ ： 空気の音響吸収による減衰に関する補正量（デシベル） 

∆𝐿ୟ୧୰,௜ ൌ 0とした。 

∆𝐿୥୰ୟୢ,௜ ： 縦断勾配に関する補正量（デシベル） 

縦断勾配はないことから、∆𝐿୥୰ୟୢ,௜ ൌ 0とした。 
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(ｲ) 計算値補正式 

計算値補正式は将来予測における道路条件や交通条件、モデル誤差及び地域特性を考

慮し、次のとおりとした。 

𝐿′୅ୣ୯ ൌ 𝐿ୱୣ ൅ ൫𝐿୥୨ െ 𝐿୥ୣ൯ 

［記  号］ 

𝐿′୅ୣ୯ ： 補正後将来予測値（デシベル） 

𝐿ୱୣ ： 将来計算値（デシベル） 

𝐿୥୨  ： 現況実測値（デシベル） 

𝐿୥ୣ ： 現況計算値（デシベル） 
 

(ｳ) 予測条件 

予測に用いた車種別交通量及び走行速度は表 10.1.1.3-7、予測地点の道路構造の状況

は図 10.1.1.3-2 のとおりである。 
 

表 10.1.1.3-7 予測に用いた車種別交通量及び走行速度 

予測地点 曜日 
時間 

区分 

走行 

速度 

（km/h） 

車種 

交通量（台） 

現況 将来 

一般車両 一般車両 工事関係車両 合計 

沿道 

（上島中央 

広域農道） 

平日 昼間 55 

小型車 525 525 58 583 

大型車 39 39 224 263 

二輪車 7 7 0 7 

合計 571 571 282 853 

土曜日 昼間 55 

小型車 483 483 58 541 

大型車 28 28 224 252 

二輪車 21 21 0 21 

合計 532 532 282 814 

注：1．走行速度は、予測地点における現地実測値を基に設定した。 

2．交通量は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく昼間（6 ～ 22 時）の

時間区分に対応した往復交通量を示す。なお、工事関係車両は 7 ～ 18 時に走行する。 
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ｵ. 予測結果 

工事用資材等の搬出入に伴う騒音の予測結果は表 10.1.1.3-8 のとおりである。 

沿道における騒音レベルは、平日昼間、土曜日昼間とも現況に比べて4デシベル増加し

63 デシベルと予測する。 
 

表 10.1.1.3-8 工事用資材等の搬出入に伴う騒音の予測結果（LAeq） 

（単位：デシベル） 

予測 

地点 

時間 

区分 

現況実測値 

Lgj 

現況計算値 

Lge 

将来計算値 

Lse 

補正後将来

予測値 L’Aeq 
工事関係 

車両 

による増分 

環

境

基

準 

要

請

限

度 

(一般車両) (一般車両) 
(一般車両+ 

工事関係車両) 

(一般車両+ 

工事関係車両)

A   B B－A 

沿道 

（上島中央 

広域農道） 

平日 

昼間 
59 59 63 63 4 65 75 

土曜日 

昼間 
59 59 63 63 4 65 75 

注：1．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10年環境庁告示第 64号）に基づく昼間（6 ～22

時）の時間区分を示す。なお、工事関係車両は、7～18 時に走行する。 

2．環境基準、要請限度については「C 地域、c 区域のうち車線を有する道路に面する地域、区域」の

基準値を示す。 

 

(c) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避、低減に係る評価 

工事用資材等の搬出入に伴う騒音の影響を低減するための環境保全措置は、以下のと

おりである。 

・工事関係者の通勤においては、乗り合いの促進により工事関係車両台数の低減を図

る。 

・工事工程等の調整により可能な限り工事関係車両台数を平準化し、建設工事のピー

ク時の台数の低減に努める。 

・周辺道路の交通量を勘案し、可能な限りピーク時を避けるよう調整する。 

・急発進、急加速の禁止及びアイドリングストップ等のエコドライブを徹底し、道路

交通騒音の低減に努める。 

・定期的に会議等を行い、環境保全措置の内容について工事関係者に周知徹底する。 

 

沿道における騒音レベルの増加量は現状に比べて4デシベルであり、上記の環境保全措

置を講じることにより、工事用資材等の搬出入に伴う騒音に関する影響は、実行可能な範

囲内で低減が図られているものと評価する。 

 

ｲ. 国又は地方公共団体による基準又は目標との整合性の検討 

工事用資材等の搬出入に伴う騒音の予測結果は、沿道で 63 デシベルである。予測地点

は C 類型に指定されており、「C 地域、c 区域のうち車線を有する道路に面する地域、区域」

の環境基準（昼間 65 デシベル）及び要請限度（昼間 75 デシベル）と比較すると、環境基

準、要請限度ともに下回っている。 

以上のことから、環境保全の基準等との整合が図られているものと評価する。 
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b. 建設機械の稼働 

(a) 環境保全措置 

建設機械の稼働に伴う騒音の影響を低減するため、以下の環境保全措置を講じる。 

・可能な限り低騒音型の建設機械を使用する。 

・建設機械は工事規模にあわせて適正に配置し、効率的に使用する。 

・騒音が発生する建設機械の使用が集中しないよう、工事工程等に配慮する。 

・作業待機時はアイドリングストップを徹底する。 

・建設機械について適切に整備・点検を実施し、性能維持に努める。 

・定期的に会議等を行い、環境保全措置の内容について工事関係者に周知徹底する。 

 

(b) 予 測 

ｱ. 予測地域 

対象事業実施区域及びその周囲とした。 
 

ｲ. 予測地点 

現地調査を実施した対象事業実施区域周囲の 8 地点（環境①～環境⑧）とした。 
 

ｳ. 予測対象時期等 

工事計画に基づき、建設機械の稼働による騒音に係る環境影響が最大となる時期とし

た。 
 

ｴ. 予測手法 

建設機械の稼働に伴う騒音の影響は、建設機械の配置、騒音レベル等を設定し、一般

社団法人日本音響学会が提案している「建設工事騒音の予測計算モデル（ASJ CN-Model 

2007）」に基づき、等価騒音レベル（LAeq）を予測した。 

建設機械の稼働に伴う騒音の予測手順は図 10.1.1.3-7 のとおりである。 
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図 10.1.1.3-7 建設機械の稼働に伴う騒音の予測手順 

 

(ｱ) 計算式 

騒音の予測式は次のとおりとした。 

𝐿୅ୣ୯,் ൌ 10 logଵ଴
1
𝑇
൭෍𝑇௝ ∙ 10௅ఽ౛౜౜,ೕ/ଵ଴

௜

൱ 

𝐿୅ୣ୤୤,௜ ൌ 𝐿୛୅ୣ୤୤,௜ െ 20 logଵ଴ 𝑟௜ െ 8 ൅ ∆𝐿ୢ୧୤,௜ ൅ ∆𝐿୥୰୬ୢ,௜ ൅ ∆𝐿ୟ୧୰,௜ 

［記  号］ 

𝐿୅ୣ୤୤,௜ ： 予測地点における建設機械𝑖からの実効騒音レベル（デシベル） 

𝐿୅ୣ୯,் ： 建設機械の稼働に伴う予測地点の等価騒音レベル（デシベル） 

𝑇  ： 評価時間（s） 

𝑇௜  ： 建設機械𝑖の稼働時間（s） 

𝐿୛୅ୣ୤୤,௜ ： 建設機械𝑖の実効騒音パワーレベル（デシベル） 

𝑟௜  ： 建設機械𝑖の予測地点までの距離（m） 

∆𝐿ୢ୧୤,௜ ： 建設機械𝑖の回折に伴う減衰に関する補正量（デシベル） 

∆𝐿ୢ୧୤,௜ ൌ 0とした。 

∆𝐿୥୰୬ୢ,௜ ： 建設機械𝑖の地表面の影響に関する補正量（デシベル） 

地面を剛と見なして、∆𝐿୥୰୬ୢ,௜ ൌ 0とした。 

∆𝐿ୟ୧୰,௜ ： 建設機械𝑖の空気の音響吸収の影響に関する補正量（デシベル） 

伝搬距離は短いため、∆𝐿ୟ୧୰,௜ ൌ 0とした。 
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(ｲ) 予測条件 

建設機械から発生する騒音諸元として、表 10.1.1.3-9 のとおり、ユニットの騒音源

データを用いた。 

また、建設機械の稼働は、予測対象の建設機械のすべてが同時に稼働するものとし、

稼働時間は 8 ～ 12 時、13 ～ 17 時の 8 時間とした。 

予測対象時期における工事種別の位置は表 10.1.1.3-10 のとおりである。表中の番号

は風力発電機の番号、土は土捨場である。 
 

表 10.1.1.3-9 建設機械の騒音諸元 

工 種 ユニットの種別 

実効騒音 

パワーレベル 

（デシベル） 

伐採工事 掘削（土砂掘削） 103 

土工事 岩掘削（軟岩掘削） 113 

土工事 法面整形（掘削部） 105 

排水工事 掘削（土砂掘削） 103 

ふとん籠工事 掘削（土砂掘削） 103 

基礎工事 生コン打設 105 

舗装工事 
路床整形 

（アスファルト舗装工 表層・基礎） 
106 

風車組立 
クレーン車（1200t） 108 

クレーン車（220t） 103 

土捨場工事 盛土（路体、路床） 108 

積替え（土捨場） クレーン車（100t） 103 

注：1．ユニットの種別、実効騒音パワーレベルは日本音響学会誌64巻 4号（2008）p.244

による。 

2．組立工事については該当するユニットが存在しないので、表中の建設機械の騒音

源データを採用した。数値は日本音響学会誌 64 巻 4 号（2008）p.246 による。 
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表 10.1.1.3-10 月別の建設機械の稼働位置 

工事開始後 

経過月数 

工種 

伐採工事 

(掘削) 

土工事 

(岩掘削) 

土工事 

(法面整形) 

排水工事 

(掘削) 

ふとん籠 

(掘削) 

基礎工事 

(生コン打設) 

舗装工事 

(路床整形) 

風車 

組立 

土捨場工事 

(盛土) 

積替え 

(土捨場) 

1 か月目           

2 か月目           

3 か月目 1、土          

4 か月目 1    土      

5 か月目 2、3   1 土      

6 か月目 4、5 1  1     土  

7 か月目 6 1  1     土  

8 か月目  1  1 1    土  

9 か月目  2 1 1 1    土  

10 か月目  2 1 1 2    土  

11 か月目  3 2 2 2    土  

12 か月目  3 2 2 5    土  

13 か月目  4 3 3 5    土  

14 か月目  4 3 3 6    土  

15 か月目  5 4 4 6  土  土  

16 か月目  5 4 4     土  

17 か月目  6 5 5     土  

18 か月目  6 4、5 5       

19 か月目   2、3 6  6     

20 か月目   1、6 6  4、5 土    

21 か月目   3、4、5   2、3  6  土 

22 か月目   1、2   1  5  土 

23 か月目        4  土 

24 か月目        3  土 

25 か月目    5、6   6 2  土 

26 か月目    3、4   4、5 1   

27 か月目    1、2   2、3    

28 か月目    1   1    

29 か月目       1    

注：1．表中の数字は、風力発電機の番号、土は土捨場を示す。 

  2．土捨場は整地後、積替え場として利用する。 
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ｵ. 予測結果 

建設機械の稼働に伴う騒音の予測結果は表 10.1.1.3-11 のとおりである。 

建設機械の稼働に伴う各予測地点における騒音レベル（LAeq）の寄与値は、最大となっ

た工事月で 36～43 デシベルである。参考として、直近住居における建設作業騒音が最大

となった 6 か月目、17 か月目の騒音予測結果は図 10.1.1.3-8 のとおりである。 

なお、現況騒音レベルと建設機械の稼働に伴う騒音レベルを合成した、建設機械の稼

働時の予測地点における昼間（6 ～ 22時）の騒音レベル（LAeq）は、表 10.1.1.3-12のと

おりである。それぞれの地点の建設機械の騒音レベル寄与値の最大値と暗騒音（等価騒音

レベル）を合成した値は 45～52 デシベル（現況値からの増加分は 0～2 デシベル）で、環

境基準値以下である。 

 

表 10.1.1.3-11 建設機械の稼働に伴う騒音の寄与値（LAeq） 

（単位：デシベル） 

予測地点 
 

工事月 
環境① 環境② 環境③ 環境④ 環境⑤ 環境⑥ 環境⑦ 環境⑧ 

1 か月目 － － － － － － － － 

2 か月目 － － － － － － － － 

3 か月目 25  26  30  35  31  28  24  23  

4 か月目 25  26  30  35  31  28  24  23  

5 か月目 29  31  33  36  33  30  28  27  

6 か月目 35  36  38  43  40  37  34  33  

7 か月目 36  35  38  42  40  37  34  33  

8 か月目 33  34  38  43  40  37  34  32  

9 か月目 36  37  40  42  39  36  34  33  

10 か月目 36  37  40  42  39  35  34  33  

11 か月目 37  38  39  41  37  35  34  34  

12 か月目 37  38  39  41  37  35  35  34  

13 か月目 38  39  38  40  37  34  35  35  

14 か月目 39  39  38  40  37  34  35  35  

15 か月目 40  39  39  41  37  35  36  37  

16 か月目 39  39  37  40  36  34  36  36  

17 か月目 42  41  37  39  35  33  36  37  

18 か月目 42  41  34  34  33  32  36  37  

19 か月目 37  36  33  32  31  29  31  32  

20 か月目 38  37  35  38  35  32  33  34  

21 か月目 40  39  36  37  35  33  35  35  

22 か月目 39  37  35  38  36  33  33  34  

23 か月目 33  34  33  35  32  29  30  30  

24 か月目 32  33  34  36  32  29  30  29  

25 か月目 38  37  36  37  34  31  32  34  

26 か月目 36  36  35  37  36  34  33  33  

27 か月目 32  33  34  35  33  31  30  29  

28 か月目 26  27  30  35  34  31  27  25  

29 か月目 25  25  28  33  32  29  25  23  

期間最大値 42  41  40  43  40  37  36  37  

注：1．予測地点の位置は図 10.1.1.3-3 のとおりである。 

    2．表中の網掛け（  ）は、各予測地点における予測値の最大を示す。 
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表 10.1.1.3-12 建設機械の稼働に伴う騒音の予測結果（住宅等：LAeq） 

（単位：デシベル） 

予測地点 
時間 

区分 

等価騒音レベル（LAeq） 

現況値 

A 

建設機械の 

寄与値 

予測値 

B 

増加分 

B-A 

環境基準 

（C 類型） 

環境① 昼間 47 42 48 1 

60 

環境② 昼間 43 41 45 2 

環境③ 昼間 43 40 45 2 

環境④ 昼間 51 43 52 1 

環境⑤ 昼間 50 40 50 0 

環境⑥ 昼間 45 37 46 1 

環境⑦ 昼間 45 36 46 1 

環境⑧ 昼間 48 37 48 0 

注：1．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく昼間（6 

～22 時）の時間区分を示す。 

  2．工事は各風力発電機設置予定位置で同時に行うものと仮定した。 

  3．建設機械の寄与値はそれぞれの予測地点で最大となった工事月の値（36～43 デシベル）とした。 
  4．現況値は令和 2 年 4 月 3 日（金）6 ～ 22 時の値である。 

 

(c) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避、低減に係る評価 

建設機械の稼働に伴う騒音の影響を低減するための環境保全措置は、以下のとおりで

ある。 

・可能な限り低騒音型の建設機械を使用する。 

・建設機械は工事規模にあわせて適正に配置し、効率的に使用する。 

・騒音が発生する建設機械の使用が集中しないよう、工事工程等に配慮する。 

・作業待機時はアイドリングストップを徹底する。 

・建設機械について適切に整備・点検を実施し、性能維持に努める。 

・定期的に会議等を行い、環境保全措置の内容について工事関係者に周知徹底する。 

 

予測地点における建設機械の稼働に伴う騒音レベルの増加分は 0～2 デシベルであり、

上記の環境保全措置を講じることにより、建設機械の稼働に伴う騒音に関する影響は、実

行可能な範囲内で低減が図られているものと評価する。 

 

ｲ. 国又は地方公共団体による基準又は目標との整合性の検討 

建設機械の稼働に伴う騒音について環境基準と比較すると、予測地点における昼間（6 

～ 22 時）の騒音レベル（LAeq）は 45～52 デシベルであり、すべての地点で環境基準を下

回っている。 

以上のことから、環境保全の基準等との整合が図られているものと評価する。 
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図 10.1.1.3-8(1) 建設機械の稼働に伴う騒音の寄与値（LAeq） 

（工事月：6 か月目）  
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図 10.1.1.3-8(2) 建設機械の稼働に伴う騒音の寄与値（LAeq） 

（工事月：17 か月目）  
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② 土地又は工作物の存在及び供用 

a. 施設の稼働 

(a) 環境保全措置 

施設の稼働に伴う騒音の影響を低減するため、以下の環境保全措置を講じる。 

・風力発電機の配置位置については可能な限り住宅等から離隔をとる。 

・風力発電設備について適切に整備・点検を実施し、性能維持に努め、騒音の原因とな

る異音等の発生を抑制する。 

 

(b) 予 測 

ｱ. 予測地域 

対象事業実施区域及びその周囲とした。 
 

ｲ. 予測地点 

現地調査を実施した対象事業実施区域周囲の住宅等 8 地点（環境①～環境⑧）とした

（図 10.1.1.3-3）。 
 

ｳ. 予測対象時期等 

発電所の運転が定常状態となり、環境影響が最大となる時期とした。 
 

ｴ. 予測手法 

音源の形状及び騒音レベル等を設定し、「屋外における音の伝播減衰－一般的計算方法」

（ISO 9613-2）により騒音レベルを予測した。 

施設の稼働に伴う騒音の予測手順は図 10.1.1.3-9 のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.1.1.3-9 施設の稼働に伴う騒音の予測手順  

現況値と伝搬計算値との合成 

現況値と伝搬計算値との 

合成値を算出 

伝搬計算 

予測地点の設定 施設の稼働条件の設定 

施設の稼働に伴う騒音予測値（合成値） 

 施設の稼働に伴う騒音 

・種類、稼働台数、位置 

・発生騒音レベル 

・予測地域 

・予測地点位置 

・騒音のエネルギー伝搬予測方法（ISO 9613-2） 

現況値（測定値） 
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(ｱ)  計算式 

すべての風力発電機が同時に稼働するものとし、騒音のエネルギー伝搬予測方法（ISO 

9613-2）にしたがって計算した。 

𝐿 ൌ 𝑃𝑊𝐿 െ 11 െ 20 logଵ଴ 𝑟 െ 𝐴ா െ 𝐴் െ 𝐴ீ 

［記  号］ 

𝐿  ： 音源から距離𝑟における騒音レベル（デシベル） 

𝑃𝑊𝐿 ： 音源の音響パワーレベル（デシベル） 

𝑟  ： 音源からの距離（m） 

𝐴ா  ： 空気の吸収等による減衰（デシベル） 

𝐴்  ： 障壁等の回折による減衰（デシベル） 

𝐴ீ  ： 地表面の影響による減衰（デシベル） 

 

i． 空気の吸収等による減衰の算出 

空気の吸収等による減衰（𝐴𝐸）は、JIS Z 8738:1999「屋外の音の伝搬における空気

吸収の計算」（ISO 9613-1）より、下式により算出した。 

なお、空気吸収の減衰係数𝛼は地域の気温・湿度の特性を反映させるため、表

10.1.1.3-16 のとおり、調査時の本渡地域気象観測所の気温、牛深特別地域気象観測所

の湿度を基に設定した。 

 

𝐴ா ൌ 𝛼 ൈ 𝑟 

［記  号］ 

𝑟  ： 音源からの距離（m） 

𝛼  ： 単位長さあたりの減衰係数（デシベル/m） 

 

𝛼 ൌ 8.686𝑓ଶ 〈቎1.84 ൈ 10ିଵଵ ൬
𝑃ఈ
𝑃௥
൰
ିଵ

൬
𝑇
𝑇଴
൰

ଵ
ଶ
቏ ൅ ൬

𝑇
𝑇଴
൰
ିହଶ

ൈ ൝0.01275 ൤exp ൬
െ2239.1

𝑇
൰൨ ቈ𝑓௥ை ൅ ቆ

𝑓ଶ

𝑓௥ை
ቇ቉

ିଵ

൅ 0.1068 ൤exp ൬
െ3352.0

𝑇
൰൨ ቈ𝑓௥ே ൅ ቆ

𝑓ଶ

𝑓௥ே
ቇ቉

ିଵ

ൡ〉 

𝑓௥ை ൌ
𝑃ఈ
𝑃௥
൬24 ൅ 4.04 ൈ 10ସℎ

0.02 ൅ ℎ
0.391 ൅ ℎ

൰ 

𝑓௥ே ൌ
𝑃ఈ
𝑃௥
൬
𝑇
𝑇଴
൰
ିଵ/ଶ

ൈ 〈9 ൅ 280ℎexp ቊെ4.170 ቈ൬
𝑇
𝑇଴
൰
ିଵ/ଷ

െ 1቉ቋ〉 

ℎ ൌ ℎ௥ሺ𝑃௦௔௧/𝑃௥ሻ/ሺ𝑃ఈ/𝑃௥ሻ 

𝑃௦௔௧/𝑃௥ ൌ 10௖ 

𝐶 ൌ െ6.8346 ൬
𝑇଴ଵ
𝑇
൰
ଵ.ଶ଺ଵ

൅ 4.6151 
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［記  号］ 

𝑓  ： 周波数（Hz） 

𝑓௥ை ： 酸素の緩和周波数（Hz） 

𝑓௥ே ： 窒素の緩和周波数（Hz） 

𝑃ఈ  ： 気圧（kPa）（＝101.325kPa〔1気圧〕） 

𝑃௥  ： 基準の気圧（kPa）（＝101.325kPa） 

𝑃௦௔௧ ： 飽和水蒸気圧（kPa） 

𝑇  ： 温度（K） 

𝑇଴  ： 基準の温度（293.15K） 

ℎ௥  ： 相対湿度（%） 

ℎ  ： 水蒸気モル濃度（%） 

𝑇଴ଵ ： 水の3重点等温温度（K）（273.16K） 

 

ii． 障壁等の回折による減衰の算出 

地形の凹凸による回折減衰を算出するため、基盤地図情報数値標高モデル（10m メッ

シュ標高）より地形情報を読み取り、以下の式により回折による減衰（𝐴𝑟）を算定した。 

𝐴௥ ൌ 𝐷 െ 𝐴ீ 

［記 号］ 

𝐷  ： 地表面による減衰も含めた障壁の遮蔽効果（デシベル） 

𝐴ீ  ： 障壁がない場合の地表面による減衰（デシベル） 

𝐷 ൌ 10 logଵ଴ሾ3 ൅ ሺ𝐶ଶ/𝜆ሻ𝐶ଷ𝑍𝐾ௐሿ 

𝐶ଶ  ： = 20 

𝐶ଷ  ： = 1    （単一障壁） 

𝐶ଷ  ： ൌ   ሾ1 ൅ ሺ5𝜆/𝑒ሻଶሿ/ሾሺ1/3ሻ ൅ ሺ5𝜆/𝑒ሻଶሿ（ 𝑒 複数の障壁の障壁間距離） 

𝜆  ： オクターブバンド中心周波数の波長（m） 

𝑍  ： 直接音と回折音の経路差（m） 

𝐾ௐ ： 気象条件による補正項 

𝐾ௐ ൌ expൣെሺ1/2000ሻ ൈ ඥሺ𝑑௦௦ ൈ 𝑑௦௥ ൈ 𝑑ሻ/2𝑍൧   𝑍 ൐ 0の場合 

𝐾ௐ ൌ 1                   𝑍 ൑ 0の場合 
 

iii． 地表面の影響による減衰の算出 

地表面の影響による減衰（𝐴𝐺）は、地表面を音源領域、中間領域、受音点領域の 3 つ

の領域に分け、以下のとおり算出した（ISO 9613-1：1993）。 

・ 音源領域：音源から受音点方向へ距離30ℎ𝑠まで広がり、その最大値は𝑑𝑃（ℎ𝑠は音

源高さ、𝑑𝑃は音源から受音点までの地表面上への投影距離）。 

・ 受音点領域：受音点から音源方向へ距離30ℎ𝑠まで広がり、その最大値は𝑑𝑃（ℎ𝑟は

受音点高さ）。 

・ 中間領域：音源と受音点の間に広がる領域。𝑑𝑃 ൏ 30ℎ𝑠൅30ℎ𝑟の時、音源領域と受

音点領域は重なり、この場合には中間領域はない。 

それぞれの地表面領域の音源特性は地盤係数𝐺により区分される。3つの反射特性を次

のように区分する。今回は、安全側を考慮して𝐺 ൌ 0とした。 
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・ 固い地表面：舗装面、水、氷、コンクリート及び他の多孔性の低いすべての地表

面。𝐺 ൌ 0。 

・ 多孔質な地表面：草木、樹木、他の植栽で覆われている地表面と農地のように植

栽可能な地表面。𝐺 ൌ 1。 

・ 混合地表面：地表面に固い地表面と多孔質な地表面が混ざり合っている場合、𝐺は

0から1までの間の値をとり、その値は全体のうちの多孔質な地表面が含まれる割

合で決まる。 
 

音源領域、受音点領域及び中間領域の地表面効果による減衰を計算する場合は表

10.1.1.1-13 の中の式を用いて計算し、地表面効果による減衰は次式のとおり、これら

の合計とした。 

𝐴ீ ൌ ∆𝐿୥୫ୢ,ୱ ൅ ∆𝐿୥୫ୢ,୰ ൅ ∆𝐿୥୫ୢ,୫ 

［記 号］ 

∆𝐿୥୫ୢ,ୱ ： 音源領域の地表面効果による減衰（デシベル） 

∆𝐿୥୫ୢ,୰ ： 受音点領域の地表面効果による減衰（デシベル） 

∆𝐿୥୫ୢ,୫ ： 中間領域における地表面効果による減衰（デシベル） 
 

表 10.1.1.1-13 地表面効果による減衰の計算表 

オクターブ 

バンド 

中心周波数 

∆𝐿୥୫ୢ,ୱあるいは

∆𝐿୥୫ୢ,୰ 
∆𝐿୥୫ୢ,୫ ここで、 

𝑎′ሺℎሻ ൌ 1.5 ൅ 3.0 ⋅ 𝑒ି଴.ଵଶሺ௛ିହሻమ൫1 െ 𝑒ିௗ೛ ହ଴⁄ ൯ 
൅5.7 ⋅ 𝑒ି଴.଴ଽ௛మ ቀ1 െ 𝑒ିଶ.଼⋅ଵ଴షల⋅ௗ೛

మ
ቁ 

𝑏′ሺℎሻ ൌ 1.5 ൅ 8.6 ⋅ 𝑒ି଴.଴ଽ௛మ൫1 െ 𝑒ିௗ೛ ହ଴⁄ ൯ 
𝑐′ሺℎሻ ൌ 1.5 ൅ 14.0 ⋅ 𝑒ି଴.ସ଺௛మ൫1 െ 𝑒ିௗ೛ ହ଴⁄ ൯ 
𝑑′ሺℎሻ ൌ 1.5 ൅ 5.0 ⋅ 𝑒ି଴.ଽ௛మ൫1 െ 𝑒ିௗ೛ ହ଴⁄ ൯ 

（Hz） （デシベル） （デシベル） 

63 െ1.5 െ3𝑞 

125 െ1.5 ൅ 𝐺 ⋅ 𝑎′ሺℎሻ 

-3𝑞ሺ1 െ 𝐺ሻ 

250 െ1.5 ൅ 𝐺 ⋅ 𝑏′ሺℎሻ 

500 െ1.5 ൅ 𝐺 ⋅ 𝑐′ሺℎሻ 

1000 െ1.5 ൅ 𝐺 ⋅ 𝑑′ሺℎሻ 𝑞 ൌ 0 𝑑௣ ൑ 30ሺℎ௦ ൅ ℎ௥ሻ 

𝑞 ൌ 1 െ
ଷ଴ሺ௛ೞା௛ೝሻ

ௗ೛
 𝑑௣ ൐ 30ሺℎ௦ ൅ ℎ௥ሻ 

2000 െ1.5ሺ1 െ 𝐺ሻ 

4000 െ1.5ሺ1 െ 𝐺ሻ 

8000 െ1.5ሺ1 െ 𝐺ሻ 

 
注：表中の h に関して、音源領域の計算では h＝hs、受音点領域の計算では h＝hrとする。 

 

iv． 各音源からのレベル合成 

予測地点における騒音レベルは、それぞれの風力発電機から発生する騒音レベルを計

算し、重合することで求めた。 

𝐿௣ ൌ 10 logଵ଴൫10௅భ/ଵ଴ ൅ 10௅మ/ଵ଴ ൅ ⋯൅ 10௅೙/ଵ଴൯ 

［記 号］ 

𝐿௣  ： 予測地点における騒音レベル（デシベル） 

𝐿௡  ： 𝑛番目の風力発電機による騒音レベル（デシベル） 
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(ｲ) 予測条件 

予測時における音源である風力発電機は 6 基で、風力発電機の配置図は図 10.1.1.3-3

のとおりである。 

また、風力発電機の仕様は表 10.1.1.3-14 のとおり、風速に応じた A 特性音響パワー

レベルは表 10.1.1.3-15 のとおりである。 

予測にあたっては、残留騒音調査時の風速に応じて、各調査時期の A 特性音響パワー

レベルを表 10.1.1.3-16のとおり設定した。風速毎の周波数別 A特性音響パワーレベルは

表 10.1.1.3-17 のとおりである。 
 

表 10.1.1.3-14 風力発電機の仕様 

項 目 仕 様 

ハブ（ナセル）高さ 110.0m 

ローター直径 117.0m 

 

表 10.1.1.3-15 ハブ高さ風速毎の A 特性音響パワーレベル 

（単位：デシベル） 

ハブ高さの風速(m/s) 4 5 6 7 8 9 

A 特性音響パワーレベル 93.0 93.0 95.0 98.5 101.5 104.5 
       

ハブ高さの風速(m/s) 10 11 12 13 14 15 

A 特性音響パワーレベル 106.0 106.0 106.0 106.0 106.0 106.0 

 注：数値はメーカー値とした。 
 

表 10.1.1.3-16 A 特性音響パワーレベルの設定値 

調査時期 
時間 

区分 

調査時のハブ 

高さ風速

(m/s) 

予測時の設定 

ハブ高さ 

風速(m/s) 

A 特性音響パワー 

レベル(デシベル) 

温度 

(℃) 

湿度 

(％) 

冬季調査時 
昼間 7.3 7 98.5 10.4 58 

夜間 9.0 9 104.5 8.6 63 

春季調査時 
昼間 6.0 6 95.0 14.0 59 

夜間 5.6 6 95.0 8.2 75 

注：1．予測時の設定風速は調査時の風速を四捨五入した値とした。 

  2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく

区分（昼間 6 ～ 22 時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 
 

表 10.1.1.3-17 風速毎の周波数別 A 特性音響パワーレベル 

（単位：デシベル） 

オクターブバンド中心周波数(Hz) 63 125 250 500 1k 2k 4k 8k O.A. 

A 特性音響パワーレベル 

風速 6m/s 76.2 83.9 87.8 88.7 90.4 85.7 76.8 58.4 95.0 

風速 7m/s 79.7 87.4 91.3 92.2 93.9 89.2 80.4 62.5 98.5 

風速 9m/s 85.7 93.4 97.3 98.2 99.9 95.2 86.4 68.0 104.5 

注：1．風力発電機の諸元は、メーカー値による。 

    2．風速はハブ高さにおける値である。 
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ｵ. 予測結果 

風力発電施設から発生する騒音の寄与値は表 10.1.1.3-18、図 10.1.1.3-10 のとおりで

ある。各予測地点における風力発電施設から発生する騒音の寄与値は、冬季昼間で 16～

28 デシベル、夜間で 22～34 デシベル、春季昼間で 12～24 デシベル、夜間で 12～25 デシ

ベルである。 

なお、参考として表10.1.1.3-18中に、予測地点と近接する風力発電機との距離を上位

3 基について示した。 

 

表 10.1.1.3-18 風力発電施設から発生する騒音レベルの寄与値 

（単位：デシベル） 

予測地点 

風力発電機から発生する 

騒音の寄与値 

近接する風力発電機 

（上位 3 基）との距離 

冬季調査時 春季調査時 風力発電機 

No. 

直達距離

(m) 

水平距離

(m) 昼間 夜間 昼間 夜間 

環境① 28 34 24 24 

6 号機 

5 号機 

4 号機 

1,066 

1,608 

1,916 

968 

1,542 

1,845 

環境② 28 34 24 25 

6 号機 

5 号機 

4 号機 

1,339 

1,722 

1,814 

1,254 

1,654 

1,732 

環境③ 18 24 14 14 

2 号機 

3 号機 

1 号機 

1,726 

2,130 

2,330 

1,664 

2,070 

2,303 

環境④ 20 26 16 17 

1 号機 

2 号機 

3 号機 

1,318 

1,822 

2,185 

1,283 

1,771 

2,139 

環境⑤ 25 31 21 22 

1 号機 

2 号機 

3 号機 

1,478 

2,366 

2,617 

1,422 

2,310 

2,558 

環境⑥ 21 28 18 18 

1 号機 

2 号機 

3 号機 

2,067 

3,124 

3,191 

2,022 

3,078 

3,138 

環境⑦ 16 22 12 12 

5 号機 

6 号機 

4 号機 

2,361 

2,539 

2,644 

2,321 

2,496 

2,588 

環境⑧ 17 23 14 14 

6 号機 

5 号機 

4 号機 

1,918 

2,305 

2,732 

1,857 

2,253 

2,676 

注：1．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区

分（昼間 6 ～ 22 時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

  2．冬季のハブ高さの風速は昼間 7m/s、夜間 9m/s、春季のハブ高さ風速は昼間、夜間とも

6m/s と仮定した（表 10.1.1.3-16 参照）。 
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図 10.1.1.3-10(1) 風力発電機から発生する騒音の寄与値（冬季昼間：ハブ高さ風速 7m/s） 
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図 10.1.1.3-10(2) 風力発電機から発生する騒音の寄与値（冬季夜間：ハブ高さ風速 9m/s） 
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図 10.1.1.3-10(3) 風力発電機から発生する騒音の寄与値（春季昼間：ハブ高さ風速 6m/s） 
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図 10.1.1.3-10(4) 風力発電機から発生する騒音の寄与値（春季夜間：ハブ高さ風速 6m/s） 
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施設の稼働に伴う将来の風車騒音について、調査時の風速に応じた風力発電施設から

の寄与値を基に、「風力発電施設から発生する騒音に関する指針」（環境省、平成 29 年）

に示される「指針値」との整合性の検討を行った。 

予測結果は表10.1.1.3-19のとおりであり、冬季調査結果を基にした場合、春季調査結

果を基にした場合ともに、すべての予測地点で昼間、夜間とも指針値以下である。 

また、環境基準（C 類型）と比較した場合、冬季調査結果を基にした場合、春季調査結

果を基にした場合ともに、すべての予測地点で昼間、夜間とも環境基準値以下である。 

ハブ高さ風速と風車騒音寄与値、指針値、残留騒音値の関係は図 10.1.1.3-11、残留騒

音、風車騒音、指針値の関係は図 10.1.1.3-12 のとおりである。 

 

表 10.1.1.3-19(1) 施設の稼働に伴う将来の騒音の予測結果 

（現況値は冬季残留騒音） 

（単位：デシベル） 

項目 

 

予測地点    

時間 

区分 

騒音レベル 

評価 

環境 

基準 

（C 類型）
残留 

騒音 

風力発電施

設寄与値 
予測値 

残留騒音 

+5 デシベル 
下限値 指針値 

環境① 
昼間 28 28 31(3) 33 35 35 〇 60 

夜間 25 34 35(10) 30 35 35 〇 50 

環境② 
昼間 32 28 33(1) 37 40 40 〇 60 

夜間 28 34 35(7) 33 35 35 〇 50 

環境③ 
昼間 33 18 33(0) 38 40 40 〇 60 

夜間 29 24 30(1) 34 35 35 〇 50 

環境④ 
昼間 35 20 35(0) 40 － 40 〇 60 

夜間 35 26 36(1) 40 － 40 〇 50 

環境⑤ 
昼間 38 25 38(0) 43 － 43 〇 60 

夜間 37 31 38(1) 42 － 42 〇 50 

環境⑥ 
昼間 37 21 37(0) 42 － 42 〇 60 

夜間 34 28 35(1) 39 40 40 〇 50 

環境⑦ 
昼間 39 16 39(0) 44 － 44 〇 60 

夜間 37 22 37(0) 42 － 42 〇 50 

環境⑧ 
昼間 37 17 37(0) 42 － 42 〇 60 

夜間 30 23 31(1) 35 40 40 〇 50 

注：1．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 

22 時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

  2．予測値の（ ）内の数値は残留騒音からの増加分を示す。 

  3．評価は、網掛けの「予測値」と「指針値」の比較により行った。指針値は以下のとおりであり、「◯」は

指針値を満たしていることを示す。なお、下限値の「－」は、残留騒音の値が 35 デシベル以上であり、

下限値が設定されていないことを示す。 

   ①残留騒音＋5 デシベル 

   ②下限値の値 35 デシベル（残留騒音＜30 デシベルの場合） 

   ③下限値の値 40 デシベル（30 デシベル≦残留騒音＜35 デシベルの場合） 
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表 10.1.1.3-19(2) 施設の稼働に伴う将来の騒音の予測結果 

（現況値は春季残留騒音） 

（単位：デシベル） 

項目 

 

予測地点    

時間 

区分 

騒音レベル 

評価 

環境 

基準 

（C 類型）
残留 

騒音 

風力発電施

設寄与値 
予測値 

残留騒音 

+5 デシベル 
下限値 指針値 

環境① 
昼間 43 24 43(0) 48 － 48 〇 60 

夜間 42 24 42(0) 47 － 47 〇 50 

環境② 
昼間 38 24 38(0) 43 － 43 〇 60 

夜間 35 25 35(0) 40 － 40 〇 50 

環境③ 
昼間 35 14 35(0) 40 － 40 〇 60 

夜間 32 14 32(0) 37 40 40 〇 50 

環境④ 
昼間 36 16 36(0) 41 － 41 〇 60 

夜間 30 17 30(0) 35 40 40 〇 50 

環境⑤ 
昼間 46 21 46(0) 51 － 51 〇 60 

夜間 46 22 46(0) 51 － 51 〇 50 

環境⑥ 
昼間 44 18 44(0) 49 － 49 〇 60 

夜間 43 18 43(0) 48 － 48 〇 50 

環境⑦ 
昼間 41 12 41(0) 46 － 46 〇 60 

夜間 40 12 40(0) 45 － 45 〇 50 

環境⑧ 
昼間 43 14 43(0) 48 － 48 〇 60 

夜間 42 14 42(0) 47 － 47 〇 50 

注：1．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 

22 時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

  2．予測値の（ ）内の数値は残留騒音からの増加分を示す。 

  3．評価は、網掛けの「予測値」と「指針値」の比較により行った。指針値は以下のとおりであり、「◯」は

指針値を満たしていることを示す。なお、下限値の「－」は、残留騒音の値が 35 デシベル以上であり、

下限値が設定されていないことを示す。 

   ①残留騒音＋5 デシベル 

   ②下限値の値 35 デシベル（残留騒音＜30 デシベルの場合） 

   ③下限値の値 40 デシベル（30 デシベル≦残留騒音＜35 デシベルの場合） 
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図 10.1.1.3-11(1) ハブ高さ風速と風車騒音寄与値、指針値、残留騒音値 

（環境①） 
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図 10.1.1.3-11(2) ハブ高さ風速と風車騒音寄与値、指針値、残留騒音値 

（環境②） 
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図 10.1.1.3-11(3) ハブ高さ風速と風車騒音寄与値、指針値、残留騒音値 

（環境③） 
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図 10.1.1.3-11(4) ハブ高さ風速と風車騒音寄与値、指針値、残留騒音値 

（環境④） 
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図 10.1.1.3-11(5) ハブ高さ風速と風車騒音寄与値、指針値、残留騒音値 

（環境⑤） 
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図 10.1.1.3-11(6) ハブ高さ風速と風車騒音寄与値、指針値、残留騒音値 

（環境⑥） 
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図 10.1.1.3-11(7) ハブ高さ風速と風車騒音寄与値、指針値、残留騒音値 

（環境⑦） 
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図 10.1.1.3-11(8) ハブ高さ風速と風車騒音寄与値、指針値、残留騒音値 

（環境⑧） 
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図 10.1.1.3-12 残留騒音、風車騒音、指針値の関係 
 

(c) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避、低減に係る評価 

施設の稼働に伴う騒音の影響を低減するための環境保全措置は、以下のとおりである。 

・風力発電機の配置位置については可能な限り住宅等から離隔をとる。 

・風力発電設備について適切に整備・点検を実施し、性能維持に努め、騒音の原因と

なる異音等の発生を抑制する。 
 

施設の稼働に伴う騒音は残留騒音から最大で10デシベル増加するものの、「風力発電施

設から発生する騒音に関する指針」（環境省、平成 29 年）に示される「指針値」及び環境

基準（C 類型）以下であり、上記の環境保全措置を講じることにより、施設の稼働に伴う

騒音に関する影響は、実行可能な範囲内で低減が図られているものと評価する。 
 

ｲ. 国又は地方公共団体による基準又は目標との整合性の検討 

施設の稼働に伴う将来の等価騒音レベルは、すべての地点において、いずれの季節も

「風力発電施設から発生する騒音に関する指針」（環境省、平成 29 年）に示される「指針

値」及び環境基準（C 類型）を下回っている。 

以上のことから、環境保全の基準等との整合が図られているものと評価する。 
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4. 低周波音（超低周波音を含む。） 

(1)調査結果の概要 

①  低周波音（超低周波音を含む。）の状況 

a. 現地調査 

(a) 調査地域 

調査地域は対象事業実施区域及びその周囲とした。 

 

(b) 調査地点 

調査地点は図 10.1.1.4-1 のとおり、対象事業実施区域周囲の 8 地点（環境①～環境⑧）

とした。 

 

(c) 調査期間 

調査期間は以下のとおり、冬季、春季の 2 季とした。 

冬季調査：令和元年 12 月 11 日（水）12 時 ～ 13 日（金）12 時、 

令和元年 12 月 14 日（土）12 時 ～ 15 日（日）12 時 

春季調査：令和 2 年  4 月  2 日（木）12 時 ～  5 日（日）12 時 

 

(d) 調査方法 

「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）に定められた方法に

より G 特性音圧レベル及び 1/3 オクターブバンド音圧レベル（中心周波数 1～200Hz）を測

定し、調査結果の整理及び解析を行った。 

 

(e) 調査結果 

各季の調査結果は表 10.1.1.4-1、各季のまとめは表 10.1.1.4-2 のとおりである。 

冬季の G 特性音圧レベル（LGeq）は、1 日毎については昼間 46.1～63.9 デシベル、夜間

41.0～64.7 デシベル、全日 45.5～64.0 デシベルであり、3 日間平均については昼間 51～60

デシベル、夜間 45～60 デシベル、全日 50～60 デシベルであった。 

春季の G 特性音圧レベル（LGeq）は、1 日毎については昼間 46.4～63.4 デシベル、夜間

35.5～52.8 デシベル、全日 44.8～61.7 デシベルであり、3 日間平均については昼間 49～61

デシベル、夜間 43～52 デシベル、全日 47～59 デシベルであった。 

以上の調査結果については、超低周波音を感じる最小音圧レベル（ISO-7196:1995）であ

る 100 デシベルを大きく下回っていた。 

また、平坦特性の 1/3 オクターブバンド音圧レベルの分析結果は表 10.1.1.4-3 のとおり

である。 

冬季調査時、春季調査時における風況観測塔のハブ高さ風速（10 分間値）と調査地点の

G 特性音圧レベル（10 分間値）の関係は、図 10.1.1.4-2 及び図 10.1.1.4-3 のとおりであ

る。  
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図 10.1.1.4-1 低周波音調査地点等  

注：風力発電機から調査地点までの距離は、

水平距離を示している。 
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表 10.1.1.4-1(1) G 特性音圧レベル（LGeq）の調査結果（冬季） 

（単位：デシベル） 

調査地点 時間区分 1 日目 2 日目 3 日目 3 日間平均値 

環境① 

昼間 55.8 48.1 48.4 52 

夜間 44.2 46.2 42.6 45 

全日 54.2 47.4 47.1 51 

環境② 

昼間 54.6 50.9 46.1 52 

夜間 43.4 47.8 44.1 46 

全日 53.0 49.9 45.5 50 

環境③ 

昼間 50.9 51.5 48.7 51 

夜間 46.0 48.4 48.5 48 

全日 49.8 50.5 48.6 50 

環境④ 

昼間 52.3 53.2 49.7 52 

夜間 49.4 53.0 49.9 51 

全日 51.5 53.1 49.7 52 

環境⑤ 

昼間 54.6 63.9 52.0 60 

夜間 53.7 48.1 43.8 50 

全日 54.3 61.9 50.4 58 

環境⑥ 

昼間 63.6 57.5 52.9 60 

夜間 64.7 52.5 47.8 60 

全日 64.0 56.2 51.7 60 

環境⑦ 

昼間 54.8 53.5 50.2 53 

夜間 50.9 49.1 43.8 49 

全日 53.8 52.3 48.8 52 

環境⑧ 

昼間 59.0 56.5 51.0 57 

夜間 54.2 47.2 41.0 50 

全日 57.9 54.8 49.3 55 

注：1．1 日目 

[昼間]令和元年 12 月 11 日(水)12 ～ 22 時、12 日(木)6 ～ 12 時 

[夜間]令和元年 12 月 11 日(水)22 時 ～ 12 日(木)6 時 

2 日目 

[昼間]令和元年 12 月 12 日(木)12 ～ 22 時、13 日(金)6 ～ 12 時 

[夜間]令和元年 12 月 12 日(木)22 時 ～ 13 日(金)6 時 

3 日目 

[昼間]令和元年 12 月 14 日(土)12 ～ 22 時、15 日(日)6 ～ 12 時 

[夜間]令和元年 12 月 14 日(土)22 時 ～ 15 日(日)6 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．平均値はエネルギー平均により算出している。 
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表 10.1.1.4-1(2) G 特性音圧レベル（LGeq）の調査結果（春季） 

（単位：デシベル） 

調査地点 時間区分 1 日目 2 日目 3 日目 3 日間平均値 

環境① 

昼間 50.2 46.4 51.8 50 

夜間 46.4 38.4 35.5 43 

全日 49.3 44.8 50.1 49 

環境② 

昼間 49.9 46.9 48.5 49 

夜間 45.4 41.9 40.8 43 

全日 48.8 45.7 47.1 47 

環境③ 

昼間 52.0 49.1 49.6 50 

夜間 47.0 42.2 38.1 44 

全日 50.9 47.6 47.9 49 

環境④ 

昼間 52.4 49.1 53.2 52 

夜間 44.8 44.7 41.8 44 

全日 51.0 47.9 51.6 50 

環境⑤ 

昼間 57.3 61.7  58.6 60    

夜間 45.3 49.6  41.0 47    

全日 55.7 60.1  56.9 58    

環境⑥ 

昼間 59.0 55.3 62.4 60 

夜間 51.6 52.8 50.3 52 

全日 57.6 54.5 60.8 58 

環境⑦ 

昼間 51.5 49.5 52.1 51 

夜間 46.0 46.9 41.0 45 

全日 50.3 48.7 50.6 50 

環境⑧ 

昼間 60.2 50.8 63.4 61 

夜間 44.3 45.8 39.8 44 

全日 58.5 49.6 61.7 59 

注：1．1 日目 

[昼間]令和 2 年 4 月 2 日(木)12 ～ 22 時、3 日(金)6 ～ 12 時 

[夜間]令和 2 年 4 月 2 日(木)22 時 ～ 3 日(金)6 時 

2 日目 

[昼間]令和 2 年 4 月 3 日(金)12 ～ 22 時、4 日(土)6 ～ 12 時 

[夜間]令和 2 年 4 月 3 日(金)22 時 ～ 4 日(土)6 時 

3 日目 

[昼間]令和 2 年 4 月 4 日(土)12 ～ 22 時、5 日(日)6 ～ 12 時 

[夜間]令和 2 年 4 月 4 日(土)22 時 ～ 5 日(日)6 時 

2．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22

時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

3．平均値はエネルギー平均により算出している。 
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表 10.1.1.4-2 G 特性音圧レベル（LGeq）の調査結果（2 季） 

（単位：デシベル） 

調査地点 時間区分 冬季 春季 

環境① 

昼間 52 50 

夜間 45 43 

全日 51 49 

環境② 

昼間 52 49 

夜間 46 43 

全日 50 47 

環境③ 

昼間 51 50 

夜間 48 44 

全日 50 49 

環境④ 

昼間 52 52 

夜間 51 44 

全日 52 50 

環境⑤ 

昼間 60 60    

夜間 50 47    

全日 58 58    

環境⑥ 

昼間 60 60 

夜間 60 52 

全日 60 58 

環境⑦ 

昼間 53 51 

夜間 49 45 

全日 52 50 

環境⑧ 

昼間 57 61 

夜間 50 44 

全日 55 59 

注：時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22 時、

夜間 22 ～ 6 時）を示す。 
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図 10.1.1.4-2(1) ハブ高さ風速（10 分間値）と G 特性等価音圧レベル（10 分間値）の関係 

（環境①：冬季） 

 

 

図 10.1.1.4-2(2) ハブ高さ風速（10 分間値）と G 特性等価音圧レベル（10 分間値）の関係 

（環境②：冬季） 

 

 

図 10.1.1.4-2(3) ハブ高さ風速（10 分間値）と G 特性等価音圧レベル（10 分間値）の関係 

（環境③：冬季） 
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図 10.1.1.4-2(4) ハブ高さ風速（10 分間値）と G 特性等価音圧レベル（10 分間値）の関係 

（環境④：冬季） 

 

 

図 10.1.1.4-2(5) ハブ高さ風速（10 分間値）と G 特性等価音圧レベル（10 分間値）の関係 

（環境⑤：冬季） 

 

 

図 10.1.1.4-2(6) ハブ高さ風速（10 分間値）と G 特性等価音圧レベル（10 分間値）の関係 

（環境⑥：冬季） 
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図 10.1.1.4-2(7) ハブ高さ風速（10 分間値）と G 特性等価音圧レベル（10 分間値）の関係 

（環境⑦：冬季） 

 

 

図 10.1.1.4-2(8) ハブ高さ風速（10 分間値）と G 特性等価音圧レベル（10 分間値）の関係 

（環境⑧：冬季） 
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図 10.1.1.4-3(1) ハブ高さ風速（10 分間値）と G 特性等価音圧レベル（10 分間値）の関係 

（環境①：春季） 

 

 

図 10.1.1.4-3(2) ハブ高さ風速（10 分間値）と G 特性等価音圧レベル（10 分間値）の関係 

（環境②：春季） 

 

 

図 10.1.1.4-3(3) ハブ高さ風速（10 分間値）と G 特性等価音圧レベル（10 分間値）の関係 

（環境③：春季） 
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図 10.1.1.4-3(4) ハブ高さ風速（10 分間値）と G 特性等価音圧レベル（10 分間値）の関係 

（環境④：春季） 

 

 

図 10.1.1.4-3(5) ハブ高さ風速（10 分間値）と G 特性等価音圧レベル（10 分間値）の関係 

（環境⑤：春季） 

 

 

図 10.1.1.4-3(6) ハブ高さ風速（10 分間値）と G 特性等価音圧レベル（10 分間値）の関係 

（環境⑥：春季） 
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図 10.1.1.4-3(7) ハブ高さ風速（10 分間値）と G 特性等価音圧レベル（10 分間値）の関係 

（環境⑦：春季） 

 

 

図 10.1.1.4-3(8) ハブ高さ風速（10 分間値）と G 特性等価音圧レベル（10 分間値）の関係 

（環境⑧：春季） 
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表 10.1.1.4-3(1) 平坦特性の 1/3 オクターブバンド音圧レベル分析結果（冬季） 

（単位：デシベル） 

1 日目               調査期間：令和元年 12 月 11 日 12 時 ～ 12 日 12 時 

調査

地点 

時間

区分 

中心周波数（Hz） 

1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80 100 125 160 200 

環境

① 

昼間 52.5 50.1 48.1 45.9 43.8 41.5 39.1 37.7 36.1 35.6 40.9 40.1 44.1 43.0 40.3 40.3 40.2 38.8 40.3 40.5 37.7 37.0 34.6 34.4 

夜間 53.5 52.9 48.7 45.3 44.1 40.2 38.4 37.7 36.0 34.3 33.8 33.8 30.8 28.9 28.2 27.9 29.0 30.2 29.4 28.1 31.4 26.6 24.6 25.6 

全日 52.8 51.2 48.3 45.7 43.9 41.1 38.9 37.7 36.1 35.2 39.5 38.9 42.4 41.3 38.6 38.7 38.6 37.3 38.7 38.9 36.4 35.4 33.0 33.0 

環境

② 

昼間 46.1 45.2 42.4 40.1 38.9 38.7 37.0 35.7 34.9 34.9 38.5 38.7 42.7 41.9 38.8 42.7 45.3 47.7 41.8 42.8 41.4 41.0 36.6 35.8 

夜間 46.4 44.8 41.8 38.9 37.6 37.3 36.0 34.6 33.1 32.7 32.8 32.7 30.4 28.6 27.3 27.2 27.8 28.3 27.1 25.9 24.2 23.3 22.7 22.0 

全日 46.2 45.1 42.2 39.7 38.5 38.3 36.7 35.4 34.4 34.3 37.3 37.4 41.1 40.2 37.1 41.0 43.6 46.0 40.1 41.1 39.7 39.3 34.9 34.2 

環境

③ 

昼間 46.9 45.5 43.4 41.2 39.9 39.1 37.6 36.8 36.6 35.9 36.7 36.8 36.1 37.8 40.3 40.9 41.7 42.3 44.6 46.2 41.5 38.8 34.5 33.9 

夜間 47.1 45.0 42.9 40.2 39.1 38.3 36.9 35.9 35.5 34.8 34.4 34.7 32.8 31.7 32.0 32.5 32.6 31.7 31.6 30.5 29.4 27.8 27.3 26.8 

全日 47.0 45.4 43.3 40.9 39.6 38.8 37.4 36.5 36.3 35.6 36.0 36.2 35.2 36.5 38.8 39.5 40.2 40.7 43.0 44.5 39.9 37.2 33.2 32.6 

環境

④ 

昼間 56.6 55.3 53.7 51.8 48.2 45.0 42.4 40.4 38.1 36.7 39.9 38.4 37.9 39.2 40.9 41.8 39.8 42.3 42.0 42.0 40.1 37.4 36.5 34.9 

夜間 61.7 59.4 56.6 54.5 54.5 50.4 47.7 44.6 40.2 38.3 36.5 36.9 35.9 35.3 35.4 34.1 33.9 36.0 36.6 36.0 35.4 32.3 30.9 30.4 

全日 59.0 57.1 54.9 52.9 51.4 47.6 44.9 42.3 38.9 37.3 39.0 37.9 37.4 38.2 39.7 40.4 38.5 41.0 40.9 40.8 39.0 36.2 35.3 33.9 

環境

⑤ 

昼間 66.9 64.8 62.7 60.5 57.7 55.3 52.5 49.5 46.3 43.9 43.3 41.6 39.4 40.5 42.6 43.0 40.1 40.0 40.9 42.8 40.1 39.2 38.8 38.1 

夜間 69.4 67.8 65.6 63.4 60.5 57.6 54.3 51.3 48.3 46.1 43.4 41.5 39.8 37.7 37.4 36.4 34.7 36.4 36.3 39.4 35.4 35.0 34.6 33.7 

全日 67.9 66.1 63.9 61.7 58.9 56.2 53.2 50.2 47.1 44.8 43.3 41.6 39.5 39.8 41.4 41.7 38.9 39.1 39.8 41.9 39.0 38.2 37.8 37.1 

環境

⑥ 

昼間 76.1 74.7 72.9 71.2 69.2 67.2 65.0 62.5 59.6 56.4 53.7 51.1 49.8 47.2 45.8 45.0 43.2 43.6 43.6 42.4 42.0 41.2 40.5 39.7 

夜間 77.3 76.2 74.7 72.8 70.8 68.8 66.5 64.0 60.9 57.8 54.9 52.4 51.1 47.7 45.6 43.5 42.6 42.9 43.8 41.2 40.3 39.6 38.5 37.5 

全日 76.5 75.3 73.6 71.8 69.8 67.8 65.5 63.1 60.1 56.9 54.1 51.6 50.3 47.4 45.8 44.6 43.0 43.4 43.6 42.1 41.5 40.7 39.9 39.1 

環境

⑦ 

昼間 67.4 65.1 63.2 60.7 57.9 54.3 50.9 46.8 43.5 40.9 41.8 43.0 39.9 41.4 41.7 43.6 42.2 43.4 42.6 42.3 40.2 39.5 37.3 36.5 

夜間 68.5 66.4 63.9 60.9 58.2 55.8 53.1 50.9 46.2 42.6 40.2 38.5 36.1 34.8 34.7 36.2 36.6 35.9 35.3 35.4 34.9 34.9 34.3 33.9 

全日 67.8 65.6 63.5 60.8 58.0 54.9 51.8 48.6 44.6 41.5 41.3 41.9 39.0 40.1 40.4 42.3 41.0 42.0 41.2 41.0 39.0 38.4 36.5 35.8 

環境

⑧ 

昼間 65.2 63.8 62.4 60.7 59.0 57.0 54.7 52.3 49.4 46.9 45.5 45.0 46.4 45.8 43.6 43.0 42.5 42.6 43.2 42.3 40.2 39.1 38.5 38.1 

夜間 65.0 63.5 62.1 60.2 58.8 56.6 53.9 51.4 48.7 46.1 43.8 42.8 40.1 38.7 37.8 36.4 35.3 34.4 34.4 32.8 32.6 31.2 30.1 30.4 

全日 65.1 63.7 62.3 60.6 58.9 56.8 54.4 52.0 49.2 46.7 45.0 44.4 45.1 44.4 42.4 41.7 41.1 41.2 41.7 40.7 38.8 37.6 37.1 36.7 
 
2 日目               調査期間：令和元年 12 月 12 日 12 時 ～ 13 日 12 時 

調査

地点 

時間

区分 

中心周波数（Hz） 

1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80 100 125 160 200 

環境

① 

昼間 52.3 50.9 49.3 46.7 45.1 44.0 41.8 39.6 37.8 37.1 36.2 35.1 34.5 34.2 35.4 35.8 36.3 34.4 36.3 38.8 34.2 30.5 29.1 27.1 

夜間 45.3 44.5 44.7 42.7 42.6 43.1 41.3 39.1 37.4 37.0 36.2 35.1 32.9 31.3 30.9 28.8 29.6 31.6 32.4 29.1 31.5 27.0 23.6 24.3 

全日 50.7 49.3 48.1 45.5 44.3 43.7 41.6 39.4 37.7 37.0 36.2 35.1 33.9 33.3 34.1 34.2 34.7 33.6 35.2 37.0 33.3 29.5 27.7 26.3 

環境

② 

昼間 47.7 47.0 46.2 45.5 44.8 44.7 42.2 39.2 36.9 36.4 36.6 36.3 37.5 37.2 38.9 42.3 46.7 43.6 43.4 46.2 42.3 40.0 35.2 35.3 

夜間 45.8 46.3 47.2 45.5 45.3 45.2 43.4 41.2 38.7 38.6 38.6 36.5 34.5 32.7 31.4 30.8 31.4 31.7 31.6 29.5 27.0 24.8 23.0 22.1 

全日 47.1 46.7 46.6 45.5 45.0 44.9 42.7 40.1 37.7 37.4 37.5 36.4 36.6 35.9 37.3 40.4 44.7 41.7 41.5 44.2 40.3 38.0 33.3 33.3 

環境

③ 

昼間 50.0 48.7 47.5 47.0 46.7 46.2 43.3 40.5 39.4 38.2 37.5 37.4 38.8 37.9 38.7 38.8 40.5 42.4 41.3 43.5 38.0 32.6 31.8 29.0 

夜間 56.2 54.7 53.1 50.8 49.2 47.5 44.7 41.5 39.4 38.8 37.9 37.1 34.7 33.5 34.0 33.5 35.0 35.3 33.7 31.1 29.5 27.3 25.7 23.8 

全日 53.6 52.1 50.6 48.9 47.9 46.8 43.9 40.9 39.4 38.5 37.7 37.3 37.6 36.7 37.4 37.3 39.0 40.7 39.6 41.5 36.2 31.1 30.3 27.6 

環境

④ 

昼間 59.1 57.3 56.0 54.2 51.5 49.4 46.9 44.1 42.2 40.4 38.6 39.1 40.8 39.2 40.7 40.0 41.1 40.7 41.1 43.9 36.3 34.3 32.7 30.0 

夜間 63.1 61.1 58.9 56.7 54.3 52.6 50.6 47.9 45.6 43.3 41.3 40.7 39.9 38.5 38.2 36.7 36.6 38.0 38.5 37.2 35.7 33.1 32.1 31.4 

全日 61.1 59.2 57.3 55.3 52.8 50.9 48.7 46.0 43.8 41.7 39.9 39.8 40.5 39.0 39.9 39.0 39.9 39.9 40.3 42.4 36.1 33.9 32.5 30.6 

環境

⑤ 

昼間 61.9 59.3 57.4 54.7 52.6 49.9 46.5 43.9 41.9 41.6 41.5 41.8 47.1 51.2 56.2 53.3 47.1 49.4 48.9 49.5 47.1 45.1 45.7 44.7 

夜間 60.1 57.5 54.9 52.6 49.3 47.3 44.7 42.1 40.0 39.3 37.2 36.4 34.2 33.4 34.4 33.9 32.3 40.9 40.9 37.6 38.1 36.9 36.4 35.5 

全日 61.3 58.7 56.6 54.0 51.6 49.1 45.9 43.3 41.3 40.8 40.3 40.5 45.2 49.1 54.1 51.3 45.1 47.7 47.2 47.6 45.3 43.4 43.9 43.0 

環境

⑥ 

昼間 68.4 67.2 65.0 63.4 61.2 59.4 56.8 54.3 51.2 48.5 46.4 44.5 44.1 42.8 42.7 42.0 40.7 40.4 40.2 40.9 37.9 36.9 36.3 35.8 

夜間 63.5 61.8 60.3 58.1 56.2 54.0 51.1 48.8 45.7 43.6 41.6 40.0 38.7 37.9 37.2 35.6 33.9 34.4 34.0 34.2 33.3 32.9 31.4 31.1 

全日 67.1 65.8 63.8 62.0 59.9 58.0 55.4 52.9 49.8 47.2 45.1 43.3 42.7 41.5 41.3 40.5 39.1 39.0 38.7 39.3 36.7 35.8 35.0 34.5 

環境

⑦ 

昼間 63.6 61.3 59.1 57.1 54.2 52.1 48.4 44.4 41.7 40.1 39.0 39.4 40.8 39.7 41.5 40.4 38.9 39.4 40.5 39.6 37.5 34.7 34.0 33.1 

夜間 62.5 61.2 58.8 56.3 53.1 50.6 47.0 44.6 40.4 39.7 38.0 37.5 35.1 34.5 34.5 33.2 33.4 32.8 32.7 31.1 29.1 28.3 27.8 27.8 

全日 63.2 61.3 59.0 56.8 53.8 51.6 47.9 44.5 41.3 39.9 38.6 38.7 39.4 38.4 39.9 38.8 37.5 37.8 38.8 37.9 35.8 33.2 32.5 31.7 

環境

⑧ 

昼間 61.5 60.2 59.1 57.4 55.8 53.3 50.6 47.9 45.0 42.7 41.3 41.0 41.1 45.2 42.1 39.9 42.3 42.6 41.1 39.9 38.5 35.4 33.4 33.1 

夜間 53.6 52.5 51.2 49.5 47.8 46.0 43.0 41.3 38.9 37.2 35.7 35.6 33.3 33.1 32.6 30.7 30.2 30.7 32.0 29.8 28.6 29.3 24.6 24.4 

全日 59.8 58.6 57.5 55.7 54.1 51.7 49.0 46.4 43.5 41.3 39.9 39.6 39.4 43.3 40.3 38.2 40.4 40.7 39.3 38.1 36.7 34.0 31.6 31.4 

注：1．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22 時、夜間 22 ～

6 時）を示す。 

2．各時間帯の値は、エネルギー平均により算出した。 

  



 

10.1.1-117 

(487) 

表 10.1.1.4-3(2) 平坦特性の 1/3 オクターブバンド音圧レベル分析結果（冬季） 

（単位：デシベル） 

3 日目               調査期間：令和元年 12 月 14 日 12 時 ～ 15 日 12 時 

調査

地点 

時間

区分 

中心周波数（Hz） 

1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80 100 125 160 200 

環境

① 

昼間 50.1 47.9 45.2 42.5 40.4 38.6 36.0 34.2 33.0 32.3 32.9 33.0 35.1 35.3 37.3 36.1 34.8 35.4 36.1 36.3 33.6 30.8 29.1 28.8 

夜間 41.6 42.3 40.9 37.3 36.1 36.3 34.4 32.5 31.2 30.6 30.3 29.2 30.7 28.6 27.1 25.7 27.6 30.2 29.9 27.6 31.2 26.0 23.7 25.3 

全日 48.6 46.6 44.2 41.3 39.4 37.9 35.5 33.6 32.5 31.8 32.2 32.0 34.0 33.9 35.6 34.5 33.4 34.2 34.8 34.7 32.9 29.7 27.9 27.9 

環境

② 

昼間 44.4 44.0 40.1 37.1 35.9 35.4 33.8 32.4 31.5 31.4 32.8 32.4 33.4 32.9 32.7 32.9 34.0 36.1 35.8 35.3 34.7 29.6 27.2 26.8 

夜間 43.9 44.5 43.5 39.8 38.7 37.8 37.0 35.2 32.4 32.8 33.1 30.7 32.6 29.3 28.6 28.8 29.4 31.4 29.9 27.7 26.3 24.9 23.5 24.8 

全日 44.3 44.2 41.6 38.2 37.1 36.4 35.2 33.6 31.8 31.9 32.9 31.9 33.1 32.0 31.6 31.8 32.9 35.0 34.5 33.9 33.1 28.4 26.3 26.2 

環境

③ 

昼間 51.9 50.2 46.9 44.1 42.0 39.5 37.4 35.2 33.9 33.9 36.3 36.0 35.3 34.9 36.5 35.5 36.8 39.2 39.8 39.3 37.7 33.8 32.3 28.9 

夜間 56.0 53.8 51.9 49.8 46.9 45.0 42.4 39.5 37.2 37.1 36.7 35.7 37.1 32.9 33.2 34.2 36.3 37.1 34.5 31.7 30.4 28.0 26.9 26.4 

全日 53.8 51.8 49.3 47.0 44.4 42.2 39.9 37.2 35.4 35.3 36.4 35.9 36.0 34.3 35.6 35.1 36.6 38.6 38.5 37.9 36.3 32.5 31.1 28.2 

環境

④ 

昼間 53.1 51.7 49.7 47.1 44.8 42.5 40.5 37.9 35.9 35.0 38.2 37.0 36.0 36.0 37.2 37.6 39.3 38.5 39.2 40.1 35.4 34.6 35.7 31.7 

夜間 60.0 57.5 55.5 53.5 51.5 49.3 48.5 46.2 43.5 40.8 38.7 37.9 37.3 34.2 34.0 33.2 33.7 35.4 34.5 33.5 33.7 31.5 28.2 28.6 

全日 56.8 54.6 52.6 50.5 48.4 46.2 45.1 42.6 40.1 38.0 38.4 37.3 36.5 35.5 36.3 36.5 38.1 37.7 38.1 38.7 34.9 33.8 34.2 30.8 

環境

⑤ 

昼間 56.4 54.1 52.0 48.4 45.5 42.7 40.0 38.0 36.5 35.7 38.7 36.1 36.2 38.6 43.1 42.1 41.0 41.8 40.5 43.4 42.0 41.5 40.8 39.0 

夜間 50.0 47.8 44.3 40.8 38.4 37.4 35.4 34.2 32.6 31.5 30.6 31.1 29.8 29.8 32.8 33.2 29.9 30.0 37.6 41.1 31.7 32.8 32.9 32.2 

全日 54.9 52.7 50.4 46.8 44.0 41.4 38.8 37.0 35.5 34.6 37.1 34.9 34.8 37.0 41.4 40.4 39.3 40.0 39.6 42.7 40.3 39.8 39.2 37.5 

環境

⑥ 

昼間 56.5 55.1 53.6 51.3 49.4 46.7 43.9 41.4 38.9 37.9 42.1 39.3 39.2 39.5 40.5 38.7 36.9 36.9 37.3 37.2 37.2 36.9 33.7 34.0 

夜間 57.2 54.8 53.0 50.8 48.8 47.2 44.7 42.5 40.0 37.8 36.5 35.6 34.4 33.3 34.0 31.1 29.9 30.5 30.3 32.9 32.1 30.4 28.1 29.3 

全日 56.7 55.0 53.4 51.1 49.2 46.9 44.2 41.8 39.3 37.9 40.9 38.3 38.1 38.1 39.2 37.2 35.5 35.5 35.8 36.1 36.0 35.5 32.4 32.8 

環境

⑦ 

昼間 52.1 49.9 47.0 43.8 41.1 38.7 36.6 35.1 34.4 35.4 41.0 37.6 36.4 36.2 37.6 36.9 37.1 37.6 39.2 39.6 36.0 32.3 31.5 30.8 

夜間 53.1 50.9 48.3 45.0 42.5 39.6 37.3 34.5 33.1 31.9 31.5 32.7 32.4 27.2 27.8 28.1 28.1 28.5 29.0 29.4 26.8 26.0 25.7 26.8 

全日 52.5 50.2 47.5 44.3 41.6 39.1 36.9 34.9 34.0 34.5 39.4 36.5 35.4 34.6 36.0 35.3 35.6 36.1 37.6 38.0 34.4 30.9 30.3 29.8 

環境

⑧ 

昼間 54.8 53.7 52.4 50.6 48.6 46.0 43.5 40.7 38.3 36.6 37.6 37.5 37.2 37.7 39.3 36.9 37.6 40.7 54.4 44.1 35.1 39.1 34.2 34.2 

夜間 44.1 43.2 40.4 38.0 36.3 34.9 33.3 31.3 30.2 29.8 29.2 28.6 28.3 26.1 28.2 27.0 26.8 27.8 29.7 27.6 26.2 29.6 24.1 25.8 

全日 53.1 52.0 50.6 48.7 46.8 44.2 41.8 39.0 36.7 35.1 35.9 35.9 35.5 35.9 37.5 35.2 35.9 38.9 52.4 42.2 33.5 37.4 32.5 32.6 
 
3 日間平均        調査期間：令和元年 12 月 11 日 12 時 ～ 13 日 12 時、14日 12 時 ～ 15 日 12 時 

調査

地点 

時間

区分 

中心周波数（Hz） 

1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80 100 125 160 200 

環境

① 

昼間 51.8 49.8 47.8 45.4 43.5 41.9 39.6 37.7 36.1 35.4 37.9 37.1 40.2 39.4 38.1 37.9 37.7 36.6 38.0 38.9 35.6 33.9 31.8 31.3 

夜間 49.6 49.0 45.9 42.9 42.0 40.7 38.9 37.2 35.6 34.7 34.1 33.3 31.6 29.8 29.0 27.7 28.8 30.7 30.8 28.3 31.4 26.6 24.0 25.1 

全日 51.0 49.4 47.2 44.6 43.0 41.5 39.3 37.5 35.9 35.2 36.9 36.2 38.7 37.8 36.5 36.3 36.2 35.4 36.6 37.2 34.5 32.5 30.3 30.1 

環境

② 

昼間 46.3 45.6 43.6 42.3 41.4 41.3 39.0 36.6 35.0 34.7 36.6 36.5 39.5 38.8 37.6 41.0 44.4 44.6 41.3 43.3 40.5 38.9 34.5 34.1 

夜間 45.5 45.3 44.8 42.5 42.0 41.7 40.1 38.1 35.7 35.6 35.7 34.0 32.8 30.6 29.4 29.2 29.8 30.7 29.9 27.9 26.0 24.4 23.1 23.2 

全日 46.0 45.5 44.1 42.3 41.6 41.5 39.5 37.3 35.3 35.1 36.3 35.8 38.1 37.3 36.0 39.2 42.6 42.8 39.6 41.4 38.7 37.1 32.8 32.4 

環境

③ 

昼間 50.1 48.5 46.3 44.7 43.8 42.9 40.4 38.1 37.2 36.4 36.9 36.8 37.0 37.1 38.8 38.9 40.1 41.5 42.4 43.8 39.4 35.9 33.0 31.3 

夜間 54.6 52.8 51.0 48.8 46.7 45.0 42.4 39.5 37.7 37.2 36.6 35.9 35.2 32.8 33.1 33.5 34.9 35.2 33.4 31.1 29.8 27.7 26.7 25.9 

全日 52.4 50.6 48.7 46.7 45.2 43.8 41.2 38.7 37.4 36.7 36.8 36.5 36.4 36.0 37.5 37.7 38.8 40.1 40.8 42.1 37.8 34.4 31.7 30.1 

環境

④ 

昼間 56.9 55.3 53.8 51.9 49.0 46.6 44.1 41.5 39.5 38.0 39.0 38.3 38.7 38.4 39.9 40.1 40.1 40.8 40.9 42.3 37.8 35.7 35.2 32.7 

夜間 61.8 59.6 57.2 55.1 53.6 51.0 49.1 46.4 43.6 41.3 39.3 38.8 38.0 36.4 36.2 34.9 34.9 36.6 36.8 35.8 35.0 32.3 30.7 30.3 

全日 59.3 57.4 55.3 53.3 51.2 48.7 46.6 44.0 41.5 39.5 39.1 38.5 38.5 37.8 38.9 38.9 38.9 39.7 39.9 40.9 37.0 34.8 34.1 32.0 

環境

⑤ 

昼間 63.6 61.4 59.3 56.9 54.3 51.8 48.9 46.0 43.2 41.5 41.6 40.5 43.3 47.0 51.8 49.2 43.9 45.7 45.3 46.4 44.1 42.6 42.8 41.7 

夜間 65.2 63.5 61.2 59.0 56.1 53.3 50.0 47.1 44.2 42.3 39.7 38.2 36.4 34.8 35.3 34.7 32.7 37.7 38.7 39.6 35.8 35.2 34.9 34.0 

全日 64.2 62.2 60.0 57.7 55.0 52.3 49.3 46.4 43.6 41.8 40.9 39.8 41.8 45.0 49.8 47.3 42.1 44.1 43.8 44.9 42.4 41.0 41.1 40.1 

環境

⑥ 

昼間 72.1 70.7 68.8 67.1 65.1 63.1 60.9 58.4 55.4 52.3 49.9 47.4 46.4 44.3 43.5 42.6 41.0 41.1 41.1 40.7 39.6 38.8 37.7 37.2 

夜間 72.7 71.6 70.1 68.2 66.2 64.2 61.9 59.4 56.3 53.2 50.4 48.0 46.7 43.5 41.7 39.6 38.6 38.9 39.6 37.7 36.8 36.1 34.8 34.1 

全日 72.2 71.0 69.3 67.5 65.5 63.5 61.2 58.8 55.7 52.6 50.0 47.6 46.4 44.0 43.0 41.8 40.2 40.5 40.6 39.8 38.8 38.0 36.9 36.3 

環境

⑦ 

昼間 64.2 61.9 59.9 57.6 54.7 51.7 48.2 44.2 41.2 39.4 40.8 40.6 39.4 39.6 40.6 41.1 39.9 40.8 41.0 40.7 38.3 36.6 34.9 34.1 

夜間 64.8 62.9 60.4 57.5 54.7 52.3 49.4 47.1 42.6 39.9 37.8 36.9 34.8 33.3 33.3 33.6 33.9 33.4 33.0 32.7 31.6 31.4 30.9 30.7 

全日 64.4 62.3 60.1 57.6 54.7 51.9 48.6 45.4 41.7 39.5 39.9 39.6 38.3 38.2 39.2 39.7 38.6 39.4 39.5 39.2 36.8 35.3 33.9 33.2 

環境

⑧ 

昼間 62.2 60.9 59.6 57.9 56.2 54.0 51.6 49.1 46.2 43.8 42.6 42.2 43.1 44.1 42.0 40.6 41.3 42.1 50.1 42.4 38.4 38.2 36.0 35.7 

夜間 60.6 59.1 57.7 55.8 54.4 52.2 49.5 47.1 44.4 41.9 39.8 38.9 36.4 35.2 34.5 33.0 32.1 31.8 32.4 30.6 29.9 30.1 27.2 27.7 

全日 61.7 60.3 59.0 57.3 55.6 53.4 50.9 48.5 45.7 43.3 41.8 41.3 41.7 42.5 40.5 39.2 39.7 40.4 48.2 40.6 36.8 36.6 34.4 34.2 

注：1．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22 時、夜間 22 ～

6 時）を示す。 

2．各時間帯の値は、エネルギー平均により算出した。 

  



 

10.1.1-118 

(488) 

表 10.1.1.4-3(3) 平坦特性の 1/3 オクターブバンド音圧レベル分析結果（春季） 

（単位：デシベル） 

1 日目                 調査期間：令和 2 年 4 月 2 日 12 時 ～ 3 日 12 時 

調査

地点 

時間

区分 

中心周波数（Hz） 

1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80 100 125 160 200 

環境

① 

昼間 61.6 59.8 58.2 56.9 53.9 52.0 48.9 46.2 42.1 38.6 37.8 38.5 35.5 36.0 37.4 35.3 37.9 37.8 38.3 41.5 39.8 35.6 33.3 32.0 

夜間 36.1 35.0 32.0 29.6 29.5 29.9 28.6 28.6 29.7 29.4 28.9 29.5 31.8 34.7 34.4 31.7 34.3 36.1 34.7 36.1 33.0 30.2 28.7 28.3 

全日 59.8 58.0 56.4 55.1 52.2 50.3 47.2 44.5 40.5 37.1 36.3 37.0 34.5 35.6 36.6 34.4 37.0 37.3 37.4 40.3 38.4 34.4 32.2 31.0 

環境

② 

昼間 45.2 43.9 40.7 38.7 38.4 39.1 37.5 35.6 35.1 36.0 37.2 37.3 36.7 36.2 37.3 36.9 42.1 42.1 39.7 43.1 41.0 34.3 32.4 31.1 

夜間 39.0 38.2 35.2 31.8 31.8 31.9 30.9 30.3 31.3 33.2 33.5 30.7 30.9 32.9 32.2 32.6 39.5 43.1 35.7 34.5 32.7 29.1 25.7 24.2 

全日 43.9 42.7 39.5 37.3 37.1 37.7 36.2 34.4 34.1 35.2 36.3 36.0 35.4 35.4 36.2 35.9 41.4 42.4 38.7 41.6 39.5 33.2 31.1 29.8 

環境

③ 

昼間 55.1 53.1 50.8 48.1 45.6 42.9 40.1 38.1 37.0 35.9 37.5 40.3 37.7 38.5 40.4 40.1 47.0 44.7 46.9 50.2 45.2 39.3 37.5 33.7 

夜間 39.2 38.5 35.9 32.9 32.2 33.0 32.5 31.9 33.9 33.6 32.4 32.7 31.4 34.4 36.3 34.5 41.1 44.4 43.8 41.8 38.8 33.5 28.1 25.8 

全日 53.4 51.4 49.1 46.4 43.9 41.4 38.7 36.9 36.2 35.2 36.4 38.9 36.4 37.5 39.4 38.9 45.7 44.6 46.1 48.8 43.9 38.1 36.0 32.3 

環境

④ 

昼間 61.1 60.0 58.4 57.2 55.1 52.7 48.5 47.8 43.8 40.8 40.5 39.3 39.5 37.9 38.6 38.0 39.8 39.1 40.2 43.1 41.2 38.9 34.6 31.7 

夜間 42.3 41.4 38.5 35.4 34.8 34.2 33.0 31.9 32.9 33.6 33.0 33.1 30.7 30.9 32.4 31.3 33.5 37.1 35.0 32.5 30.2 25.9 20.7 16.5 

全日 59.4 58.3 56.7 55.4 53.3 51.0 46.8 46.1 42.2 39.5 39.1 38.0 38.1 36.5 37.3 36.7 38.5 38.5 39.1 41.5 39.6 37.3 33.0 30.0 

環境

⑤ 

昼間 66.5 65.4 62.8 61.1 58.4 55.7 53.7 49.2 47.4 44.3 42.7 40.9 41.8 45.1 45.3 47.2 46.2 46.1 43.8 43.4 40.0 41.0 40.1 40.0 

夜間 44.4 41.6 37.9 34.4 33.3 32.7 32.5 32.8 33.4 34.2 32.7 32.6 31.3 31.5 32.7 36.6 38.9 37.6 35.3 35.3 33.9 35.8 34.1 34.8 

全日 64.7 63.7 61.0 59.3 56.6 53.9 51.9 47.5 45.7 42.8 41.1 39.4 40.3 43.4 43.7 45.6 44.8 44.6 42.3 42.0 38.8 39.9 38.8 38.8 

環境

⑥ 

昼間 69.7 67.7 65.5 63.1 60.3 57.5 54.9 52.2 49.3 46.6 45.4 44.4 44.8 45.9 46.7 48.6 45.6 47.1 41.2 40.0 43.2 46.0 40.9 42.0 

夜間 48.1 47.0 44.5 42.6 40.5 38.8 36.4 34.6 35.0 35.6 36.9 39.2 39.0 38.3 37.4 36.5 34.6 32.8 32.1 41.2 32.9 30.0 27.6 29.0 

全日 68.0 66.0 63.8 61.4 58.6 55.8 53.1 50.5 47.6 45.0 43.9 43.3 43.5 44.5 45.2 47.0 44.0 45.4 39.7 40.4 41.7 44.3 39.2 40.3 

環境

⑦ 

昼間 61.8 59.6 57.2 54.4 51.9 49.0 45.6 42.6 40.0 38.1 40.3 39.1 38.5 37.3 37.3 39.0 40.4 42.6 43.6 41.2 39.4 36.3 34.4 33.7 

夜間 50.3 47.0 42.3 37.9 35.2 33.8 33.0 32.6 34.2 34.0 33.6 34.7 32.5 31.1 34.0 34.9 36.7 40.8 43.0 40.6 39.3 35.0 32.5 31.9 

全日 60.2 58.0 55.5 52.6 50.2 47.3 44.0 41.0 38.7 37.1 39.0 38.0 37.3 36.1 36.5 38.0 39.5 42.1 43.4 41.0 39.4 35.9 33.9 33.2 

環境

⑧ 

昼間 68.0 67.2 66.0 64.9 63.5 62.1 60.2 58.0 55.4 52.7 50.3 48.1 46.0 45.0 43.4 42.0 45.5 44.5 43.8 41.0 40.9 39.8 38.4 38.5 

夜間 37.8 36.6 34.6 31.6 31.3 31.6 31.1 30.9 31.5 32.0 31.0 32.0 30.6 29.7 32.9 34.9 37.2 37.2 37.9 35.9 34.5 34.8 35.7 35.8 

全日 66.3 65.4 64.2 63.1 61.8 60.3 58.5 56.2 53.7 51.0 48.6 46.4 44.3 43.3 41.8 40.6 44.1 43.1 42.6 39.8 39.6 38.6 37.7 37.8 
 
2 日目                 調査期間：令和 2 年 4 月 3 日 12 時 ～ 4 日 12 時 

調査

地点 

時間

区分 

中心周波数（Hz） 

1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80 100 125 160 200 

環境

① 

昼間 55.2 53.3 50.0 46.7 43.1 40.3 37.0 34.3 32.1 30.5 30.2 31.4 31.7 33.6 35.9 35.8 33.8 33.0 33.9 35.2 35.9 36.9 31.8 31.4 

夜間 34.8 33.3 29.9 27.5 27.2 27.1 26.2 25.9 26.8 25.9 27.0 25.4 24.0 23.6 28.7 26.5 23.7 29.0 25.9 26.3 34.1 27.5 25.0 26.5 

全日 53.3 51.3 48.0 44.8 41.2 38.5 35.2 32.6 30.8 29.3 29.3 30.0 30.2 31.9 34.4 34.2 32.1 32.0 32.4 33.5 35.3 35.3 30.3 30.2 

環境

② 

昼間 45.6 43.7 40.1 36.9 35.9 33.8 32.2 31.4 31.7 31.8 32.7 32.9 33.2 33.3 36.4 35.3 39.4 46.3 43.3 38.9 36.4 36.9 34.1 32.2 

夜間 37.3 35.9 32.7 29.7 29.8 29.9 28.6 28.2 29.6 29.5 30.8 28.4 28.5 28.0 29.9 29.9 30.2 32.7 29.4 28.1 24.3 23.1 22.6 22.1 

全日 44.0 42.2 38.6 35.4 34.5 32.7 31.2 30.5 31.0 31.1 32.1 31.7 32.0 32.0 35.0 34.0 37.8 44.5 41.5 37.2 34.6 35.0 32.3 30.5 

環境

③ 

昼間 47.7 45.1 42.3 39.6 37.6 36.1 34.7 37.9 36.5 33.5 35.3 36.8 34.7 35.0 38.8 38.4 43.8 40.4 42.7 44.0 41.0 35.8 34.3 33.7 

夜間 36.8 35.2 32.6 31.1 30.2 30.6 30.0 29.4 30.8 30.0 30.6 29.7 27.6 27.5 32.1 30.6 27.6 28.5 30.8 30.8 27.2 24.7 21.7 21.0 

全日 45.9 43.4 40.6 38.0 36.1 34.8 33.5 36.3 35.2 32.5 34.1 35.3 33.2 33.4 37.3 36.9 41.9 38.6 40.9 42.2 39.2 34.0 32.5 31.9 

環境

④ 

昼間 55.9 53.7 51.0 47.6 44.4 41.4 38.4 35.8 34.4 33.3 35.1 34.6 35.8 36.0 36.3 38.8 39.5 40.3 39.2 42.6 39.1 34.9 36.0 32.0 

夜間 39.4 37.8 35.1 33.1 32.6 31.9 31.4 30.5 30.9 29.9 31.5 32.8 31.2 30.1 34.0 31.1 31.3 33.8 33.4 31.7 32.9 29.5 22.2 20.9 

全日 54.0 51.8 49.1 45.8 42.6 39.7 36.9 34.5 33.4 32.3 34.1 34.1 34.6 34.7 35.6 37.3 37.9 38.8 37.9 40.8 37.7 33.6 34.1 30.3 

環境

⑤ 

昼間 70.9 69.3 68.1 66.4 65.0 62.8 60.4 57.7 54.8 52.5 49.1 46.1 49.0 48.1 44.8 46.1 46.6 48.0 44.6 45.1 42.8 43.9 43.2 43.2 

夜間 54.0 52.0 49.2 46.3 43.9 41.8 39.1 36.9 35.4 34.6 37.6 34.3 36.9 36.1 35.9 40.4 41.1 40.8 40.3 40.6 38.4 40.5 39.7 39.7 

全日 69.2 67.6 66.3 64.6 63.3 61.0 58.7 55.9 53.1 50.7 47.4 44.5 47.4 46.5 43.3 44.9 45.4 46.7 43.6 44.0 41.8 43.1 42.3 42.3 

環境

⑥ 

昼間 58.0 56.1 53.2 50.9 48.2 45.1 42.5 40.1 38.5 37.8 40.5 41.3 42.0 42.6 42.4 43.0 42.5 42.3 37.9 37.4 38.1 43.1 35.3 34.0 

夜間 50.0 48.0 45.3 42.5 39.4 36.7 34.0 32.5 33.6 32.6 35.6 39.4 39.5 39.9 40.9 37.0 35.9 35.6 37.5 35.7 34.6 33.5 29.5 29.3 

全日 56.3 54.4 51.6 49.2 46.4 43.4 40.8 38.5 37.2 36.5 39.2 40.7 41.2 41.8 41.9 41.6 41.0 40.7 37.7 36.8 37.0 41.3 33.9 32.7 

環境

⑦ 

昼間 49.0 45.8 42.2 39.1 36.8 35.2 33.9 32.3 33.4 33.2 34.5 35.0 35.8 36.8 37.4 38.5 41.0 42.0 41.9 42.3 39.3 36.1 34.6 33.0 

夜間 50.6 46.9 42.3 38.0 34.8 32.5 31.2 30.4 32.9 30.9 31.7 33.8 30.5 32.8 38.6 33.4 35.9 39.7 41.3 41.0 37.3 33.7 31.9 30.4 

全日 49.7 46.2 42.3 38.7 36.2 34.4 33.1 31.7 33.2 32.5 33.7 34.6 34.5 35.7 37.9 37.3 39.8 41.3 41.7 41.9 38.7 35.3 33.8 32.3 

環境

⑧ 

昼間 59.4 58.2 56.5 54.4 52.1 49.5 46.7 43.6 41.2 38.9 37.6 36.9 36.7 37.0 39.4 38.8 43.3 43.9 47.6 40.6 39.7 40.1 36.2 35.3 

夜間 36.2 35.0 32.6 29.6 29.3 28.7 28.3 27.6 29.0 28.6 29.3 32.9 29.2 32.0 37.5 31.9 35.0 39.3 38.4 33.9 34.2 33.0 31.0 30.8 

全日 57.4 56.2 54.5 52.4 50.2 47.5 44.8 41.7 39.4 37.2 36.0 35.8 35.1 35.8 38.8 37.3 41.7 42.7 46.0 39.1 38.4 38.6 34.9 34.2 

注：1．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22 時、夜間 22 ～ 

6 時）を示す。 

2．各時間帯の値は、エネルギー平均により算出した。 

 



 

10.1.1-119 

(489) 

表 10.1.1.4-3(4) 平坦特性の 1/3 オクターブバンド音圧レベル分析結果（春季） 

（単位：デシベル） 

3 日目                 調査期間：令和 2 年 4 月 4 日 12 時 ～ 5 日 12 時 

調査

地点 

時間

区分 

中心周波数（Hz） 

1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80 100 125 160 200 

環境

① 

昼間 66.7 65.4 64.1 62.6 59.9 56.9 54.6 51.5 48.6 44.1 41.3 38.4 35.9 36.2 36.9 35.1 37.0 35.0 35.9 35.6 34.0 32.4 30.2 30.5 

夜間 36.1 34.3 31.2 28.9 27.3 26.5 24.9 23.8 24.1 23.1 22.9 22.6 22.0 22.5 21.5 21.5 22.2 28.2 25.5 24.4 31.5 26.7 23.6 25.5 

全日 64.9 63.7 62.4 60.8 58.2 55.2 52.9 49.8 46.8 42.3 39.6 36.7 34.2 34.5 35.2 33.5 35.3 33.7 34.3 34.0 33.3 31.2 28.9 29.3 

環境

② 

昼間 49.5 47.0 44.5 41.6 39.5 38.1 36.7 35.5 34.9 34.4 34.2 33.7 34.3 34.9 38.3 37.1 43.5 46.6 53.0 47.0 37.2 39.8 36.7 34.6 

夜間 38.6 36.8 33.9 30.6 29.1 28.4 26.9 25.1 24.9 24.7 24.9 25.0 28.6 28.1 26.7 27.6 28.3 30.4 29.0 26.7 23.7 22.7 21.4 21.3 

全日 47.9 45.4 42.9 40.0 37.9 36.5 35.1 34.0 33.4 32.8 32.7 32.3 33.0 33.5 36.7 35.6 41.8 44.9 51.2 45.3 35.5 38.1 35.0 33.0 

環境

③ 

昼間 53.6 51.6 48.6 45.5 43.2 40.6 37.4 35.5 34.6 34.9 36.3 38.1 35.5 34.1 37.1 38.9 52.1 51.3 40.0 35.4 35.0 31.9 31.2 30.2 

夜間 38.2 36.2 33.3 30.4 29.0 28.0 26.2 25.3 25.5 24.9 25.0 26.1 24.5 24.3 25.8 27.4 26.4 27.5 29.9 28.9 26.2 24.0 20.7 20.7 

全日 51.8 49.8 46.8 43.7 41.5 38.9 35.8 33.8 33.1 33.3 34.6 36.4 33.8 32.4 35.4 37.2 50.3 49.4 38.4 34.1 33.4 30.4 29.6 28.6 

環境

④ 

昼間 67.4 65.6 63.8 62.0 59.6 57.1 53.4 50.8 47.7 44.3 41.7 40.0 38.6 38.4 38.7 38.7 46.8 42.1 40.3 42.2 40.3 39.8 36.6 35.3 

夜間 49.0 48.9 44.5 42.2 39.8 37.9 33.7 32.4 29.8 28.1 27.2 28.1 28.8 28.0 29.8 30.0 30.3 33.6 34.6 33.1 32.1 28.8 23.1 21.0 

全日 65.7 63.9 62.1 60.3 57.9 55.4 51.6 49.1 46.0 42.6 40.0 38.3 37.1 36.8 37.2 37.2 45.1 40.7 39.1 40.7 38.9 38.2 34.9 33.7 

環境

⑤ 

昼間 66.3 64.6 62.8 60.6 57.5 55.1 52.3 48.7 45.7 43.4 41.1 41.0 45.9 45.8 46.0 46.8 46.4 43.0 42.2 42.4 42.9 41.0 39.7 37.8 

夜間 48.1 44.9 41.5 37.8 34.8 32.4 30.0 28.3 27.4 26.6 25.6 26.3 27.9 27.3 29.2 32.4 32.6 34.4 35.9 33.0 31.8 35.2 32.0 30.5 

全日 64.6 62.9 61.1 58.8 55.8 53.4 50.5 47.0 44.0 41.7 39.4 39.3 44.2 44.1 44.3 45.1 44.8 41.5 40.9 40.8 41.3 39.8 38.3 36.5 

環境

⑥ 

昼間 77.2 75.5 73.5 71.3 68.7 66.1 63.4 60.7 58.0 55.5 52.8 50.1 48.1 46.4 45.3 43.6 43.7 42.4 42.8 41.4 41.6 42.1 39.4 39.6 

夜間 60.8 58.8 57.5 54.4 52.1 48.6 45.5 42.1 39.2 36.6 35.5 36.9 37.5 37.2 35.3 34.5 32.0 31.1 32.8 34.7 32.4 31.7 29.4 28.9 

全日 75.5 73.8 71.8 69.6 67.0 64.4 61.7 59.0 56.3 53.7 51.0 48.4 46.5 44.9 43.8 42.1 42.1 40.8 41.2 40.0 40.1 40.5 37.9 38.0 

環境

⑦ 

昼間 67.8 66.8 65.5 62.6 59.9 57.7 54.9 51.4 47.5 44.4 41.1 38.6 36.8 36.5 37.8 38.0 37.0 37.3 38.0 38.9 38.0 35.7 34.7 33.5 

夜間 45.4 42.0 38.4 37.5 33.3 31.8 29.7 27.8 28.1 26.9 26.5 28.3 27.9 27.1 28.8 30.6 29.6 33.1 35.9 36.7 36.8 33.0 30.3 28.8 

全日 66.1 65.0 63.8 60.8 58.1 56.0 53.2 49.7 45.8 42.7 39.4 37.1 35.3 34.9 36.3 36.6 35.6 36.3 37.4 38.3 37.6 35.0 33.6 32.4 

環境

⑧ 

昼間 71.0 70.2 68.9 67.8 66.6 65.3 63.6 61.4 59.0 56.6 54.1 51.5 49.5 47.5 45.6 43.5 50.3 51.4 52.0 44.1 42.1 42.2 38.7 38.0 

夜間 45.7 43.1 40.1 37.5 35.0 31.9 29.9 27.5 26.7 25.4 24.4 25.4 26.4 26.4 29.1 27.5 27.8 30.6 33.0 29.5 27.9 31.8 28.7 28.4 

全日 69.2 68.4 67.2 66.1 64.8 63.5 61.8 59.6 57.3 54.8 52.4 49.7 47.7 45.8 43.9 41.8 48.6 49.7 50.2 42.4 40.4 40.6 37.1 36.5 
 
3 日間平均            調査期間：調査期間：令和 2 年 4 月 2 日 12 時 ～ 5 日 12 時 

調査

地点 

時間

区分 

中心周波数（Hz） 

1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80 100 125 160 200 

環境

① 

昼間 63.3 61.9 60.5 59.0 56.2 53.4 50.9 47.9 44.8 40.6 38.4 37.1 34.7 35.4 36.8 35.4 36.6 35.7 36.4 38.5 37.3 35.3 31.9 31.3 

夜間 35.7 34.3 31.1 28.8 28.1 28.1 26.8 26.5 27.5 26.9 26.9 26.8 28.1 30.5 30.8 28.4 30.1 32.7 30.9 32.0 33.0 28.4 26.3 26.9 

全日 61.5 60.2 58.7 57.1 54.5 51.7 49.2 46.2 43.0 38.8 36.8 35.5 33.4 34.3 35.5 34.1 35.2 34.9 35.2 37.1 36.2 34.0 30.7 30.2 

環境

② 

昼間 47.2 45.1 42.2 39.5 38.2 37.5 36.0 34.6 34.2 34.4 35.1 35.1 35.0 35.0 37.4 36.5 42.0 45.4 48.9 44.2 38.7 37.6 34.8 32.9 

夜間 38.4 37.1 34.1 30.8 30.4 30.3 29.1 28.4 29.3 30.4 31.0 28.6 29.5 30.3 30.1 30.5 35.5 38.9 32.5 31.2 29.0 26.0 23.6 22.7 

全日 45.7 43.7 40.8 38.0 36.7 36.1 34.6 33.3 33.0 33.4 34.1 33.8 33.7 33.9 36.0 35.2 40.7 44.1 47.1 42.5 37.1 35.9 33.1 31.3 

環境

③ 

昼間 53.1 51.0 48.4 45.6 43.2 40.7 37.9 37.3 36.1 34.9 36.5 38.6 36.2 36.3 39.0 39.2 49.0 47.7 44.1 46.5 42.1 36.6 35.1 32.8 

夜間 38.2 36.9 34.2 31.6 30.7 31.0 30.3 29.6 31.3 30.8 30.3 30.3 28.7 30.8 33.2 31.8 36.7 39.8 39.4 37.6 34.5 29.7 24.8 23.2 

全日 51.3 49.3 46.7 43.9 41.5 39.1 36.5 35.9 35.0 33.8 35.1 37.1 34.7 35.0 37.7 37.8 47.3 46.1 43.0 45.0 40.7 35.3 33.5 31.2 

環境

④ 

昼間 63.8 62.1 60.3 58.6 56.2 53.8 49.9 47.9 44.6 41.4 39.9 38.5 38.2 37.5 38.0 38.5 43.4 40.7 39.9 42.6 40.3 38.3 35.8 33.3 

夜間 45.4 45.1 41.1 38.7 36.8 35.4 32.8 31.7 31.4 31.2 31.2 31.8 30.3 29.8 32.4 30.8 31.9 35.1 34.4 32.5 31.9 28.3 22.1 19.9 

全日 62.1 60.4 58.6 56.9 54.5 52.1 48.2 46.2 42.9 39.8 38.4 37.2 36.8 36.1 36.8 37.1 41.8 39.4 38.7 41.0 38.8 36.8 34.1 31.7 

環境

⑤ 

昼間 68.5 66.9 65.3 63.6 61.7 59.4 57.0 54.0 51.2 48.8 45.8 43.4 46.5 46.5 45.4 46.7 46.4 46.2 43.6 43.8 42.1 42.2 41.3 40.9 

夜間 50.6 48.3 45.4 42.3 40.0 38.0 35.6 34.0 33.2 33.0 34.2 32.2 33.6 33.0 33.4 37.6 38.7 38.4 37.8 37.5 35.6 37.9 36.5 36.5 

全日 66.7 65.2 63.6 61.8 60.0 57.6 55.3 52.2 49.5 47.0 44.1 41.8 44.9 44.9 43.8 45.2 45.0 44.8 42.4 42.5 40.8 41.2 40.2 39.9 

環境

⑥ 

昼間 73.2 71.4 69.4 67.2 64.5 61.9 59.2 56.5 53.8 51.3 49.0 46.8 45.7 45.3 45.1 45.8 44.1 44.6 41.1 39.9 41.4 44.1 39.1 39.6 

夜間 56.6 54.6 53.2 50.2 47.8 44.5 41.5 38.4 36.6 35.2 36.0 38.6 38.7 38.6 38.5 36.1 34.5 33.6 34.8 38.2 33.4 32.0 28.9 29.1 

全日 71.5 69.7 67.7 65.5 62.8 60.2 57.5 54.8 52.1 49.6 47.2 45.3 44.3 43.9 43.8 44.3 42.5 42.9 39.8 39.3 40.0 42.4 37.5 38.0 

環境

⑦ 

昼間 64.0 62.8 61.3 58.5 55.8 53.5 50.6 47.2 43.6 40.8 39.4 37.9 37.2 36.9 37.5 38.5 39.8 41.2 41.7 41.0 38.9 36.0 34.6 33.4 

夜間 49.3 45.8 41.3 37.8 34.5 32.8 31.5 30.7 32.4 31.5 31.5 33.0 30.7 30.9 35.4 33.3 35.0 38.9 40.9 39.8 37.9 34.0 31.7 30.5 

全日 62.4 61.1 59.7 56.7 54.0 51.8 49.0 45.5 42.0 39.3 38.0 36.8 35.9 35.6 37.0 37.3 38.7 40.5 41.5 40.6 38.6 35.4 33.8 32.7 

環境

⑧ 

昼間 68.2 67.4 66.1 65.0 63.7 62.3 60.5 58.3 55.9 53.4 50.9 48.5 46.5 44.9 43.5 41.8 47.4 48.0 49.0 42.2 41.0 40.8 37.9 37.5 

夜間 42.0 39.7 37.0 34.2 32.5 31.0 29.9 29.0 29.5 29.5 29.0 31.1 29.1 29.9 34.5 32.4 34.8 37.0 37.0 33.8 33.1 33.4 32.8 32.8 

全日 66.4 65.6 64.3 63.2 61.9 60.5 58.8 56.5 54.2 51.6 49.2 46.7 44.7 43.2 42.0 40.3 45.8 46.4 47.3 40.7 39.5 39.4 36.7 36.4 

注：1．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6 ～ 22 時、夜間 22 ～

6 時）を示す。 

2．各時間帯の値は、エネルギー平均により算出した。 
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②  地表面の状況 

a. 現地調査 

(a) 調査地域 

調査地域は対象事業実施区域及びその周囲とした。 

 

(b) 調査期間 

調査期間は以下のとおりとした。 

令和元年 12 月 12 日 

 

(c) 調査方法 

地表面（裸地・草地・舗装面等）の状況を目視等により調査した。 

 

(d) 調査結果 

対象事業実施区域及びその周囲の地表面は、林地を主とし、畑地、草地、樹木、アス

ファルト等が混在した状況となっていた。 

  



 

10.1.1-121 

(491) 

(2)予測及び評価の結果 

①  土地又は工作物の存在及び供用 

a. 施設の稼働 

(a) 環境保全措置 

風力発電機の稼働に伴う超低周波音の影響を低減するため、以下の環境保全措置を講じ

る。 

・風力発電機の配置位置については可能な限り住宅等から離隔をとる。 

・風力発電設備について適切に整備・点検を実施し、性能維持に努め、超低周波音の原

因となる異音等の発生を抑制する。 

 

(b) 予 測 

ｱ. 予測地域 

対象事業実施区域及びその周囲とした。 
 

ｲ. 予測地点 

現地調査を実施した対象事業実施区域周囲の 8 地点（環境①～環境⑧）とした（図

10.1.1.4-1）。 
 

ｳ. 予測対象時期等 

発電所の運転が定常状態となり、環境影響が最大となる時期とした。 
 

ｴ. 予測手法 

点音源の距離減衰式により、G 特性音圧レベル及び 1/3 オクターブバンド音圧レベルを

予測した。施設の稼働に伴う超低周波音の予測手順は図 10.1.1.4-4 のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.1.1.4-4 施設の稼働に伴う超低周波音の予測手順  

施設の稼働に伴う超低周波音の予測値（合成値） 

 
G 特性音圧レベル 

1/3 オクターブバンド音圧レベル 

・点音源の距離減衰式 

現況値と伝搬計算値との合成 

現況値と伝搬計算値との 

合成値を算出 

伝搬計算 

予測地点の設定 施設の稼働条件の設定 

・種類、稼働台数、位置 

・発生低周波音圧レベル 

・予測地域 

・予測地点位置 

現況値（測定値） 



 

10.1.1-122 

(492) 

(ｱ) 計算式 

すべての風力発電機が同時に稼働するものとし、点音源の距離減衰式にしたがって計

算した。なお、空気の吸収等による減衰、障壁等の回折による減衰、地表面の影響によ

る減衰は考慮しないこととした。 

𝐿 ൌ 𝑃𝑊𝐿 െ 8 െ 20 ൈ logଵ଴ 𝑟 

［記  号］ 

𝐿  ： 音源から距離𝑟における音圧レベル（デシベル） 

𝑃𝑊𝐿 ： 音源の音響パワーレベル（デシベル） 

𝑟  ： 音源からの距離（m） 
 

予測地点における G特性音圧レベルは、それぞれの風力発電機から発生する G特性音圧

レベルを計算し、重合することで求めた。 

𝐿ீ ൌ 10 logଵ଴൫10௅భ/ଵ଴ ൅ 10௅మ/ଵ଴ ൅ ⋯൅ 10௅೙/ଵ଴൯ 

［記 号］ 

𝐿ீ  ： 予測地点におけるG特性音圧レベル（デシベル） 

𝐿௡  ： 𝑛番目の風力発電機によるG特性音圧レベル（デシベル） 
 

(ｲ) 予測条件 

i． 風力発電機の配置及び種類、基数 

予測時における音源としての風力発電機は 6基で、配置図は図 10.1.1.4-1 のとおりで

ある。 
 

ii． 風力発電機のパワーレベルと周波数特性 

風力発電機のパワーレベル及び周波数特性は表 10.1.1.4-4 のとおりである。 
 

表 10.1.1.4-4(1) 風力発電機の仕様とパワーレベル 

項 目 仕 様 

ハブ（ナセル）高さ 110m 

ローター直径 117m 

G 特性パワーレベル（定格風速時） 132.5 デシベル 
 

表 10.1.1.4-4(2) 音源の周波数特性（定格風速時） 

（単位：デシベル） 

 1/3 オクターブバンドレベル（平坦特性） 

中心周波数(Hz) 1.0 1.25 1.6 2.0 2.5 3.15 4.0 5.0 6.3 8.0 10.0 12.5 

パワーレベル 128.5 129.9 130.6 130.0 129.4 129.5 128.0 127.1 125.6 124.3 122.6 121.1 

中心周波数(Hz) 16 20 25 31.5 40 50 63 80 100 125 160 200 

パワーレベル 119.6 117.4 115.5 112.4 110.1 108.2 106.1 104.7 104.8 102.2 102.8 99.3 

 

  



 

10.1.1-123 

(493) 

ｵ. 予測結果 

風力発電施設から発生するG特性音圧レベルの寄与値は表10.1.1.4-5及び図10.1.1.4-

5 のとおり、63～68 デシベルである。 
 

表 10.1.1.4-5 風力発電施設から発生する G 特性音圧レベルの寄与値 

予測地点 

風力発電施設から発生する 

G 特性音圧レベル 

（デシベル） 

近接する風力発電機との距離（上位 3 基）  

風力発電機 No. 直達距離(m) 水平距離(m) 

環境① 68 

6 号機 

5 号機 

4 号機 

1,066 

1,608 

1,916 

968 

1,542 

1,845 

環境② 67 

6 号機 

5 号機 

4 号機 

1,339 

1,722 

1,814 

1,254 

1,654 

1,732 

環境③ 65 

2 号機 

3 号機 

1 号機 

1,726 

2,130 

2,330 

1,664 

2,070 

2,303 

環境④ 66 

1 号機 

2 号機 

3 号機 

1,318 

1,822 

2,185 

1,283 

1,771 

2,139 

環境⑤ 65 

1 号機 

2 号機 

3 号機 

1,478 

2,366 

2,617 

1,422 

2,310 

2,558 

環境⑥ 63 

1 号機 

2 号機 

3 号機 

2,067 

3,124 

3,191 

2,022 

3,078 

3,138 

環境⑦ 64 

5 号機 

6 号機 

4 号機 

2,361 

2,539 

2,644 

2,321 

2,496 

2,588 

環境⑧ 64 

6 号機 

5 号機 

4 号機 

1,918 

2,305 

2,732 

1,857 

2,253 

2,676 

 

 

  



 

10.1.1-124 

(494) 

 

図 10.1.1.4-5 風力発電機から発生する G 特性音圧レベルの寄与値 



 

10.1.1-125 

(495) 

施設の稼働に伴う将来の G 特性音圧レベルの予測結果は表 10.1.1.4-6 のとおりである。 

冬季調査結果を基にした場合、施設の稼働に伴う将来の G 特性音圧レベルは、昼間 64

～68デシベル、夜間 64～68デシベル、全日 64～68デシベルで、現況値からの増分は昼間

5～16 デシベル、夜間 5～23 デシベル、全日で 5～17 デシベルである。 

春季調査結果を基にした場合、施設の稼働に伴う将来の G 特性音圧レベルは、昼間 64

～68デシベル、夜間 63～68デシベル、全日 64～68デシベルで、現況値からの増分は昼間

5～18 デシベル、夜間 11～25 デシベル、全日で 6～20 デシベルである。 

施設の稼働に伴う将来の G 特性音圧レベルはすべての地点において、いずれの季節も

ISO-7196:1995 に示される「超低周波音を感じる最小音圧レベル」である 100 デシベルを

大きく下回っている。 

また、施設の稼働に伴う 1/3 オクターブバンド音圧レベル（平坦特性）寄与値につい

て、「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）に示される「建具

のがたつきが始まるレベル」との比較結果は図 10.1.1.4-6、昭和 55 年度文部省科学研究

費「環境科学」特別研究：超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書

『1 低周波音に対する感覚と評価に関する基礎研究』に記載される「圧迫感・振動感を感

じる音圧レベル」との比較結果は図 10.1.1.4-7 のとおりである。 

「建具のがたつきが始まるレベル」と比較した場合、風力発電施設から発生する1/3オ

クターブバンド音圧レベルの寄与値は、すべての地点において、いずれの季節も「建具の

がたつきが始まるレベル」を下回っている。 

「圧迫感・振動感を感じる音圧レベル」と比較した場合、風力発電施設から発生する

1/3オクターブバンド音圧レベルの寄与値は、中心周波数20Hz以下の超低周波音領域につ

いて、すべての地点において、いずれの季節も「わからない」レベルを下回っている。 

 

  



 

10.1.1-126 
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表 10.1.1.4-6(1) 施設の稼働に伴う将来の G 特性音圧レベルの予測結果（冬季） 

(単位：デシベル) 

         項目 

 

予測地点 

時間 

区分 

G 特性音圧レベル（LGeq） 超低周波音を感じる 

最小音圧レベル 

（ISO-7196:1995） 
現況値 

A 

風力発電施設 

寄与値 

予測値 

B 

増加分 

B－A 

環境① 

昼間 52 

68 

68 16 

100 

夜間 45 68 23 

全日 51 68 17 

環境② 

昼間 52 

67 

67 15 

夜間 46 67 21 

全日 50 67 17 

環境③ 

昼間 51 

65 

65 14 

夜間 48 65 17 

全日 50 65 15 

環境④ 

昼間 52 

66 

66 14 

夜間 51 66 15 

全日 52 66 14 

環境⑤ 

昼間 60 

65 

66 6 

夜間 50 65 15 

全日 58 66 8 

環境⑥ 

昼間 60 

63 

65 5 

夜間 60 65 5 

全日 60 65 5 

環境⑦ 

昼間 53 

64 

64 11 

夜間 49 64 15 

全日 52 64 12 

環境⑧ 

昼間 57 

64 

65 8 

夜間 50 64 14 

全日 55 65 10 

注：1．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6

～ 22 時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

  2．現況音圧レベル（現況値）は調査期間におけるそれぞれの時間帯のエネルギー平均値とした。 

  



 

10.1.1-127 
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表 10.1.1.4-6(2) 施設の稼働に伴う将来の G 特性音圧レベルの予測結果（春季） 

(単位：デシベル) 

         項目 

 

予測地点 

時間 

区分 

G 特性音圧レベル（LGeq） 超低周波音を感じる 

最小音圧レベル 

（ISO-7196:1995） 
現況値 

A 

風力発電施設 

寄与値 

予測値 

B 

増加分 

B－A 

環境① 

昼間 50 

68 

68 18 

100 

夜間 43 68 25 

全日 49 68 19 

環境② 

昼間 49 

67 

67 18 

夜間 43 67 24 

全日 47 67 20 

環境③ 

昼間 50 

65 

65 15 

夜間 44 65 21 

全日 49 65 16 

環境④ 

昼間 52 

66 

66 14 

夜間 44 66 22 

全日 50 66 16 

環境⑤ 

昼間 60 

65 

66 9 

夜間 47 65 23 

全日 58 66 8 

環境⑥ 

昼間 60 

63 

65 5 

夜間 52 63 11 

全日 58 64 6 

環境⑦ 

昼間 51 

64 

64 13 

夜間 45 64 19 

全日 50 64 14 

環境⑧ 

昼間 61 

64 

66 5 

夜間 44 64 20 

全日 59 65 6 

注：1．時間区分は、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく区分（昼間 6

～ 22 時、夜間 22 ～ 6 時）を示す。 

  2．現況音圧レベル（現況値）は調査期間におけるそれぞれの時間帯のエネルギー平均値とした。 
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〔「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）より作成〕 

図 10.1.1.4-6(1) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（環境①：冬季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書」 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究）より作成 

図 10.1.1.4-7(1) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（環境①：冬季全日平均） 
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(499) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）より作成〕 

図 10.1.1.4-6(2) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（環境②：冬季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書」 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究）より作成 

図 10.1.1.4-7(2) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（環境②：冬季全日平均） 
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〔「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）より作成〕 

図 10.1.1.4-6(3) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（環境③：冬季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書」 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究）より作成 

図 10.1.1.4-7(3) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（環境③：冬季全日平均） 
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〔「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）より作成〕 

図 10.1.1.4-6(4) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（環境④：冬季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書」 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究）より作成 

図 10.1.1.4-7(4) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（環境④：冬季全日平均） 
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〔「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）より作成〕 

図 10.1.1.4-6(5) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（環境⑤：冬季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書」 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究）より作成 

図 10.1.1.4-7(5) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（環境⑤：冬季全日平均） 
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〔「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）より作成〕 

図 10.1.1.4-6(6) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（環境⑥：冬季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書」 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究）より作成 

図 10.1.1.4-7(6) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（環境⑥：冬季全日平均） 
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〔「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）より作成〕 

図 10.1.1.4-6(7) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（環境⑦：冬季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書」 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究）より作成 

図 10.1.1.4-7(7) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（環境⑦：冬季全日平均） 

  



 

10.1.1-135 

(505) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）より作成〕 

図 10.1.1.4-6(8) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（環境⑧：冬季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書」 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究）より作成 

図 10.1.1.4-7(8) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（環境⑧：冬季全日平均） 
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〔「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）より作成〕 

図 10.1.1.4-6(9) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（環境①：春季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書」 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究）より作成 

図 10.1.1.4-7(9) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（環境①：春季全日平均） 
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〔「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）より作成〕 

図 10.1.1.4-6(10) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（環境②：春季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書」 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究）より作成 

図 10.1.1.4-7(10) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（環境②：春季全日平均） 
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〔「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）より作成〕 

図 10.1.1.4-6(11) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（環境③：春季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書」 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究）より作成 

図 10.1.1.4-7(11) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（環境③：春季全日平均） 
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〔「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）より作成〕 

図 10.1.1.4-6(12) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（環境④：春季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書」 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究）より作成 

図 10.1.1.4-7(12) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（環境④：春季全日平均） 
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〔「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）より作成〕 

図 10.1.1.4-6(13) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（環境⑤：春季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書」 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究）より作成 

図 10.1.1.4-7(13) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（環境⑤：春季全日平均） 
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〔「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）より作成〕 

図 10.1.1.4-6(14) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（環境⑥：春季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書」 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究）より作成 

図 10.1.1.4-7(14) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（環境⑥：春季全日平均） 
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〔「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）より作成〕 

図 10.1.1.4-6(15) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（環境⑦：春季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書」 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究）より作成 

図 10.1.1.4-7(15) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（環境⑦：春季全日平均） 
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〔「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）より作成〕 

図 10.1.1.4-6(16) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（環境⑧：春季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書」 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究）より作成 

図 10.1.1.4-7(16) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（環境⑧：春季全日平均） 
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(c) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避、低減に係る評価 

施設の稼働に伴う超低周波音の影響を低減するための環境保全措置は、以下のとおり

である。 

・風力発電機の配置位置については可能な限り住宅等から離隔をとる。 

・風力発電設備について適切に整備・点検を実施し、性能維持に努め、超低周波音の

原因となる異音等の発生を抑制する。 

 

施設の稼働に伴う1/3オクターブバンド音圧レベル（平坦特性）寄与値は、すべての地

点において、いずれの季節も「建具のがたつきが始まるレベル」を下回っている。また、

「圧迫感・振動感を感じる音圧レベル」と比較した場合、中心周波数 20Hz 以下の超低周

波音領域について、すべての地点において、いずれの季節も「わからない」レベルを下

回っている。 

以上、上記の環境保全措置を講じることにより、施設の稼働に伴う低周波音に関する

影響は、実行可能な範囲内で低減が図られているものと評価する。 

 

ｲ. 国又は地方公共団体による基準又は目標との整合性の検討 

超低周波音（20Hz 以下）については、現在、基準が定められていないが、施設の稼働

に伴う将来の G 特性音圧レベルは 63～68 デシベルで、すべての地点において、いずれの

季節も ISO-7196:1995 に示される「超低周波音を感じる最小音圧レベル」である 100 デシ

ベルを大きく下回っている。 

また、施設の稼働に伴う 1/3 オクターブバンド音圧レベル（平坦特性）寄与値につい

て、「建具のがたつきが始まるレベル」と比較した場合、すべての地点において、いずれ

の季節も「建具のがたつきが始まるレベル」を下回っている。また、「圧迫感・振動感を

感じる音圧レベル」と比較した場合、中心周波数 20Hz 以下の超低周波音領域について、

すべての地点において、いずれの季節も「わからない」レベルを下回っている。 

以上のことから、環境保全の基準等との整合が図られているものと評価する。 

なお、「風力発電施設から発生する騒音に関する指針」（環境省、平成 29 年）において、

風力発電施設から発生する超低周波音については、人間の知覚閾値を下回ること、他の騒

音源と比べても低周波音領域の卓越は見られず、健康影響との明らかな関連を示す知見は

確認されなかったことが記載されている。 
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5. 振 動 

(1)調査結果の概要 

①  道路交通振動の状況 

a. 現地調査 

(a) 調査地域 

調査地域は工事関係車両の主要な走行ルートの沿道とした。 

 

(b) 調査地点 

調査地点は図 10.1.1.5-1 のとおり、工事関係車両の主要な走行ルート沿いの 1 地点（沿

道）とした。 

 

(c) 調査期間 

調査期間は以下のとおりとした。 

平 日：令和元年 12 月 6 日（金）6 ～ 22 時 

土曜日：令和元年 12 月 7 日（土）6 ～ 22 時 

 

(d) 調査方法 

「振動規制法」（昭和51年法律第64号）に定められた振動レベル測定方法（JIS Z 8735）

に基づいて時間率振動レベル（L10）を測定し、調査結果の整理及び解析を行った。 

 

(e) 調査結果 

道路交通振動の調査結果は表 10.1.1.5-1 のとおりである。 

時間率振動レベル（L10）は、平日昼間 10 デシベル、夜間 11 デシベル、土曜日昼間、夜

間とも 10デシベルであった。なお、振動レベル計の測定下限値は 30デシベルのため、上記

は参考値とする。 

調査地点は用途地域以外の地域のため第 2 種区域に該当しており、要請限度と比較する

と、要請限度を下回っていた。 
 

表 10.1.1.5-1 道路交通振動の調査結果（L10） 

調査期間：平 日；令和元年 12 月 6 日 6 ～ 22 時 

土曜日；令和元年 12 月 7 日 6 ～ 22 時 

（単位：デシベル） 

調査地点 曜日 時間区分 
用途 

地域 

要請限度の 

区域の区分 
測定値 要請限度 

沿道 

(上島中央広域農道) 

平日 
昼間（8～19 時） 

－ 第 2 種区域 
30 未満(10) 70 

夜間（7～ 8 時） 30 未満(11) 65 

土曜日 
昼間（8～19 時） 

－ 第 2 種区域 
30 未満(10) 70 

夜間（7～ 8 時） 30 未満(10) 65 

注：1．時間区分は「振動規制法」（昭和 51 年法律第 64 号）に基づく区分（昼間 8～19 時、夜間 19～8 時の内、7

～8 時の間の調査結果）を示す。 

  2．要請限度は第 2 種区域の基準値を示す。 

  3．「－」は該当がないことを意味する。 
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図 10.1.1.5-1 道路交通騒音、振動及び交通量調査地点  



10.1.1-147 
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②  道路構造の状況 

a. 現地調査 

(a) 調査地域 

調査地域は工事関係車両の主要な走行ルートの沿道とした。 

 

(b) 調査地点 

調査地点は図 10.1.1.5-1 のとおり、工事関係車両の主要な走行ルート沿いの 1 地点（沿

道）とした。 

 

(c) 調査期間 

調査期間は以下のとおりとした。 

令和元年 12 月 6 日 

 

(d) 調査方法 

調査地点の道路構造、車線数及び幅員について、目視による確認及びメジャーによる測

定を行った。 

 

(e) 調査結果 

調査地点（沿道）の道路断面構造等は、図 10.1.1.5-2 のとおりであった。 

 

調査期間：令和元年 12 月 6 日 

 

●:騒音マイクロホン ▼:振動ピックアップ 

図 10.1.1.5-2 調査地点（沿道）の道路断面構造等 
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③  交通量の状況 

a. 文献調査 

「第 3 章 3.2.4 交通の状況」に記載のとおりである。 

 

b. 現地調査 

(a) 調査地域 

調査地域は工事関係車両の主要な走行ルートの沿道とした。 
 

(b) 調査地点 

調査地点は「①道路交通振動の状況」の現地調査と同じ地点とした。 
 

(c) 調査期間 

調査期間は以下のとおりとした。 

平 日：令和元年 12 月 6 日（金）6 ～ 22 時 

土曜日：令和元年 12 月 7 日（土）6 ～ 22 時 
 

(d) 調査方法 

調査地点の方向別及び車種別交通量を調査した。 
 

(e) 調査結果 

交通量の調査結果は表 10.1.1.5-2 のとおりである。 
 

表 10.1.1.5-2 交通量の調査結果 

調査期間：平 日；令和元年 12 月 6 日 6 ～ 22 時 

土曜日；令和元年 12 月 7 日 6 ～ 22 時  

（単位：台） 

調査地点 曜日 時間区分 
交通量（台） 

小型車 大型車 合 計 

沿道 

（上島中央広域農道） 

平日 
昼間（8～19 時） 396  34  430  

夜間（7～ 8 時） 75  4  79  

土曜日 
昼間（8～19 時） 403  21  424  

夜間（7～ 8 時） 45  4  49  

注：1．時間区分は、「振動規制法」（昭和 51 年法律第 64 号）に基づく区分（昼間 8～19 時、夜間 19～8 時の内、

7～8 時の間の調査結果）に対応した往復交通量を示す。 
  2．小型車の交通量は、二輪車を含まない。 
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④  地盤の状況 

a. 現地調査 

(a) 調査地域 

調査地域は工事関係車両の主要な走行ルートの沿道とした。 

 

(b) 調査地点 

調査地点は「①道路交通振動の状況」の現地調査と同じ地点とした。 

 

(c) 調査期間 

調査期間は以下のとおりとした。 

令和元年 12 月 7 日 

 

(d) 調査方法 

「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」（国土交通省国土技術政策総合研究

所・独立行政法人土木研究所、平成 25 年）に基づき、地盤卓越振動数を測定した。 

 

(e) 調査結果 

地盤卓越振動数の調査結果は表 10.1.1.5-3 のとおりである。 

「道路環境整備マニュアル」（社団法人日本道路協会、平成元年）によれば、15Hz 以下

の振動数が卓越する地域は軟弱地盤であるとされているが、調査地点における測定値は

60.4Hz であり軟弱地盤ではない。 

 

表 10.1.1.5-3 地盤卓越振動数の調査結果 

調査期間：令和元年 12 月 7 日 

調査地点（路線名） 地盤卓越振動数 

沿道（上島中央広域農道） 60.4Hz 
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(2)予測及び評価の結果 

① 工事の実施 

a. 工事用資材等の搬出入 

(a) 環境保全措置 

工事用資材等の搬出入に伴う振動の影響を低減するため、以下の環境保全措置を講じる。 

・工事関係者の通勤においては、乗り合いの促進により工事関係車両台数の低減を図る。 

・工事工程等の調整により可能な限り工事関係車両台数を平準化し、建設工事のピーク

時の台数の低減に努める。 

・周辺道路の交通量を勘案し、可能な限りピーク時を避けるよう調整する。 

・急発進、急加速の禁止及びアイドリングストップ等のエコドライブを徹底し、道路交

通振動の低減に努める。 

・定期的に会議等を行い、環境保全措置の内容について工事関係者に周知徹底する。 
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(b) 予 測 

ｱ. 予測地域 

工事関係車両の主要な走行ルートの沿道とした。 

 

ｲ. 予測地点 

現地調査を実施した工事関係車両の主要な走行ルート（上島中央広域農道）沿いの1地

点（沿道）とした（図 10.1.1.5-1）。 

 

ｳ. 予測対象時期等 

工事計画に基づき、コンクリート打設時のコンクリートミキサー車を含む工事関係車

両の走行台数（等価交通量※）の合計が最大となる時期とした。 

 

ｴ. 予測手法 

「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」（国土交通省国土技術政策総合研究

所・独立行政法人土木研究所、平成 25 年）に基づき、時間率振動レベル（L10）を予測し

た。 

工事用資材等の搬出入に伴う振動の予測手順は図 10.1.1.5-3 のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.1.1.5-3 工事用資材等の搬出入に伴う振動の予測手順 

  

 
※等価交通量とは、小型車に比べて大型車の方が振動の影響が大きいことを踏まえ、「旧建設省土木研究所の提案式」

を参考に「大型車 1 台＝小型車 13 台」の関係式で小型車相当に換算した交通量である。 

工事用資材等の搬出入に伴う振動予測 

 

 
補正後将来計算値（L10） 

（一般車両+工事関係車両） 

道路条件の設定 

・交通量（一般車両、工事関係車両） 

・走行速度 

交通条件の設定 

・道路構造 

・予測地点位置 

・地盤卓越振動数 

・路面平坦性 

・道路環境影響評価の技術手法 

伝搬計算 

モデル誤差、地域特性等を考慮した補正 現況時間率振動レベル 
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(ｱ)  計算式 

𝐿ଵ଴ ൌ 𝐿ଵ଴
∗ െ 𝛼௟ 

𝐿ଵ଴
∗ ൌ 47logଵ଴ሺlogଵ଴ 𝑄∗ሻ ൅ 12 logଵ଴ 𝑉 ൅ 3.5 logଵ଴ 𝑀 ൅ 27.3 ൅ 𝛼ఙ ൅ 𝛼௙ ൅ 𝛼௦ 

［記  号］ 

𝐿ଵ଴ ： 振動レベルの80％レンジの上端値の予測値（デシベル） 

𝐿ଵ଴
∗ ： 基準点における振動レベルの80％レンジの上端値の予測値（デシベル） 

𝑄∗ ： 500秒間の1車線あたりの等価交通量（台/(500s・車線)） 

𝑄∗ ൌ
500

3600
ൈ

1
𝑀
ൈ ሺ𝑄ଵ ൅ 13𝑄ଶሻ 

𝑄ଵ ： 小型車時間交通量（台/h） 

𝑄ଶ ： 大型車時間交通量（台/h） 

𝑉 ： 平均走行速度（km/h） 

𝑀 ： 上下線合計の車線数 

𝛼ఙ ： 路面の平坦性による補正値（デシベル） 

𝛼ఙ ൌ 8.2 logଵ଴ 𝜎（アスファルト舗装） 

𝜎 ： 3mプロフィールメータによる路面凹凸の標準偏差値（mm） 

(社)日本道路協会が提案した路面平坦性の目標値（𝜎=4mm）とした。 

𝛼௙ ： 地盤卓越振動数による補正値（デシベル） 

𝛼௙ ൌ െ17.3 logଵ଴ 𝑓 (𝑓 ൒ 8𝐻𝑧) 

𝑓 ： 地盤卓越振動数（Hz） 

𝛼௦ ： 道路構造による補正値 

平面道路のとき0。 

𝛼௟ ： 距離減衰値（デシベル） 

𝛼௟ ൌ
𝛽 logଵ଴ ቀ

𝑟
5 ൅ 1ቁ

logଵ଴ 2
 

𝑟 ： 予測基準点から予測地点までの距離（m） 

（予測基準点：最外側車線中心より5m地点） 

𝛽 ൌ 0.068𝐿ଵ଴
∗ െ 2.0（粘土地盤） 

 

(ｲ)  計算値補正式 

計算値補正式は将来予測における道路条件や交通条件、モデル誤差及び地域特性を考

慮し、次のとおりとした。 
 

𝐿′ଵ଴ ൌ 𝐿௦௘ ൅ ൫𝐿௚௝ െ 𝐿௚௘൯ 

［記  号］ 

𝐿′ଵ଴ ： 補正後将来予測値（デシベル） 

𝐿௦௘ ： 将来計算値（デシベル） 

𝐿௚௝ ： 現況実測値（デシベル） 

𝐿௚௘ ： 現況計算値（デシベル） 
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(ｳ) 予測条件 

予測に用いた車種別交通量及び走行速度は表 10.1.1.5-4、予測地点の道路構造の状況

は図 10.1.1.5-2 のとおりである。工事関係車両については工事期間中最大となる交通量

を用いた。 
 

表 10.1.1.5-4 予測に用いた車種別交通量及び走行速度 

予測地点 曜日 
時間 

区分 

走行 

速度 

（km/h） 

車 種 

交通量（台） 

現況 将来 

一般車両 一般車両 工事関係車両 合 計 

沿道 

（上島中央 

広域農道）

平日 

昼間 

(8～19 時) 
55 

小型車 396 396 29 425 

大型車 34 34 211 245 

合 計 430 430 240 670 

夜間 

（7～ 8 時） 
50 

小型車 75 75 29 104 

大型車 4 4 13 17 

合 計 79 79 42 121 

土曜日 

昼間 

(8～19 時) 
55 

小型車 403 403 29 432 

大型車 21 21 211 232 

合 計 424 424 240 664 

夜間 

（7～ 8 時） 
60 

小型車 45 45 29 74 

大型車 4 4 13 17 

合 計 49 49 42 91 

注：1．走行速度は、現地実測値を基に設定した。 

2．昼間の交通量は、「振動規制法」（昭和 51 年法律第 64 号）に基づく昼間（8～19 時）の往復交通量、夜間の

交通量は、「振動規制法」（昭和 51 年法律第 64 号）に基づく夜間（19～8 時）のうち、7～8 時の往復交通量

を示す。ただし、小型車の交通量は二輪車を含まない。なお、工事関係車両は 7～18 時に走行する。 

 

ｵ. 予測結果 

工事用資材等の搬出入に伴う振動の予測結果は表 10.1.1.5-5 のとおりである。 

工事用資材等の搬出入に伴う振動レベルは 30 デシベル未満（現況からの増分は 5～7デ

シベル）であり、要請限度値を下回る。 
 

表 10.1.1.5-5 工事用資材等の搬出入に伴う振動の予測結果（L10） 

（単位：デシベル） 

予測地点 曜日 
時間 

区分 

現況実測値 

 

Lgj 

現況計算値 

 

Lge 

将来計算値 

 

Lse 

補正後 

将来予測値 

L’10 
工事関係 

車両に 

よる増分 

要請 

限度 

（一般車両） （一般車両） 
（一般車両+ 

工事関係車両）
 

A   B B - A  

沿道 

（上島中央 

広域農道） 

平日 

昼間 

(8～19 時) 

30 未満 

（10） 
23 30 

30 未満 

（17） 
7 70 

夜間 

(7～8 時) 

30 未満 

（11） 
23 29 

30 未満 

（17） 
6 65 

土曜日 

昼間 

(8～19 時) 

30 未満 

（10） 
23 29 

30 未満 

（16） 
6 70 

夜間 

(7～8 時) 

30 未満 

（10） 
24 29 

30 未満 

（15） 
5 65 

注：1．時間区分は、「振動規制法」（昭和 51 年法律第 64 号）に基づく区分を示す。なお、工事関係車両は、7～18 時に走行

する。 

    2．要請限度は第 2 種区域の基準値を示す。  
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(c) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避、低減に係る評価 

工事用資材等の搬出入に伴う振動の影響を低減するための環境保全措置は、以下のと

おりである。 

・工事関係者の通勤においては、乗り合いの促進により工事関係車両台数の低減を図

る。 

・工事工程等の調整により可能な限り工事関係車両台数を平準化し、建設工事のピー

ク時の台数の低減に努める。 

・周辺道路の交通量を勘案し、可能な限りピーク時を避けるよう調整する。 

・急発進、急加速の禁止及びアイドリングストップ等のエコドライブを徹底し、道路

交通振動の低減に努める。 

・定期的に会議等を行い、環境保全措置の内容について工事関係者に周知徹底する。 
 

工事用資材等の搬出入に伴う将来の振動レベルは 30 デシベル未満で、人体の振動感覚

閾値※55 デシベルを下回っており、上記の環境保全措置を講じることにより、工事用資材

等の搬出入に伴う振動に関する影響は、実行可能な範囲内で低減が図られているものと評

価する。 

 

ｲ. 国又は地方公共団体による基準又は目標との整合性の検討 

工事用資材等の搬出入に伴う将来の振動レベルは 30 デシベル未満であり、第 2 種区域

の要請限度（昼間：70 デシベル、夜間 65 デシベル）と比較した場合、大きく下回ってい

る。 

以上のことから、環境保全の基準等との整合が図られているものと評価する。 

 

 

 
※「地方公共団体担当者のための建設作業振動対策の手引き」（環境省）等に記載されている。 
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